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の年の降雨量によって，ある期聞は自由に歩行できるようになった。しかし変化はしてきたも

のの，戦場ガ原はなお湿原の植物景観を保持している。湿原変化の大きな原因は，湯滝と中禅

寺湖を結ぶ幹線道路が戦場プf原東部を縦断したことで，その工事に伴う側溝が特に東部に対し

大いに影響を及ぼした。また一方では過去における台風の際の土砂岩石崩壊を伴った逆川の氾

濫が戦場ガ原東北部の植生に影響し，一方三本松東北の地区において敗戦処理の一現象であっ

た緊急開拓，その濯i既・用水のための逆川の利用なども，戦場ヵo原北音Bの部分的変化を起させ

た一因となっている。

1964年夏期ならびに秋期に植生調査， また一部の土壌調査を行ない， かつ花粉分析的研

究を進めた。 また 1965年には植生の補完調査を行なった。本湿原に対する従来の研究が概観

に止って，まだ本格的な群落解析がなく，ここにその現況を把握して，日光国立公園としての

科学的基礎研究に貢献せんとしたのである。しかも本国立公園のー焦点として戦場ガ原の持つ

価値を充分に考察しつつ，舘脇・鈴木 ・石塚が協力して編著したものである。

調 査 員 Membersof the Present Research 

北海道大学名誉教授 官官 ！協 操

国立科学博物館 大 井 次三郎

北海道林業試験場 内 回 丈 夫

広島大学助教授 鈴 木 正／と、 一
東北大学助教授 中目 ，馬 寛 τ七

仁コ

岩手大学助教授 石 塚 和 雄

岡山理科大学助教授 岡 本 香

大井はイネ科とカヤツリグサ科の分類学的研究，内田は土嬢，相馬は花粉分析，舘脇・鈴

木 ・石塚 ・岡本は湿原植生を分担し，舘）］あ・鈴木 ・石塚がこれを総括したものである。なお主

要調査期間は 1964年 8月 1日より 8月 10日， 10月4日より 10月 10日にわたっており，

また 1965年の補完調査は 3月 16日より 3月 20日ま でと， 7月 28日よ り8月 2日ま でにわ

たっている。

本研究を進めるに際し，種々援助を与えられた前橋営林局，栃木県，日光市，武田久吉博

士，湯元南間栄氏の各位に深甚な謝意を表する（舘脇操）。
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L 植物群落調査（舘脇 操・鈴木兵二・石塚和雄）

Phytosociological Study 

(Misao TATEWAKI, Hyoji SUZUKI and Kazuo lSHIZfJKA) 

1. 調査法 Methods

戦場ガ原の植生を研究するに際し，いかなる調査法をとるべきかということが，今回の調

δ／9 ' 
dx/ 

e x× 

5 O O m 

第2図 各基点・線状区及び帯状区の位置

Fig. 2. Location of th巴 line-and belt transects 
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その概要を知るかかる野外群落を解析するためには，査に当り重要な一つの課題になったが，

線状帯状法（belttransect m巴thod）とを併用した。ために線状法 (linetransect method）と，

さらにまず群落の位置と，群落変化の大綱を求め，線状区上またはその付近で，区によって，

帯状区または線状区法と方形区法を結合した帯状連鎖方形区（be!t-quadrats m巴thods）によっ
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第 3図 各基点附近，および線状区設定の目標スケッチ

1: A点付近 2: A点から B点を見る 3: B点から C点を見る

4: B点から F点を見る 5: D点から E点を見る 6: D-E線上，

D点より約 150mの地点から見た D点 7: G点付近 8: G点か

ら糠塚の目標樹を見る 9・G点から H点を見る

Fig. 3. Sketches of land,marks for th巴 linetransects 
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て群落の詳細な解析をした。

まず線状区の起点となる次のような戦場ヵ原の 9地点 ［A,B, B', C, D, E, F, G, HJを

選んだ（第2図）。

A点： 赤沼茶屋から，赤沼茶屋西部の歩道が湯川歩道に連結する付近（橋から北に 100

m），戦場ガ原の東南端にあるカラマツの最大枯木。

B＇点 ： 三本松茶屋付近，戦場カ’原東縁中部の湯元道路に近いカラマツの大なる枯木。

B点： A-B＇線上， A点から北々東 500m，三本松茶屋に近い B’点から南々西 109m。

C点： 戦場カ’原西辺の中部，湯川沿い歩道の指導標（湯滝 3.4km，赤沼 1.1km）のとこ

ろより約 200m。赤沼から湯滝に向い3本目の橋（一本橋）の下。

D点： 戦場ガ原西辺中部， C点の北西約 500m，湯川沿い歩道の科学説明標識板支柱。

E点： D点から N32° E，糠塚西南部に向い， ［B-F］線との交点。 F点より 64m。

F点： B点から糠塚に向い，頂上の南西下に位置する地点。

G点 ： 糠塚の北西下， 3本のカラマツのうち，中央の真下。

H点： G点から湯滝をめがけて向い（N28°W），戦場ガ原の東北端に近い山端。

かくして調査の基底となる 5線状区 ［A-B'], [B CJ, [B Fl, [D El, [G HJを設定した。

しかも 5線状区中， 4線状区が糠塚から南部に偏して集中されているのは，戦場ガ原の湿原と

して，群落の研究上， 南部に重点を置かれているからである。

2. 線状区による群落概要

Outline of Vegetation by the Line Transect Method 

i. 戦場ガ原湿原南部 （糠塚以南）

Southern Part of the Moor 

a. [A-B＇］線状区 （609m) 

[AB＇］線状区は，第 2図に示された通り，戦場ガ原湿原の東南隅に近く，ほぼ SSW-NNE.

方向に湿原を横断して設定した。 この線状区におけゐ主要群落を，起点 A点からの距離に従

って記してみると，第 1表のようになる。この場合，群落が複雑であるので，植生図（第4図）に

示したよ うな大きく見た群落優占種の分布と一致しないこともある。それはスポッ ト的に他の

種類の混在するためである。

なお，以下において基群集名を示す種名の下に を付したものはヤチボウズ（谷地坊

主） (tussock), ミズゴケ小丘 （hummock）上に， また一一ーを付したものはヤチボウズ聞の凹

地またはミズコケ小丘聞の凹地 （両方を hollow）に生ずることを示す。

つまりこの線状区を大きく見ると，湿原の周辺にあるホザ、キシモツケ群集より始ま って，

ヌマガヤ群集ー→ワタスゲ群集ー→オオアゼスゲ群集一→ホロムイスゲ群集 ・ヤチスゲ群集
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一→オオアゼスゲ群集・ヤチスゲ群集の）I債となり，湿原の東部周辺にあるヨ シ群集に至って終

っ ているのであって，戦場-Jl原 湿原南部における代表的な群落の配置を示 している。

第1表 [A-BJ線 ：伏 区

Table I. Distribution of communities along the [A-BJ line 

距 離
群 集 Association 基 群 集 Sociati on 備 考

Distance Remarks 
(m) 

。～ 3 （ズ 材、）

3～ 34 ホザキシモツケ群集 ホ ザニ キ ・ン モ ツ ケ基群集

34～ 36 ヌ ーマ ガヤ ，， ヌ ー士宮 カF ヤ II トタシパ多し

36～ 37 ホザキシモツケ II ホ ザ キ シ モ ツ ケ II 

37～ 44 ヌ マガヤ II ヌ ーマ カ’ ヤ ，， トダッバ多 し

44～ 62 ホザキシモツケ E’ ホ ザ キ 、ン モ ツ ケ ，， 

62～ 84 ヌ マガヤ ” 
ヌ ーマ -Jl ヤ II 

84～ 90 ワ タ スゲ ，， ワ タ ス ザ ，， 

90～159 ワ 3タ スゲ If ワ タ ス ゲ If 
オオアゼスゲ

多し

159～204 オオアゼスゲ If オ オ ア ーゼ ス ザ II 

204～212 ホロムイスゲ If ホ ロ ム イ 子、 ケ’ ，， 

212～239 オオアゼスゲ ’F 
オ オ 7 ゼ ス ゲ If 

239～260 ヤチス ゲ If ヤ チ ス ゲーーツノレコケモモ If 

260～268 ホロムイスゲ If ホロムイスゲ ヒメシャクナゲ ’F 

268～285 オオアゼスゲ If オ オ 7 ゼ ス ゲ If 

285～293 ホロムイスゲ ” ホ ロ ム イ ス ザ II 

293～308 オオアゼスゲ If オ オ 、7 ゼ y、 ゲ II 

308～333 オオアゼスゲ ，， オ オ ア セ。 ス ゲ ，， ヤチスゲ多し

333～359 ホロムイスケe If ホ ロ i‘ イ ス ゲ II 

359～366 オオアゼスゲ ” オ オ ア ゼ ス ザ ’F 

366～390 ホロムイスゲ ，， ホ ロ ム イ ス ザ If ヤチスゲ多 し

390～420 オオアゼスゲ If オオアゼスゲ←ーヤ チ ス ザ II 

420～442 ヤ チ ス ゲ If ヤ チ ス ゲ←ーツノレコケモモ ，， 

442～458 ホロムイスゲ ，， オ、 ロ ム イ Jえ ゲ II 

458～474 ヤチスゲ If ヤ チ ス ゲーーツノレコケモモ If 

474～496 ホロムイスゲ If ホ ロ J,. イ ス ザ If 

496～508 ヤチスゲ ，， サ ギ ス ザ II 

508～521 オオアーゼ九ゲ If オ オ ア ゼ ス ゲ If 

521～528 ヤチス ザ If サ ギ ス ゲ If 

528～539 オオアゼスゲ If オ オ 7 ゼ ス ゲ ，， 

539～543 ！ 道路，州生

543～593 ヨ シ ” ヨ 、ン会ーサギス ゲ II 

593～609 オオアゼスケ’ If オ オ 7 七、 ス ゲ

種名の下のーーは小丘（谷地坊主）上， 一～は小丘間の凹地に生ずることを示す。
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b. [B-CJ線状区 （597m) 

この線状区は戦場ガ原湿原南部において，［A-BJ線状区よりもやや北寄りの部分を，ほぼ

ENE-WSW方向に横断して設定された（第 2図）。 ［B-CJ線状区における主要な群落を，起点

Bからの距離に従って記すと第 2表のようになる。

第2表［B-C]線状区

Table 2. Distribution of communities along [B-C] line 

基点からの｜
距離l 世

Distanc巴 I.町

(ml I 
n
 

o
 

t
 

勾
u

p
L
W
 o

 

nb
 

Q
U
 

A
 

集 基 集 Sociation 備考
Remarks 群

O～ 20 Iオオ ア ゼスゲ群集 ｜ オ オ ア セ ス ゲ基群集

20～ 25 Iヤ チ ス ゲ ，， ｜ ヤ チ λ ゲーツノレコケモモ II 

25～ 34 Iオオ ア ゼスゲ II 

34～ 42 Iホロムイスゲ II 

42～ 57 Iオオアゼスゲ II 

57～ 65 Iホロムイスゲ II 

65～ 83 Iオオ ア ゼス ゲ // 

83～ 86 Iヤ チ ス ゲ H

86～ 91 Iオオアゼスゲ II 

91～104 Iヤ チ ス ゲ H

104～111 Iオ オア ゼスゲ II 

111～116 Iヤチスゲ，F

116～134 Iオオアゼスゲ II 

134～176 Iオオアゼスゲ // 

176～181 I ク ロマメノキ II 

181～195 Iオオアゼスゲ II 

195～209 Iホロムイスゲ // 

209～222 Iオオアゼスゲ II 

222～231 Iホロムイスゲ // 

231～234 Iオオ ア ゼス ゲ II 

234～243 Iホロムイスゲ II 

243～264 Iホロムイスゲ II 

264～268 Iオオアゼスゲ // 

268～273 Iヤ チ ス ゲ H

273～281 Iオオアゼスゲ II 

281～322 Iホロムイスゲ // 

322～325 Iオオアゼ ス ゲ II 

325～354 Iホロムイスゲ II 

354～361 Iオオアセスゲ // 

361～420 Iホロムイスゲ II 

420～462 Iホロムイスゲ ，， 

オオアゼスゲ一一ヤ チ ス ゲ II 

ホ ロムイスゲ II

オオアゼスゲ H

ホロムイスゲ H

オオアゼスゲ，，

ヤ チ ス ゲ一一ツノレコケモモ II 

オ オアゼスゲ，r

ヤ チ ス ゲーーツノレコケモモ II 

オ オアゼスゲ H

ヤチス ゲ ツノレコケモモ II 

オオアゼスゲ一一ヤ チ ス ゲ II 

オ オアゼスゲ II

クロマメノキ（集落）

オオアゼスゲ H

ホロムイスゲ，r

オオアゼスゲ H

ホロムイスゲ H

オオアゼスゲ H

ホロムイス ゲーヒメシャクナゲ II 

ホ ロムイスゲ H

オオアゼスゲ H

ヤ チ ス ケ’ ツノレコケモモ // 

オ オアゼスゲ H

ホロムイスゲ II

オオアゼスゲ H

ホロムイスゲ H

ホロムイスゲ ヒメジヤクナゲ II 

ホロムイスゲーヒメツャクナゲ II 

ワタスゲ多し

ヒメシャクナゲ

多き変型
オオアゼスゲ多し

ヒメシャタナケJ

多し，池

全く平坦
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基点からの

集…10n 備 考距 蕗t 群 基 群 集 SociationDistanc巴 Remarks 
(m) 

462～470 ホロムイスゲ群集
ヒメシャクナゲ
多し， i也

470～482 ホロムイスゲ II ホ ロ ム イ ス ゲ

482～496 ホロムイスゲ
” ホロムイスゲ一一ヒメ シャクナゲ ” 

496～506 ワ タ スゲ II ワ タ ス ケ' ，， 

506～540 ワ タ スゲ ，， ワ タ ス ゲ
ホロムイスゲ，， 
多し

540～543 ワ タ スゲ II ワ 3タ ス ゲ ，， 

543～554 ヌ マ カ ヤ ，， ヌ "7 すf ヤ ，， 

554～570 ワ 3タ ス ザ II ワ タ 戸、 ゲ ，， 

570～585 ワ タ ス ゲ ，， ワ 3タ ス ゲ II 
ホザキシモツケ
多し

585～589 ホザキシモツケ II ホ ず キ －ン モ ツ ケ ，， 

589～597 （ズ 林）

この線状区は， [A BJ線状区の B点付近， オオアゼスゲ群集とヤチスゲ群集がモザイク

状に生ずると ころから初ま って，オオアゼスゲ群集・ホロムイスゲ群集一→ホロムイスゲ群集

一→ワタスゲ群集・ヌマガヤ群集となり，湿原西部周辺のホザ、キシモツケ群集に終るのであっ

て，群落の配置の概要は ［A BJ線状区とよく似ている。 しかし，湿原中心部の西寄りにおい

てホロムイスゲ群集の発達が著しい点と，また湯川よりの地域にオオアゼスゲ群集のみられな

い点とが特徴である。

c. [B-FJ線状区 （920m)

この線状区は， ［A-BJ, [B-CJの両線状区が，戦場ヵー原湿原南部をほぼ NE-SW方向に，

三本松側から湯川に向って横断するように設けられたのに対し， 湿原の東北側に沿って糠塚に

至るまで，湿原をほぼ SE-NW方向に横断するように設定されている（第 2図）。 [B Fl線状

区における主要な群落を，起点 Bからの距離に従って記したのが，第 3表である。

大観すると， この線状区は ［B-CJ線状区の起点と同様の地域から始まるが， B点から

350～400 m 付近で半島状に湿原内に突出したカラマツ林に接近するために， O～370m の前半

部と， 370～920m の後半部とに分けることができる。前半部においては，オオアゼスゲ群集 ・

ヤチスゲ群集ー→オオアゼスゲ群集ー→ワタスゲ群集ー→オオアゼスゲ群集ー→ヨシ群集ー→

ヌマガヤ群集の配列がみとめられ，また後半部で、は，ヌマガヤ群集ー→ヤチスゲ群集ー→ヨ シ

群集ー→オオアゼスゲ群集ー→ヌマガヤ群集をへて， 糠塚南方のホザシモツケ群集に終って

いる。

以上の群落の分布が示すように，戦場ガ原湿原南部の東北側では，ワタスゲ群集をごく部

分的に見ることはあってもホロムイスゲ群集はほとんど見られず，この両者が広く発達する西

南 （湯JII）側と顕著な対照を示している。 この東北側ではオオアゼスゲ群集がもっとも広く発
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第3表［B-F］線状区

Table 3. Distribution of communities along [B F] !in巴

Associ 

基点からの｜
距離｜
Distance I 

(ml I 

O～ 16 

備考
Remarks Sociation 

基群集

集

オオアゼスゲーーヤ チ ス ゲ

ホロムイスゲーーヒメシャクナゲ

オオアゼス ゲーーヤ チ λ ゲ

ホロムイスゲ

群基

群集

集

オオ アゼスゲ

群

ツノレコケモモ

多し
，， 

fl ホロムイスゲ

ヤチスゲ多し

，， 

，， 

’f 

II 

fl 

ザ

スアfl 

fl 

fl 

オオアゼスゲーーヤ チ ス ゲ

オオアゼスゲ

ゲゼオオ

ス

fl 

fl 

II 

fl 

ザス

ゼア

タ

オオ

ワ

オオアゼスゲ

オオアゼスゲ

オオアゼスゲ

オオアゼスゲ

オオアゼスゲ ’f 

fl 

ホロムイスゲ

ゲスタワ

16～ 24 

24～ 38 

38～ 50 

50～ 65 

65～100 

100～154 

154～169 

169～220 

220～240 II オオアゼスゲーーヤ チ ス ゲ

サ ギス ゲ
” 

オオアゼスゲ

ゲチヤ240～245 

245～256 

256～290 

290～300 

，， fl ス

，， ゲP

ゲ

スセアオオfl オオ アゼスゲ

，， 

fl 

fl 

ス

ヤ

ゲ

ゲーーツノレコケモモ

シーーヒメミズゴケ

ガ ヤ

シーーヒメミズゴケ

ゼスゲ

ス、

チシーヤ

ゼ7 

ス

オ

チ

ヨ

オ

II 

” 
fl 

シ

オオアゼスゲ

ヤ ゲスチ

ヨ

300～313 

313～360 

360～370 湿原周辺部

II ヨfl 、ンヨ

，， ーマヌfl ヤプJーマヌ

fl ヨ，， ツヨ

” 
ヤ-Ji 

ヤチカワズスゲ？

斑群集

，， 

，， 

fl ，， オオアゼスゲ

370～380 

380～384 

384～393 

393～408 

408～416 

416～424 

424～438 

438～468 

アオオ，， オオアゼスゲ

ヤカ

ゲ

ー＂

ゲ
一
ゲ

ス
一
ス

チ
一
チ

ヤ
一
ヤ

ア
一
ゲ
一
シ

ス一ゼ一ア
一

オ一オ↑

ヨ

スゼオ

ヌ

オ

，， 

，， 

fl 

ー才

オオアゼスゲ

オオアゼスゲ

ヌ

ヨシ多し

II 

” 
シヨ

II 

II モ

ゲ

｛
モ

モ

（
モ

ケ

ス

（
ケ

ル

チ

一
ル

ツ

（
ツ

一

ヤ

一

一

ゲ

一

ゲ
ゲ
一

ス
ス
一
ス

ゼ一ア
一
チ

オ一オ
一
ヤ

ゲスゼアオ

チ

オ

ヤ

fl 

fl 

オオアゼスゲ

ゲスチヤ

ツノレコケモモ ・

ヤチスゲ多し

，， 

，， 

fl ，， 

オオアゼスゲ ，， II 

ヌマガヤ多し

林床ホザキシモ
ツケ多し

” 
fl 

” 
II 

f’ 

オオアゼスゲーヤチスゲ

ヨ シーーヒメミズゴケ

オオアゼスゲーーヤ チ ス ゲ

オオアゼスゲ

II 

II 

II 

~ 

L
いい

，， 

オオア ゼスゲ

オオアゼスゲ

ヨ

ヤ

ケ

ケ

ゲ

ツ

オオアゼスゲ

ツ

ツ

スチヤ

対［

モ

モ

シ

・ン

キ

キ

ザ

→r 
ホ

ヌ” 
fl 

，，， 

ヤ

ホザキツモツケ

ホザキシモツケ

（ズ

（ズ

カ．ーマヌ

468～536 

536～548 

548～560 

560～570 

570～648 

648～745 

745～759 

759～790 

790～815 

815～875 

875～908 

908～920 

林）

林）
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とくにヤチまたヨ γ群集とヤチスゲ群集はこの地区中部北寄り の低地にみ』られ，i主しており，

スゲ群集は小池沼的水域を占めている。

[DE］線状区 （541m) d. 

湯川側からほぼ糠塚西南の一区域を，戦場ガ原湿原の南部において，この線状区は，

ここは戦場ガ原湿原中では東SSW-NNE方向に横断して糠塚に達するものである（第 2図）。

側山地から流入する逆川などの氾濫の影響をうけることのもっとも少ない部分であって，全体

この線状区の植生型の配列の概としてわずかに中高の凸レンス、型に近い徴地形を示している。

要を第 4表に示す。

この線状区は湯川寄り湿原周辺の区域からヌマガヤ群集ー→ワ タス表に見られるように，

ゲ群集ー→ホロムイスゲ群集ー→オオアゼスゲ群集の順となり，糠塚南方のホザキシモツケ群

この群落の配列は基本的には ［BCJ線状区とも一致するものである集に至って終っている。

またヌマガヤ群集とワ タスゲ群集が，木線状区ではとくにホロムイスゲ群集の発達が著しく，

第4表［D-E］線状区

Distribution of communities along [D-E] line Table 4. 

備 考
Remarks n

 
o
 

－－
 t
 

a
 

c
 

o
 

m
b
 

Q
U
 

A
 

~：点からの ｜
距離i
Distance I 

~• | 

O～ 5 

Socia ti on 集1洋基集群

林）

群集

（ズ

ヌ 基群集ヤjf ヌヤすf8 5～ 

8～ 21 

ーマーヨF

ヌマガヤ多しゲ

ミカツキグサ

特に多し

，， 

，， 

II 

，， 

，， 

，， 

ヒメ γ ャクナゲ

多し
ワタスゲ多し

’E 

II 

II 

ヌマカヤあり，， 

カ

一一一一一一一…一一
一
一一一一一一一一一

ス

ヤ

タ

ーマ

ワ

ヌ

II 

II 

II 

II 

II 

” 

ゲ

ゲ

ヤ

ホロムイスゲ

ヤ

ヤ

ス

すf

7、

ガ

ガ

タ

ーマ

タ

ーマ

ーマ

ワ

ヌ

ワ

ヌ

ヌ

21～ 24 

24～ 28 

28～ 33 

33～ 36 

36～ 68 

68～ 79 

79～ 87 

’E 

II 

” 

II 

II 

’F 

II 

’r 

II 

ヤ

ケ’

ゲ

ホロムイ戸、ケ’

ホロムイスゲ

ヤ

プf

jf 

λ 

ス

ーマ

ーマ

タ

タ

ヌ

ワ

ヌ

ワ87～156 

156～173 

173～187 

187～290 

290～320 

320～360 

，， ホロムイスゲ

ホロムイスゲ

オオアゼスゲ

多し
ホロムイスゲ

多し

’＇ 
II ゲ

ホロムイスゲ一一ヒメシャクナゲ

オオア

ス

II 

” ゲスタワ360～405 

405～427 

427～450 
” 

II ホロムイスゲ

ザゼf II スII オ オアゼスゲ

，， 

E’ 

ザ

オミ ケ

ス

ツモ

ーゼ

ツ

ア

キ

オ

ザ

オII 

II 

オ オアゼスゲ

ホザキツモツケ

450～500 

500～541 
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において谷地坊主聞の小凹地にミカヅキグサを多量に生じ，それぞれヌマガヤーミカヅキグサ

基群集およびワタスゲ ミカヅキグサ基群集となっている。 また， 第 4表でホロムイスゲ群

集中の 290～320m の地点にヌマガヤの混生をみとめるが， これは後出の植生図（第 4図）に

示された通り ，この区域の湿原の東側を囲むような形で分布しているヌマガヤ群落の末端であ

る。以上を綜合すると，本線状区は戦場ヵ原湿原中，湿原群落の更行のもっとも進んだ段階を

示すものと認めることができるのであって，このことに関連して本線状区の付近にク ロマメノ

キー ヒメミズゴケ基群集の存在することが一層注目されてくる。なお本線状区のホロムイスゲ

群集，ワタスゲ群集の地域には低い谷地坊主の上にカラマツの樹高 0.3～2.5m 位のものがか

なり多量に生じている。これが自然、生のものか，造林的なものか，現在では判定に苦しむこと

がある。 しかし，中にはその樹型から見て自然、生の確かであるものもある。

ii. 戦場ガ原湿原北部 （糠塚以北）

Northern Part of the Moor 

[G-H］線状区 （760m)

[G-H］線状区は，糠塚以北の本湿原北部において，糠塚から湿原北方の台地のミズナラ林

に向い，ほぼ SE-NW方向に設定した。 この糠塚以北の部分は逆川の氾濫の影響を現在もっ

とも強く受けている地域で，湿原内に NESW 方向に走る逆川の旧河道が数本ありこれらは航

空写真でも明らかに認めることができる。本線状区の群落の分布をまとめて第 5表に示す。

第5表 [G HJ線 状 区

Table 5. Distribution of communities along [G-H] lme 

距離 集 Association 基 1洋 集 Sociati on 備 考
Distance 群 Remarks 

(m) 

-22～－12 ホザキシモツケ 群集 ホザキシモツケ基群集

-12～ 2 （ズ 林）

-2～ O ホザキシモツケ 群集 ホザキシモツケ ，， 

O～ 6 オオアゼスゲ ，， オ オ 7 ゼ ス ゲ ，， ホザキシモツケ多し

6～ 40 オオアゼスゲ ” オ オ ア セ’ ス ゲ II 

40～ 51 ワ タ スゲ ” ワ タ ス ザ II 

51～ 55 ヌ マガヤ ，， ヌ d守 カ ヤ II シラカンバ多し

55～ 59 オオアゼスゲ ，， オ オ ア ゼ ス ゲ ，， 

59～ 75 ワ タ ヨ人 ザ II ワ ;$1 ス ゲ II 

75～llO ヤチスゲ II ヤチスゲーーツノレコケモモ ” ョγ ・ワタスゲ多し

110～135 ヨ シ II ヨ シーーヤ チ ;7.. ゲ ，， 

135～159 ヨ 、ン II ヨ －ン一一ヒメミス‘コ’ケ ，， 

159～198 ヨ ‘ン ，， ヨ シ一一ヒ メミズゴケ II オオアゼスゲ多し

198～228 オオアゼスゲ II オ オ ア ゼ ス ザ II ヨシ多し
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基点からの
Jig 離

群 集 Association 基 群 集 Soacition 備 考
Distance Remarks 

(m) 

228～241 :;< マガヤ群集 ヌ 司書 カー ヤ基群集

241～249 （シラカ ン パ林） 材、床ヨシ多し

249～252 （シラカ ソ パ林） 林床ヌマガヤ多し

252～281 （ジ ラカンパ林） 林床オオアゼスゲ多し

281～314 オオアゼスゲ群集 オ オ 7 ゼ 戸、 ザ II ヌマカFヤ多し

314～326 オオアゼ λ ケ’ II オ オ ア セ ス ザ ，， ヨシ多し

326～344 ヨ 、ン ，， ヨ シーーヒメミズコ‘ケ II 

344～377 ヨ ‘ン II ヨ シーーオオアゼスケー ，， 

377～398 ヨ ・ン II ヨ シ一一ヒメミズゴケ ” 
398～428 ( ＇／ ラカンバ林） 林床ヨ シ多し

428～442 ヨ シ群集 ヨ シーオオアゼスゲ II 

442～450 ヨ シ II イヌコリヤナギ多き型

450～474 オオアゼス ゲ II オ オ ア ゼ ス ゲ ，， ヨシあ り

474～553 ヨ シ II ヨ ツーーヒメミズゴケ ” オオ アゼスゲ多し

553～583 ヨ 、ン ，， ヨ ツーーヒメミズコ’ケ ，， 

583～585 道路 ・無植生

585～620 ヨ シ II ヨ シーーヒメミズゴケ II 

620～635 ヨ シ ” ヨ シーーヒメミズコケ ” オオ アゼスゲ多し

635～643 ヨ シ ’F 
ヨ シーーヒメミズゴケ II 

643～650 ヨ 、ン II ヨ シ一一ヤチスゲ ，， 

650～657 ヨ シ II ヨ シーーヒメミズゴケ ” 
657～676 ヨ シ ，， ヨ シーーヒメミズゴケ ，， オオ アゼスゲ多し

676～694 ヨ 、ン ’F 
ヨ シ ヒメミズゴケ ，， オオアゼスゲ多し

694～700 ヨ ・ン II ヨ シ一一ヒメミズゴケ ，， 

700～735 （シラカ ン パ林） 林床ヨ ツ多し

735～747 オオアゼスゲ 若干集 オ オ ア セー ス ザ ’F 
ヨシ多し

747～755 ホザキシモツケ ” ホザキシモツケ ” オオ アゼスゲ多し

755～760 ホザキシモツケ ，， ホサr キシモツケ ，， 

760～ ズ ナ フ 林） 丘陵の側面

大観すると， この線状区は糠塚北側のホザキシモツケ群集から始まって，オオアゼスゲ群

集ー→ヨシ群集 ・オオアゼスゲ群集ー→ヌマガヤ群集・ シラカンパ林ー→ヨ シ群集 ・オオアゼ

スゲ群集一→シラカ γパ林ー→ヨ シ群集 ・オオアゼスゲ群集一→シラカンパ林ー→オオアゼス

ゲ群集と，シラカンパ林を聞に挟んだ同様の配列のくり返しを示し，最後に湿原北端部のホザ、

キシモツケ群集に終っている。この中で， 3個所にみられるシラカンバ林と，これに付・随する

ヌマガヤ群集は，いずれも逆JII旧河道の自然堤防状の地に生じているものである。

このように，糠塚以北 の湿原においては，ホロムイスゲ群集を欠き， ワタスゲ群集も極め

て少なく，オオアゼスゲ群集もその南部 ・東部を除けば勢力弱く，湿原の過半にわたってヨシ
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群集の占めるところとなっている点が，糠塚以南と基本的に異なる点である。

3. 帯状区による群落解析

Analysis of the Plant Communities 

by the Belt Transect Method 

各線状区を中心として，その左右に代表的かつ特色ある群落があった場合には，帯状区を

設定して， その群落を解析した。従って，線状区の左右なるが故に，帯状区の群落名とその位

置にある線状区の群落名とは必ずしも同一でないことがある。これは複雑な分布を示す湿原群

落の中ではしばしば見られることである。

各帯状区の面積と群集・基群集名を次に一括して記す。

1. [A-B. a]. (1×1) m2×7 

2. [A-B. b]. (1×1) m2 

.3. [A-B. c]. (10×1) m2 

4. [A B. d]. (10×1) m2 

5. [A B. e]. (10×1) m2 

6. [A-B. f]. (5×1) m2 

7. [AB. g]. (5×1) m2 

8. [A-B. h]. (10×1) m2 

9. [A B. i]. (5×1) m2 

10. [A B. j]. (5×1) m2 

11. [A B. k]. (5×1) m2×2 

12. [B F. a]. (10×1) m2 

13. [BF. b] (5xl) m2 

14. [B F. c]. (10×1) m2 

15. [B F. d]. (5×0.5) m2×2 

16. [B-F. e]. (5×1) m2 

17. [B F. f]. (5×1) m2 

ホザキシモツケ群集，ホザキシモツケ基群集（第6表）

ヌマガヤ基群集よりトタシバ基群集への移行型，表省略

ヌ..，， 1iヤ群集，ヌマガヤ基群集（第7表，第 5図ー1)

ワタスゲ群集，ワタス ゲ基群集（第8表，第 5図 2)

オオアゼスゲ群集，主主三主三主基群集（第 9表，第5図－3)

ヤチスゲ群集，ヤチスゲーツノレコケモモ基群集（第 10表）

ホロムイスゲ群集，ホロムイスゲ基群集（谷地坊主なし，第 11表）

オオアゼスゲ群集，オオアゼスゲ基群集（谷地坊主なし，第 12表）

ホロムイスゲ群集，ホロ ムイスゲーヒ メγ ャタナゲ基群集（谷地坊主なし．

第 13表）

ヤチスゲ群集，ヤチスゲーツノレコケモモ基群集（第 14表）

ヤチスゲ群集，サギスゲ基群集（第 15表）

ヨシ群集，ヨシーヤチスゲ ・サギスゲ基群集（第 16表）

ワタスゲ群集，ワタス ゲ ・ヒメ γャタナゲーヨシ基群集（第 17表）

ヨシ群集， ヨシーツノレコ ケモモーヒメミズコケ基群集（第 18表）

ヨシ群集， ヨシーヤ チスゲーツノレコ ケモモ基群集， ヨシーツノレコケモモ

ヒメミスコケ基群集（第 19表，第5図 4)

オオアゼスゲ群集，オオアゼスゲ基群集（第 20表，第 5図 5)

ホザキシモツケ群集とオオアゼスゲ群集の移行型（表省略，第 5図－6)

18. [B-C. a]. (10×1) m2 オオアゼスゲ群集，オオアセスゲ基群集中のクロマメノキ集落（第 21表）

19. [B C. b I]. (ca. l×1) m2×6 ホロム イスゲ群集，ホロムイスゲ ヒメシャクナゲ基群集のワラミ

20. [B-C. b-II]. (1×1) m2×6 

21. [D E. a]. (10×1) m2 

22. [D-E. b]. (10×1) m2 

23. [D E. c]. (10×1) m2 

ズゴケ集落（第 22表左半）

同上のヒメツャタナゲ，ツノレコケモそが多く，オオアゼスゲを伴う

凹地集落（第 22表右半）

クロマメノキーミスゴケ群集， クロマメ ノキー ヒメミズゴケ基群集

（第 23表）

ヌマ力ヤ群集，ヌ マガヤーミカヅキグサ基群集， （第 24表、第6図 7)

ワタスゲ群集， ワタスゲーミカツFキグサ基群集（第 25表，第 6図－8)

＊ ここに用いた斑群集（fragmentalsociation）とは面積の比較的小さいもので，植物分類学に用いる変種

に相当する と考えてもよい。集落（society）は一小部分の純群落に用いた。これは舘脇が長い間，用い

て来た基群集 （sociation）を群落分類基準とした例を引用していただきたし、。
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24. [D-E. d]. (10×1) m2 ホロムイスゲ群集，ホロムイスゲー ヒメシャクナゲ基群集（第 26表，

第6図－9)

25. [D-E. e）目（3×3)m2 ホロムイスゲ群集，ホロムイスゲ ホシクサ類斑群集（第 27表，

第6図 10)

26. [D-E. £]. (5×1) m2 ヌマガヤ群集，ヌマガヤーイボミズゴケ斑群集（第 28表，第 6図 11)

27. [D-E. g). (10×1) m2 ホロムイスゲ群集，ホロムイスゲ ヒメシャクナゲ基群集（第 29表，

第6図 12)

28. [x). (10×1) m2 

29. (y）目（5×1)m2 

オオアゼスゲ群集，オオアゼスゲ ヤチスゲ基群集（第 30表，第7図）

ヤチスゲ群集，ヤチスゲ基苦手集（第 31表）

30. (z]. (10 X 1) m2 ヌマカヤ群集， ヌマヵーャ基群集（第 32表）

A-B線

第 6表 [A-B. a] (1×1) m2×7 (1～30m) 帯状連鎖方形区ホザキシモツケ基群集

Table 6. [A-B. a] belt-quadrats. Spimea salicifolia sociation. 

A: number and height of stems in vascular plants, 

and percent cover in Bryophytes; B: cover degre巴

of plants. (1 m)2×7 (1～30 m) on A～B line目

A B A点からの距離（m)
Distance from the starting point A 12 15 1 5 10 15 25 30 

Spira印刷lic,folia ホザキシモツケ 5 5 5 5 5 5 

Number 茎

Height 茎

数（本）

高（cm)

Calamagrostis langsdorffii イワガリヤス

Polygonatum odoratum 
var. maximowiczii オオ アマドコロ

Lastrea theら少！eris ヒメシダ

Deschamρsia caespitosa ヒロハコメススキ

140 

130 

2本

155 

130 

3本

3本

106 

130 

1本

5本

2本

l 十十

十 ・ ＋ ・

1 

B口1chytheci11111flagella, ノ、ネヒツ ジゴケ I 10ヲも 10ヲら . I 1 ＋＋＋＋  

Br，αclり1theci川 treflex 

もBryum sp. ノ、リカネゴケの一種 I • • 1宇 ＋・

第 7表 [A-B. c）帯状区（10×1)m2 ヌマガヤ基群集 A点より 72-73m 

Table 7. [A-B. c] belt (10×1) m2 Jvlolinio戸isJゆonica

sociation with tussocks 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Area of hollow (%) 凹地の面積 20 15 15 30 20 20 40 30 20 15 

Cirsium ja.ρonicum ノアザミ 2 1 1 2 1 十 3 ＋ 1 1 

1'1oli11i。ρsisjapan ica ヌマ力ヤ 4 3 2 3 3 2 2 3 3 4 

Carex thunbergii 
1 1 2 ＋ 

var. appendiculata. オオアゼスゲ
1 2 1 2 2 ＋ 

Ca1・exomiana ヤチカワズスゲ 2 1 1 1 1 1 3 1 1 1 
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10 

15 

9 8 

30 

7 6 

20 

5 4 3 

15 

2 1 Quadrat number 方形区番号

Area of hollow (%) 凶地の面積 20 40 20 30 15 20 

十

2 

＋ 

1 

十

1 

十

Sanguisorba offici11alis 

Lysimachia vulgm is 
var. davurica Pサレダマ

Lycopus coreanus コシロネ

Sρiraea salicifolia ホザキシモツケ

Astilbe川 icrophylla チダケサシ

Rhododend1・・onjaponicum レソゲツツジ

Swertia bimarnlata アケボノソウ

Lastrea thelypteris ヒメシ ダ

Viola patri11i シロバナ スミレ

Pamassia palustris ウメノミチ、ソウ

ScirJりuswichw百i アイノ〈ソウ

Carex川 aximowiczii ゴウソ

Achillea sibirica ノコ ギ リソ ウ

Larix leρtolepis 

Arundinella hirta 

Erioρhorum vaginat1111ι 

1 

＋ 

十

2 

＋ 

1 

＋ 

＋ 

＋ 

1 

＋ 

＋ 

2 

＋ 

2 

＋ 

十

＋ 

1 

＋ 

＋ 

2 

十

1 

＋ 

＋ 

＋ 

1 

1 

＋ 

2 

＋ 

1 

＋ 

＋ 

1 

1 

1 

＋ 

＋ 

2 

十

＋ 

＋

＋

3

 

2 

1 

＋ 

＋ 

1 

＋ 

1 

＋ 

＋ 

2 

1 ＋ 

3 

＋ 

＋

＋

l
 

＋

1

1

 ＋ 

1 

＋

＋

1
 

＋ 

＋

＋

＋

＋

＋

2
 

＋ 

十

＋ 

ワレモコウ

カラマッ

トダシノ〈 ＋ 1 十

1 ワタスゲ

1 l 2 3 1 1 l 2 2 2 カナ タソリハ ゴケCa川.pyliumstellatum 

l オオヒモゴケAulacomnium palustre 

On tussocks 

第8表 [A-B. d］帯状区 （10×1)m2 ワタスゲ基群集 A点より 100-101m 

Table 8. [A B. d] belt (10×1) m2 Eriophorum vaginatum 

sociation with tussocks 

In hollows, 谷地坊主上一一一一｛小凹j也生

10 9 8 

15 

7 6 5 4 3 

15 

2 1 Quadrat number 方形区番号

Area of hollows (%) 凹地の面積 20 

レγゲツツジ

＋ 

＋ 

3 

1 

＋ 

十

十

＋ 

2 

4 

l 

50 

十

＋ 

＋ 

十

＋ 

十

2 

3 

1 

1 

3 

＋ 

3

3

1
 ＋ 

十

＋ 

＋ 

1 

1 

4 

40 

十

十

＋

＋

1
 

2 

3 

＋ 

3 

10 

十

十

3 

1 

＋ 

2 

2 

4 

1 

40 

＋

＋

＋
 

2 

3 

＋ 

十

＋ 

4 

20 

3 

＋ 

1 

＋ 

十

2 

1 

4 

＋

＋

＋

＋

2
 3 

1 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

1 

40 

＋ 

1 

1 

＋ 

十

＋ 

1 

十

1 

3 

1 

3 

30 

＋

＋

2
 3 

1 

2 

十

5 

1 

1 

1 

Erioρhorum vagi11atum ワタスゲ

Carex tlw11be1gii 
var. apρ•endiculata オオアゼスゲ

Nfoliniopsis japonica ヌマカ「ヤ

Carex omiana ヤチカワズスゲ

C‘互rexpseudo-loliacea ヒロハイツポ ンスゲ

Ca，官zlimosa ヤチスゲ

Lastrea thelyρteris ヒメ シダ

Andromeda pol1folia ヒメシャク ナゲ

Spiraea salici拘lia ホザキシモツ ケ

Ox;coccus quadrψetalus ツノレコケモモ

Par11assia Jりalustris ウメパチソウ

Astilbe川 icrophylla チダケサシ

Rhododendron japo11irn11ι 
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Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Area of hollow (%) 凹地の面積 30 40 15 20 40 10 40 15 50 20 

Geranium yesoe11se 
＋ var. 11ippo11icum アカヌマフウロ

Larix leρtolepis カラマツ 1 

Carex caρillacea ハ リガネスゲ 1 1 ＋ ＋ 

Lo11icera caerulea var. emρhyllocalyx 
十

タロミノウグイスカクーラ

Drosera rotundグolia モウセンゴケ ＋ ＋ ＋ 

Calliergo11ella wゆidata ヤリノホコケ 1 ＋ 

Fissidens os11w11dioides ゼンマイゴケ ＋ 寸ー ＋ ＋ 1 ＋ 

A11laco11mi11m palustre オオヒモゴケ 1 1 十 ＋ 

Bryum sp. ハリカネコケの一種 ＋ 十 ＋ 

Calypogeia tosα11a トサホラゴケモドキ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 

Pellia《bbro11ia11a ホソ λ ミズゼニゴケ ＋ 

λ111ium. hor11um オウヤマチョウチンゴケ ＋ 

Camρ，yliu11ιstellatum カナダソリハコケ 1 ＋ ＋ ＋ 

Cladonia floerkea11a コアカミゴケ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 

第9表 [AB.巴］ 帯状区（10×1)m2 オオアぜ九ゲ基苦手集 A点から 161-162m 

Table 9. [A B. e] belt (10×1) m2 Carex th1111bergii var. appe11diculata 

sociation with tussocks 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Area of hollows (%) 凹地の面積 20 10 5 10 15 15 10 10 10 10 

Carex thunbergii 
3 3 3 3 2 3 3 3 3 4 

var. aρ，pe11dic11lata オオアゼスゲ

Lastrea theかρteris ヒメシ タ 1 ＋ 1 2 2 2 2 1 ＋ ＋ 

ivlolρ1iopsis jaρ011ica ヌマカヤ ＋ ＋ 1 1 1 1 1 十 ＋ 1 

Erioρhorum vaginatwn ワタスゲ 1 十 1 2 3 2 1 1 十

Care.r川 idde11dor1芦i ホロムイスゲ 1 1 

Spirαea sαlicifolia ネザキツコtツケ 1 1 十 2 ＋ 1 2 1 2 2・ 

Salix i11tegra イヌコリヤナギ 1 

Andromedaρolゲolia ヒメシャクナゲ 3 2 1 ＋ 十

Oxicoccus quadripetalus ツノレコケモモ 2 2 3 2 3 2 2 1 2 3 

Geranium yesoe11se 
1 1 1 var. 111ρρOJIIC/l//1. アカヌマフウロ 十 ＋ ＋ ＋ 1 1 

Equisetum palustre イヌスギナ ＋ ＋ 1 

Lo11icera caerulea var. e川ρ／り•!local）力·；
F ロミノウグイスカ ラ

1 1 3 1 2 1 十 3 2 $ 

Lysi削 αchiav:Ji~~ι γis 
var. rica Fそすレタマ

＋ 十 十 十 ＋ 十

Rhodode11dro11 jaρ01/lClll/l. レンゲツツジ 1 1 1 2 2 1 3 1 1 
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10 

10 

9 8 7 6 5 4 3 2 1 Quadrat number 方形区番号

Area of hollow (%) 凹地の面積 10 

Carex pseudo-loliacea ヒロハイツポンスゲ

l¥1isca:nthus chinensis ス スキ

A円tdinellaλ口ta トダシパ

Astilbe microρhylla チダケサシ

＋ ＋ 

10 10 

＋ 

15 

＋ 

15 

＋ 

1 

10 5 10 

1 

20 

＋ 十

＋ 

Sρhag11w1ιimbricatum Fシノハミズゴケ

Aulacomnium palustre オオヒモゴケ

Calliergonella cuspidata ヤリノホゴケ

J1111germa11nia lanceolata 
ssp. stephanii ナカパウロココF ケ

2 

＋ 

1 1 

＋ 

＋ 1 十

＋ 

1 

1 

＋ 

＋ ＋ 

[A-B. f］帯状区（5×1)m2 ヤチスゲー ツノレコケモモ基群集 A点から 245-246m 

Table 10. [A-B. f] b巴It(5×1) m2. Carex limosa-0：り coccus

quadripetalus sociation 

第 10表

5 

3 3 

4 3 2 1 方形区番号Quadrat number 

1 

1 

＋ 

4 

十

＋ 

十

＋

＋

3 

＋ 

＋ 

＋ 

2 

4 

3 

2 

＋ 

1 

＋ 

2 

4 

4 

3 

1 

＋ 

1 

2 

qo
守

i

’i

1 

4 

3 

1 

3 

＋

＋

＋

十

＋

1 

1 

1 

4 

Carex limosα ヤチスゲ

Phragmz加 CO/II.I/I.川 1is

Carex thunbergii 
var. aρρendiculata オオアゼスゲ

Eq川 ・setumpalustre イヌスギナ

Lastrea thelyρteris ヒメシダ

・Oxycoccus quadripetalus ツノレコケモモ

Andromeda poliヅ'olia ヒメシャクナゲ

Spi，百m salicifolia ホザキシモツケ

Lycoρus coreanus コシロネ

Drosera rotundゲ'oliα モウセンゴケ

Erioρlwrllm vaginatllm ワタ九ゲ

Parnassia palustris ウメバチソウ

、ンヨ

1 1 

＋ 

Sρhagn1tm subjうtlvu11ι ワラミズゴケ

・Aulacomnill/11. palustre オオヒモゴケ

l¥lln illm horn um オウヤマチョウチ γ ゴケ

Calliergon straminellm イトササバゴケ

Pellia fabbroniana ホソパミズゼニゴケ

Camρ•yli1t11ι stellatum カナダソリ ハゴケ

1 1 

十

1 

＋ 1 

2 

1 

＋ 

＋ 

十

＋ ＋ ＋ ヒメレンゲコ’ケCladonia pityγea 
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第 11表 [A-B. g］帯状区（5×1)m2 ホロム イスゲ基群集 A点より 266-267m 

Table 11. [A-B. g] belt (5×1) m2. Care:i：川iddendorffii

sociation without tussocks 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 

Care:i；川 idde11dorjfii ホロムイスゲ 5 5 4 4 4 

Equ.isetum palustre イ ヌズギナ 1 1 ＋ ＋ 1 

Auどiro111edapol柿Zia ヒメシ ャクナゲ 1 2 2 1 1 

Lycopus co，官a1111s コシロネ 十 ＋ ＋ 

Spiraea salicifolia ホザキシモ ツケ 1 ＋ 1 1 

Cαrex tlumbergii 
1 ＋ 1 1 var. aρρe11dic11lata オオアゼスゲ

Oxycoccus quadripetalus ツノレ コケモモ 2 3 3 3 3 

Phragmites co11111umis ョ さノ ＋ 1 

Lastrea theら少teris ヒメシダ 十

Drosera rot1川 dグolia モウセンゴケ ＋ 

A11lacom11iu.m palustre オオヒモ ゴケ 1 

Ca111pyliu11ι ＋ 1 ＋ 

Calliergonella ＋ 

Calypogeia ＋ 

Clado11ia ＋ 

第 12表 [A-B. h］帯状区（10×1)m2 オオアゼスゲ基群集 A点より 327m，東4m

Table 12. [A-B. h] belt (10×1) m2. Carex tlumbe,gii・var.aρ•pe11dic11lata 

sociation without tussocks 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Careヱtlwnb目：gii
4 4 4 5 4 3 3 3 3 3 var. aρ，pendiculata オオ アゼスゲ

Equisetum palustre イ ヌスギナ 1 2 1 1 ＋ 2 2 1 2 1 

Lastrea theかρteris ヒメツダ 2 2 2 3 2 3 3 2 3 3 

Spiraea saliciゾal，・0 ホザキシモツケ ＋ ＋ ＋ 1 1 1 十 ＋ 

A11dromeda polifolia ヒメシ ャクナゲ 2 1 1 2 2 4 3 3 2 3 

Oxycoccus quad:ηpetalns ツノレコ ケモモ 3 2 2 3 2 3 3 4 4 4 

Lycoρus corea1111s コシロネ 十 1 ＋ 1 ＋ 1 ＋ ＋ 十

Nfoliniojうsisjaρ011ica ヌマガヤ 1 1 十 1 ＋ ＋ 1 ＋ 1 

Phi・・agmitescomm1111is ヨ シ ＋ ＋ 

Geranium yesoe11se 
＋ ＋ var. ,uρρ011icwn アカ ヌマフウロ

A1iscantlws chi11e11sis ；人；，..キ 1 1 

Carex midde11dorjfii ホロム イスゲ 1 

Ar1111di11ella hirta トダシバ 1 十

Pαrnαssia pαlustris ウメバ手ソウ 十
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Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Astilbe microplψlla チダケサシ 十

Aulacomnium palust何オオヒモゴケ 1 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Fissidens osmundioides ゼンマイゴケ 十 十 ＋ ＋ 

Calyρogeia tosana トサホラゴケモドキ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Pellia fabbro11ia11α ホソハミズゼエゴケ ＋ ＋ ＋ 

Calliergonella Cl/Sρidata ヤリノホコケ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 1 

Callie1go11 stramineum イトササバゴケ ＋ ＋ 

Riccardia pellioides ミズゼニゴケモドキ ＋ ＋ 十

Cli111acium dendroides 7 ロウソウ ＋ 

Campylium stellatum カナダソリノ、ゴケ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ 

Cladonia pityrea ヒメレ γゲゴケ 十 ＋ 

第 13表 [A-B. i］帯状区（5×1)m2 ホロムイスゲーヒメシャクナゲ基群集

A点から 338m，西 28m

Table 13, [A B. i] belt (5×1) m2 Carex middendorffii-Andromeda 

Iうolifoliasociation without tussocks 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 

Carex川 iddendorffii ホロムイスゲ 3 3 2 3 3 

Equisetum palustre イヌスギナ ＋ 

Andromeda polifolia ヒメ γ ャクナゲ 3 3 4 4 4 

Sρiraea salic柿lia ホザキツモツケ ＋ 1 ＋ 1 1 

Carex thunb四：gii
＋ var. ap＿ρe11dic11lata オオアゼスゲ

Oxycoccus quadr砂etalus ツノレコケモモ 4 4 4 4 4 

Lastrea theら，pteris ヒメ ツダ 2 2 2 2 1 

Lonicera caerulea var. e川ρ1り•llocalyx 2 ＋ ＋ 
クロミノウグイスカグラ

!i1alus sieboldii ス ＋ 十

!i1olinioρsis jaρonica ヌマカヤ 十

A11laco11111ium palust，官 オオヒモゴケ 十 ＋ 1 

Camρ，ylium stellatu m カナダソリノ、ゴケ 十 ＋ ＋ ＋ 

Caら’•pogeia tosana トサホ ラゴケモドキ ＋ 十 ＋ 

fかが11/.11ι plicatulum ミヤマハイゴケ 1 

Rhytidiade争hussquarrosus コフサゴケ ＋ 

Brachythecium flagellare ハネヒツジゴケ ＋ 

Camρ，ylium cluysoρhyllu.11ι コカJ ネハイゴケ ＋ 

Cephalozia otaruensis ヤマトヤバネゴケ ＋ 

Cladonia pityrea ヒメレソゲゴケ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
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ヤチスゲーツノレコケモモ基群集[A-B.j］帯状区（5×1)m2 

A点から 410m，東 29m

Table 14. [A-B. j] belt (5×1) m2 

qadripetalus sociation 

第 14表

Carex limosα－Oxycoccu.s 

5 

Ca, ex limosa ヤチスゲ

Care:i： 川iddendor1芦t ホロムイスゲ

Equisetunιpa lustre イヌスギナ

Andromeda polifolia ヒメシャクナゲ

Oxycoccus quadripetalu.s ツノレコケモモ

Lycopus corea1111s コシロネ

Drosera rot1111difolia モウセンゴケ

Lastrea theか•pte，・is ヒメシダ

Spiraea salicifolia ホザキツモツケ

Par11assia palustris ウメパチソウ

5 

1

1

3

＋

＋

＋

＋

＋

 

4 

4 

－
つ
ρ

1
ム

q
d
1
A

5 

3 

－

nru

’i
q

O

唱ム

2 

5 

1

1

3

＋

＋

 

1 

4

1

＋

2

3

＋
 

方形区番号Quadrat number 

＋ 

Callie1go11ella cuspidata ヤリノホゴケ

Riccardia pellioides ミズゼニゴケモドキ

Ca川Jりylium stellatum カナタソリハゴケ

Calyρogeia tosana トサホラゴケモドキ

Pellia fabbroniana ホソパミズゼニゴケ

A11laco11mium palustre オオヒモコケ

Hyρ，wm plicatulum ミヤマハイゴケ

＋ 

1 

＋ 

＋ 

1

＋

1
 

1 

十

ー

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

 
＋ 

十

＋ 

第 15表

ヒメレンゲfゴケ

[A-B. k］帯状区（5×1)m2×2 主主三：！＿基群集 A: A点より 452m,

東 c12m B: A点より 500m，東 5m それぞれ（5×1)m2 

Table 15. [A-B. k] belt (5×1) m2x2. Eバψho川 ngra~~ sociation 

Cladonia pityrea (?) 

10 

Eriophoru.m g，百cile サギスゲ 4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 

Carex limosa ヤチスゲ 1 1 十 ＋ 十 1 1 ＋ 1 1 

Equisetu.m palustre イヌスギナ ＋ ＋ 

Eleocharis pellucida ハ リ イ ＋ ＋ 1 ＋ 1 2 ＋ 十 ＋ 

Oxycoccus quadripetalus ツノレコケモモ 十 ＋ 2 1 ＋ 1 2 

Utricularia川 u.ltispi11osa ヒメタヌキモ ＋ 1 ＋ ＋ ＋ 1 ＋ ＋ 2 

Drosera rotundぴolia モウセンコケ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

A11dromeda polグolia ヒメシャクナゲ 十 1 1 1 

Lycopus coreanus コシロネ ＋ ＋ ＋ 1 1 ＋ 1 ＋ 

Carex 0111ia11a ヤチカワズスゲ ＋ ＋ 1 

Eriocaulon spp目 ホックサ類＊ 2 ＋ 十

Parnassia palustris ウメパチソウ ＋ 

Nlolinioρsis japonica ヌマガヤ ＋ ＋ 十 1 十

9 

B 

8 7 6 5 4 

A 

3 2 1 
方形区番号Quadrat number 

十

イトイヌノヒゲE. decemfloru.m 

ホソパミズゼニコケ

クロイヌノヒゲ，Erioca11lo11 atrum 

Pellia fiα・bbroniana 

対ド
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第 16表 [B-F. a］帯状区 （10×1)mZ ヨシーヤチスゲ ・サギスゲ

基群集 B点から 36m，東北 21m 

Table 16. [B-F. a] b巴It(10×1) mZ. Phr，σg川 itesconwu口llトCarexli川 osa・

Eriophorunιgracile sociation 

Quadrat number 方形区番号

1 1 

4 5 6 7 8 9 10 

3 2 2 2 3 3 2 

2 1 3 ＋ ＋ 1 1 

2 2 1 3 3 4 4 

＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ 十

＋ 1 1 1 ＋ 

＋ 

1 2 3 

Phragmites communis ヨツ

Care.-c limosa ヤチスゲ

Erioρlwrum gracile サギスゲ

Carex omiana ヤチカワズスゲ

ntu

唱

i

n
L

q
f
u
q
a
tム

η
L
n
O

唱よ

Lycopus coreanus コシロネ 2 2 1 

Lycoρus u111jlor11s エゾシロネ ＋ 

Pa.rna.ssia. pa lust, is ウメパチソウ ＋ ＋ 

Oxycoccus quadripetalus ツノレコケモモ 2 1 十

Drose，・・arotundifoli日 モウセ γ コケ

Utricularia川 ulti.ゆinosa ヒメタヌサモ

Scirpus juncoides ホタノレイ

Eleocha.ris川山nillata
var. cyclocarj’a ヌマノ、リイ

Eρilobiu m pa.lustre 
var. la叩 ndulaefolilllll ヤナギアカバナ

Eriocaulon spp. ホシグサ類＊

＋ 

＋
ー

＋

＋

 

＋
・

＋

十
＋

1
 

＋
 

ーム

＋ + 1 ＋ 

＋ 十 ＋ 

＋ 

Canψ，yl£u11ιstellat/1.11ι カナダソリハゴケ 十 ＋＋＋  

* Eriocaulon atrllll/. F ロイヌノヒゲ， E.decenポ0/"1111ι イトイヌノヒゲ

ヤチスゲの多いところには サギスゲ少なく，サギスゲの多いところにはヤチスゲが少ない。

第 17表 [B-F. b］帯状区（5×1)m2 ワタスゲ ・ヒメシャクナゲー

ヨシ基群集＊ B点から 186m，南西

Table 17. [B F. b] belt (5×1) mZ. Erioρlwr n vaginαt1tm•Aηιlromeda 

polifolia-1守口・ag川 itescommunis* sociation 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 

Eriophor1tm vaginat1t11ι ワタスゲ 3 3 2 2 2 

Andromeda polifoli・G ヒメシャクナゲ 3 3 3 3 2 

Phragmites communis ョ 三ノ 2 2 2 2 1 

Carex omiana ヤチカワズスゲ 十 十 1 1 1 

Carex caρillacea ハリガネスゲ 1 ＋ ＋ 十 ＋ 

Carex limosa ヤチスゲ 1 

!vloliniopsis japonica ヌマガヤ 2 1 2 1 1 

Cirsium japonicum ノアザミ 1 ＋ 1 

Hosta albo－川 arginatα コノミキボウシ 2 ＋ 2 1 ＋ 
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Euphorbia pekinensis タカトウダイ

Lycopus coreanus コシロネ

Lycopus u11ifio1・'/IS エゾシロネ

Saguisorba officinalis ワレモコウ

よτerisdentata ニカナ

Viola patrini シロパナスミレ

Sρiraea salic柿lia ホザキシモツケ

Drosera rotundifolia モウセンゴケ

Parnassia palustris ウメバチソウ

Solidago dec1t11官11s forrna paludosa 
キリガミネアキノキリンソウ

Astilbe microρhylla チダケサシ、

Eleocharis wiclwrai 

Lili11111 leichtl£11ii 
var. tigri1111m 

Potentilla freynia.11α 

5 

＋ 

＋ 

十

＋ 

十

＋ 

1 

1 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

4 

＋ 

1 

＋

＋

1
 

十

＋ 

＋ 

＋ 

1 

2 

3 

＋

＋

＋

十

＋

十

＋ 

＋ 

1 

2 

1 

＋

＋

＋

＋

 

＋ 

＋ 

1 

1 方形区番号Quadrat number 

1 

＋ 

＋ 

十

＋ ＋ 

＋ 

ツカタイ

コオニユリ

ミツバッチグリ ＋ 

Ca111pyliu11ιstellat1111ι カナダソリハゴケ

Fissidens osmundioides ゼンマイゴケ

Aulacomnium palustre オオヒモゴケ

十1 1 ＋ 

＋ 

＋ 

[BF. c］帯状区（10×1)rn2 ヨシ材ーツノレコケモモ

ヒメミズゴケ基群集 B 点から 321-331rn 

[B-F. c] belt (10×1) rn2. Plu g川 itescom1111t1山＊〉＋：一O止コlCOCC/1

quad，砂etalus一Sρhαg111111ιJ守111briat1111ιsociation with hum-

rnocl《sof S1うhαgnu.11ι

ヨシは被度は少ないが，相観的に見て顕著な故，上記の群落名を与えた。

第四表

Table 18. 

＊ 

。ニり1coccusquadripetalus 

Ph rag川 itescomm1111is 

Carex tlwnbergii 
var. ap＿ρend，・cula ta オオアゼスゲ

Equisetum palustJ官イ ヌスギナ

Lastrea thelyρteris ヒメシダ

Spiraea salicifolia ホザキシモツケ

Andromeda polifolia ヒメシャクナゲ

Carex ca1りillacea ハリガネスゲ

Lonicera caerulea var. e川•phyllocalyx
クロミノウグPイスカクーラ

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 方形区番号Quadrat number 

5 5 5 5 5 5 

2 

＋ 

1 

1 

1 

5 

＋ 

＋ 

2 

1 

1 

5 

＋ 

＋ 

2 

2 

1 

4 

1 

2 

＋ 

＋ 

1 

5 

2 

＋ 

＋ 

2 

1 

2 

＋ 

3 

1 

1 

1 

1 

2 

＋ 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

2 

＋ 

1 

1 

1 

2 

1 

＋ 

1 

＋ 

1 

1 

2 

＋ 

2 

1 

1 

ツノレコケモモ

シヨ

＋ 

Sρhag1111m fi111briatum ヒメミズゴケ

Poら1trich11mstrict11m タチサヤスギゴケ

Calliergonella cu.spidata ヤリノホゴケ

5 

＋ 

5 5 4 5 

1 

5 5 5 5 

2 

5 

＋ 十

3 

＋ ＋ ＋ 
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Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Camρ，yliu11ιstellatu/11. カナダソリハゴケ 十 ＋ ＋ ＋ 

Aulacomniumρa lustre オオ ヒモゴケ ＋ ＋ 

Calliergon stra.111 ineu/11. イ トササパゴケ ＋ 

Cladonia pi，りrea ヒメ レγゲゴケ ＋ 

料 この組成表で見る と， 群落名にヨシを取り 入れたのが不思議かもしれない。 しかし，群落概観か

ら見ると，ヨツが最高位を占めて， 散生的ではあるが， 連続 して生じているので，これを採用した。

第四表 [B-F. d］帯状区（5×0.5)m2×2 A ヨシーヤ チス ゲーツノレコ

ケモ モ基群集 B；ヨシー ツノレコ ケモモーヒ メミズゴケ基群集

B点より 593-598m，北東 3m

Table 19, [B-F. d] belt (5×0.5) m2×2. A: Pl，口百g川 itescoJ/I.J/l.1111is-Carex 

li/11.osa-Oxycoccus quadripetalus soc旧tion, B : Phragmites 

co川川lllliso占りcoccusquad，ψelalus-Sphagnu/11. fi川 bria印刷 so・

ciation with hummocks of Sphag11u11ι 

Quadrat number 方形区番号
A B 

1 2 3 4 5 6 7 8 

6 8 5 4 4 10 4 2 
Phrα，gmites COJ/I.J/1.UlliS ョ

被 度 1 3 2 1 1 2 1 ＋ 

Carex tlw.11be1gii 
2 2 十 3 3 ＋ 十var. ap，ρendiculata オオアゼスゲ

Equisetum pal11st1官イヌスギナ 1 ＋ 1 1 1 十

Lycopus co1ea1111s コγロネ ＋ ＋ ＋ 1 1 1 ＋ ＋ 

Oxycoccus quadriρetalu.s ツノレコケモモ 4 4 4 3 3 2 4 5 

Parnassiaρalustris ウメパチソウ ＋ ＋ ＋ 十 十

Carex limosa ヤチスゲ ＋ 1 ＋ 3 2 

Lastrea thelyρteris ヒメシダ ＋ ＋ 2 1 ＋ 1 

Erioρhorn/II. gracile サ ギスゲ ＋ 

Caγeエpseudo-Loliαcea
1 2 

ヒロハノ イ ッポ γスゲ

Epilobium palustre 
加山内φLi，川 ヤ ナH…ギ

＋ 

Sρi問 easa｛た柿li，ι ホザキシモツケ

Sphagnum fimbriatu/11. ヒメミズゴケ 4 5 5 

Ca111pyli111n stellatum カナダソリハゴケ ＋ ＋ 十 ＋ ＋ 

Riccardia pellioides ミズゼニゴケモドキ ＋ 1 十 ＋ 

Calliergonella Citsρidata ヤ リノホコケ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Calliergon straJ/l.ineuJ/1. イト ササパゴケ 1 ＋ 

Bryum sp. ハリカ’ネゴケの一種 十 ＋ 

9 10 

3 5 

＋ 1 

＋ ＋ 

＋ 

5 5 

3 1 

1 2 

3 

5 5 

この基群集名には異論もあることと思うが，相観的にはこう 見るのが妥当と思われるし， 特に ［B]

にツノレコモモを入れるかどうかは将来に問題がある。 しかしやはり相観的にはやはり上記の命名を

とらざるを得なかった。



第20表 [B-F.巴］帯状区（5×1)m2 オオアゼスゲ基群集

B点より 718--719m 

Table 20. [B-F目 e]belt (5×1) m2. Carex thunbergii var. a仲間dieゆ ta

sociation with tussocks 

25 

Quadrat number 方形区番号

Area of hollows (%) 凹地の面積

1 

70 

2 

20 

3 

50 

4 

50 

5 

40 

Carex tlumbergi£ 
V乱r.Clo位ρendiculata オオアゼスゲ

Lycopus coreanus コジロ不

lvlolカziopsisjap明 11・ca ヌマガヤ

Spiraea salicifolia ホザキシモツケ

.0:rycoccus quadripetalus ツノレコケモモ

Parnassia palust1官 ウメバチソウ

Cai‘ex omiana ヤチカワズスゲ

Lys口11ad山 vulgaris 
var. davurica Fサレダマ

Drose川 rotund柿lia モウセンゴケ

Equisetum palustre イヌスギナ

Lastrea thelypteris ヒメツダ

Lycoρus lt11~βorus エゾ γ ロネ

Lo11icera caerulea var. emjうhyllocalyx
クロミノウグイスカグーラ

Epilobium palust1官 var.lava11dulaefoli・Ill/ι
ヤナギアカパナ

0Rhodode11dro11 japo11icum レンゲツツジ

oCarex capillacea ハリガネスゲ

·•Eleocharis mamillata 
var. cycloca1pa ヌマハリイ

•J，口／CllS 叩αllichi

eEriojうhorumgracile サギスゲ ＋ 

-•Lobelia sessilifolia サワギキョウ

·•Utricularia 111-ultispinosa. ヒメタヌキモ

eCa.rex limosa ヤチスゲ

eE1 iocaulon sp. ホシクサの一種

3 

＋

1

1

1

＋

1
 
＋ 

＋ 

＋ 

1 

十

＋ 

2 

4 

2

1

1

2

 

1 

＋ 

＋ 

十

＋ 

1 

＋

＋

＋

1
 

3 3 3 

ー

＋

＋

＋

＋

十

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋

＋

＋

 

oFissidens osm1mdioides ゼ γマイゴケ

oPellia fabbroniana ホソバミズニコケ

oRiccardia pellioides ミズセーニゴケモドキ

oBrymn sp. ハリガネコケの一種

＋

＋

＋

 

＋

＋

＋

 

1 

1 

＋

1

十

1

＋

十

十

十

＋ 

＋ 

oPolytrichum strictu.m fl.チサヤスギコケ ・ ・ ・ ・ 1 

十

2 

1 

十

＋

1

＋
 

十

＋ 

1 ＋

＋

＋

＋

＋

 

0 低い谷地坊主上，または谷地坊主の側面1 On low tussocks or side of higher tussocks 

・小凹地内 In hollows 

1 

十 十

＋ 

＋ 

＋ 

十

＋

＋
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第21表 [B-C. a］帯状区（10×1)m2 オオアゼスゲ基群集内の

クロマメノキ集落 B点から 181-182m 

Table 21. [B-C. a] b巴It(10×1) m2. 11 accini川 n11ligi11osu.m society 

in the Carex tlumbergii var. appendiculata sociation 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Carex midde11do1：炉ホロムイスゲ 2 2 3 3 3 3 2 3 

Carex thunbe,gii 
＋ 2 2 3 3 2 十 2 2 十var. appendirnlata オオアゼスゲ

11 accinium 11ligi11osu11ι クロマメノキ 3 3 2 3 2 2 2 2 3 2 

Lastrea thelypteris ヒメシダ 3 2 2 2 1 1 ＋ 3 1 ＋ 

E吐uiset出比 pal札stγe ベ＂示会干す ＋ ＋ 1 ＋ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ 

Oxycoccus quadnρetalus ツノレコケモモ 1 2 2 1 2 2 つ“ 1 3 2 

Larix leptoleρis カラマツ 3 

lvfalus sieboldii ズ 2 1 十

Faccinium官itis-idaea コケコモ 毛 1 

Erioρhorum vaginatum ワタスゲ ＋ ＋ 1 

1Woliniopsis jaJり011ica ヌマカヤ 1 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Andromeda polifolia ヒメシャクナゲ 1 1 2 1 ＋ 1 1 十

Sρiraea salic柿 Lia ホザキシモツケ 1 1 1 十

Lonicera caerulea var. lavandulaeグfoラLiu川
クロミノウ {l＇イスカ

1 ＋ ＋ ＋ l 

Geγα11 ium yesoen se 
＋ var. nip＿ρonicum アカヌマフウロ

Potentilla frey11ia11a ミツバッチグリ ＋ 1 

Carex capillacea ハリガネスゲ ＋ 

Sρhagnum imbricatum Fシノハミズゴケ ＋ 

Calliq1go11ella schreberi タチハイゴケ 2 1 ＋ 十 ＋ 

Cephalozia otarue11sis ヤマトヤノ〈不ゴケ 十

Calliergonella cuゆidata ヤリノホゴケ ＋ 

Campylium stellatum カナタソリハゴケ ＋ ＋ 

Cladonia floerkeana コアカミゴケ ＋ 十 ＋ 十 ＋ ＋ 十 ＋ ＋ 

表から見ると，オオ アゼスゲー クロマメノキ基群集と命名したいところであるが，事実はオオアゼ

スゲ基群集中のクロマメノキの多い部分である。それならオオアゼスゲークロマメノキ斑群集とし

ても惑いことはないけれど，実際的にフィー ノレドで見ると，実にー小部分なのである。そこで集落

名を採用した。



第 22表 [B-C. b］区 B点から 346-361m，ホロムイスゲ基群集内の

2個の円形小凹地の楠生

A 凹地（6.0×6.5m); B凹地（6.5×7.0m) Hummock上の

植生は hummockを単位として記録

Table 22. [B-C. b] quadrats: Vegetation of two small depressions in the 

Carιx middendorffii sociation, in which many hummocks of 

Sphagnum subfulvum are formed 

Vegetation in the 
Veghtation on the 

ummocks 
小 丘上の植生 hollows (1×1植) m2×6 

A B 
凹地の 生

Quadrat number 方形区番号 1 2 5 6 1 2 3 4 5 6 

径 120 85 60 70 100 120 

ミズコケ hummocksの大（きcさ短 径 70 65 40 65 85 70 

m）高
さ 30 25 15 15 25 25 

0：りcoccusquadripetalus ツノレコケモモ 3 3 2 3 1 3 2 3 3 2 1 1 

Andromeda polφlia ヒメシャクナゲ 2 3 2 3 2 2 3 3 3 3 3 2 

Equisetum Iうalustre イヌスギナ 1 ＋ 十 1 2 1 1 1 2 1 2 1 

Carex pseudo・loliacea ヒロノ、イッポン九ゲ 2 1 1 1 ＋＋  1 1 1 1 

Spiraea salicifolia ホザキ Vモツケ ＋＋＋＋＋＋  1 2 ＋ 1 十

Lastrea theら’＇Pteris ヒメシタ 十 2 1 3 十

Carex limosa ヤチスゲ 十十十＋ 1 ＋ ＋ 

Eriophontm gracile サギスゲ ＋＋  ＋＋  1 ＋十 1 ＋ 2 

Lycoρus coreanus コシロネ ＋ 十 ＋ 

Parnassia pσlustris ウメバチソウ ＋＋  ＋ 

l.1oliniopsis japonica ヌマカヤ ＋ 

Geranium yesoense 
＋ 1 1 var. 111ρρonicum アカヌ -er7 ウロ

Carex thllnbergiz 
2 1 2 ＋ 2 var. apρendiculata オオアゼスゲ

Carex capillacea ハリカ’ヰスゲ ＋＋＋  

Carex omiana ヤチカワススゲ ＋ 

Drosera rotund1folia モウセンコケ 十 十

Sphagmmιs11bf11lvw11 ワラミスコケ 5 5 5 5 5 4 1 

Sphagnum Ji川 briatum ヒメミスゴケ 1 

A11laco11111i111n palustre オオヒモゴケ 1 1 1 1 ＋ 3 

Callie1go11ella schreberi Fチハイコケ ＋ 

Callie1go11 st，古川ineum イトササノくコケ ＋ 

Clado11ia j{oerkeana コアカミゴケ ＋ 1 

Cladonia Jうiり•reα ヒメレ ンゲコケ 十 1 

Cladon同問etacorall1fera
十＋＋アカミコ、ケモドキ

Z1 
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D E 線

[DE. a）帯状区（10×1)m2 クロマメノキ ヒメミズゴケ

基群集 D点より 10m，南 27m

Table 23. [D E. a] b巴It(10×1) mZ: Vacciniu川 uliginosum

Sphagnumρ＂mbriatum sociation 

第23表

10 

Vaccinium uliginosum クロマメノキ

1vlalus siebold口ズミ

Carex middendor｝，芦i ホロムイスゲ

Oxycoccus quadripetalus ツノレコケモモ

Lastrea thelypteris ヒメシダ

Vacci11iu11ιvitis-idaeα コケモモ

Eriophonun vagi11atu11ι ワタスゲ

ivlolinioρsis jaρonicaヌマカヤ

Andromeda pol柿Zia ヒメシャクナゲ

4 

1 

2 

十

＋ 

3 

1

＋

1
 

9 

4 

8 

1 

1 

＋ 
1 

5 

7 

4 

2 

＋ 

＋ 

6 

4 

2 

2 

2 

＋ 

5 

1 

1 

5 

3 

2 

3 

2 

4 3 

3

1

2

3

 

＋ 

2 

4

＋

2

2

＋

＋

1

＋
 

1 

5

1

2

4

＋

＋

 

方形区番号Quadrat number 

＋ 

Sphagnum fimbriatum ヒメミズゴケ

Polytrichum co川川une ウマスギゴケ

Callie，玄・onellaschreberi タチハイゴケ

HypnumρLumaφnne ハイゴケ

A-ulaco11mium palustre オオヒモゴケ

Calliergon stramineum イトササパゴケ

Caly，ρogeia ueesiana 
ケマノレハホラゴケモドキ

Tetraphis pellucida ヨツパゴケ

5 

＋ 

4 

＋ 

＋ 

＋ 

3 

＋ 

＋ 

1 

4 4 

1 

＋ 

＋ 

・
1

1

＋

1

十

2 

2 

4 

＋ 

2 

4 

＋ 

3 5 

＋ 

Clαdonia甘同tα：coγαllijeγa
アカミコケモドキ

Cladonia flo回・keana コ77Jミゴケ

＋ ＋ ＋ 

＋ 

第24表

十＋ 

[D-E. b）帯状区 （10×1)m2 

基群集 D点より 68-69m 

[D E. b) belt (10×1) m2. Jvlolinioρsis japonica Rhynchospora 

alba sociation with tussocks of Nloliniopsis 

＋ 

ヌマガヤーーミカツキグサ

＋ ＋ 十

Table 24. 

10 9 8 

10 

7 6 5 

10 

4 3 

10 

2 1 

10 

Quadrat number 方形区番号

Area of hollows (%) 凹地の面積 5 

1'1oliniopsis japonica ヌマガヤ

Betula plaち少hylla ジラカ γノ〈

Carex mi・'ddendorffii ホロムイスゲ

Erioρho1・umvaginatum ワタスゲ

Solidago dernγrens forma paludosa 
キリガミネアキノキリンソウ

Andromeda polグolia ヒメジヤクナケ‘

O」り，coccusquad11.》etalus ツノレコケモモ

ivlalus sieboldii ズ

RI 

1 

1 

1 

2 

＋ 

5 

＋ 

十

1

＋

5 

5 

2 

＋ 

＋ 

1 

＋ 

4 

2 

20 

＋ 

＋ 
1 

＋ 

3 

2 

15 

＋ 

2 

1 

＋ 

2 

4 

＋ 

2

＋

＋

＋

 

4 

2 

30 

＋ 

2 

＋ 

＋ 

3 

1 

2 

4 

1 

2

1

2

十

1 

1 

20 

2 

3 

1 

2 

3 

1 

q

υ

1
ょ
っ
白

t
i

2 

2 

3 

レンゲツツジ
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10 

5 

9 

5 

8 

10 

7 

20 

6 

15 

5 

10 

4 

30 

3 

10 

2 

20 

1 

10 

Quadrat number 方形区番号

Area of hollow (%) 凹地の面積

＋ 

十

十

1 

＋ 

1 1 

＋ 

＋ 

＋ 

1 

十

1 

十向、dリ

ケ

削

サ

ゴ

削

F

ン

川
ウ

キ

セ

叩
ド

ヅ

ツ

ウ

加

ン

カ

マ

モ

＼

リ

ミ

ラ

明

イ

カ

・

師

、
ム

ー沼

（

ぺω♂

γ
川山

一
川

好

一

柿

ホ

川

一
ゆ

仙

一

U

卯
一
一
刷
川

一

官

配

（

q
l（

M
H

《
’’te
訓
“

戸

M

I

M

－－ 

－r
r
～

広

町

一

川

少
一
川

町

一

nι

’h
日

v

q
4

・’v

c

R
～
L

D
～
 

十

＋ 

1 

＋ 十

Gym11ocolea. mo11ta.11a. 
ヤマイチョウウロコゴケ

Cepha.lozia. ota.r11e11sis エゾヤパネゴケ

1 1 2 2 ＋ 

＋ 

2 

＋ 

1 1 1 

＋ 

1 

＋ 

Clado11ia川 etacoralltfera
アカミゴ ケモドキ

Clado11ia fioerkeana コアカミ ゴケ

Cladonia pityrea ヒメ レγゲゴケ

Clado11ia a111a1口百c,aea ホグロハナゴケ

＋ ＋ 

十

＋ 

＋ ＋ 1 1 

十

1 

＋ 

2 

＋ ＋ 

十

本基群集も，単なる群落解析上の分類でなく，複合群落は相観によって命名しなければならない著

者等の意図による。

[D-E. c］帯状区（10×1)m2 ワタス ゲー ミカヅキグサ

基群集 D点より 99-100m 

[D-E目 c]belt (10 X 1) m2. Erioρhor n vagi11at11川 Rhynchoψorη 

αlbαsociation with tussocl王sof E打Oρhor111I l 

第 25表

Table 25. 

10 

20 

9 

70 

8 

30 

7 

40 

6 

30 

5 

50 

4 

15 

3 

60 

2 

20 

1 

20 

Quadrat number 方形区番号

Area of hollows (%) 凹地の面積
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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一
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一
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｝
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d
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刷
一
d
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日

ψ
一
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一
M

M

W
一
’加

山

口

止

一
z
一
川

か

H
う
れ
u

－h

c

’hH
A

I

v

d

川山
一
h
m
v
沼

κ
一
四
一
Z
M

．0一
郎

d
m
d
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ω
一

M

飢

－
－
一
－

2

リ

Z

｝
町
p
u
B

u

b

－
D
叫
ん
ハ
u
h山
一

D
～
c
n山

2 

＋ 

4 3 3 3 3 4 3 3 3 

＋ 

Gymnocolea 111onta11a 

ヤマ イチョ ウウロコゴケ

J1111gen11a1111ia la11ceolata 
ssp. steρha11ii ナガパウロコゴケ

Riccardia pellioides ミズゼニゴケモドキ ＋ 

Clado11ia fioerkea11a コアカ ミゴ ケ

Clado11ia gra.1111.lans form. sorediasce11s 
ツプラッパゴケの品種

Clado11ia criゆala

Clado11ia p1.り1rea ヒメレ ンゲゴ ケ

Cladonia a川 a.111・ocraea ホ グロハナゴケ

Clado11ia 111etacorall仰な アカミゴケモドキ

＋ 

＋ 

1 1 

十

＋ 

＋ 

＋ 

十

＋ 

＋ 

＋ 

十

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

十

＋ 

＋ 

十

＋ 

＋ ＋ 

＋ 

十

十

本群落も相観的に複合苦手落命名の一例である。
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第 26表 [D-E. d］帯状区（10×1)m2 ホロムイスゲー ヒメシャクナゲ

基群集 D点より 199200 m 

Table 26. [D-E. d] belt (10×1) m2. Carex川 iddendorffiiー

Andromeda polifolia sociation 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Area of hollows (%) 凹地の面積 7 10 10 10 15 5 20 5 2 10 

Carex middendorffii ホロムイスゲ 3 4 3 2 3 3 4 2 2 2 

Erioplwrum vagi11at1111ι ワタスゲ 2 ＋ 2 3 2 1 1 2 1 3 

Andromeda polifolia ヒメシャクナゲ 3 4 3 3 4 3 3 4 3 3 

Oxycoccus quadripetalus ツノレコケモモ 2 2 3 3 ＋ 3 1 1 ＋ 十

La, ix leptolepis カラマツ 5 ＋ 十 1 2 2 

Rhododendron jaρonicum レンゲツツジ 1 ＋ 十 ＋ 

Betula plat）少hylla シラカ γバ 1 1 ＋ 1 1 ＋ 2 

Cy川 nocoleamontana 1 ＋ ＋ 
ヤマイチョウウロコゴケ

Junge，・mannialanceolata var. stephanii 
＋ 

ナガパウロコゴケ

Cladonia f{oerkeana コ7j｝ ミゴケ 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Clado11iaρtりリ官。 ヒメレンゲゴケ 1 2 ＋ ＋ ＋ ＋ 

Clado11ia川 etacorallゴ砕ケra 
アカミ モドキ

＋ ＋ 十 ＋ 

第 27表 [D-E. e］方形区（3×3)m2 ホロムイスゲ ホシクサ類

斑群集 D点から 200m，北方 40m

Table 27. [D-E. e] quadrat (3x3) m2. Carex川 iddendor｝，芦i-Eriocaulonspp. 

fragment sociation with tussocks of Carex 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

Carex川 iddendorffii ホロムイスゲ 3 3 1 十 3 2 4 2 l 

E1・ioca11lo11spp. ホシタサ類＊ 1 ＋ 2 2 1 2 ＋ 2 

A11dromeda pol,戸lia ヒメシャクナゲ 3 3 2 2 2 2 3 2 3 

Betula plat）少hylla シラカンパ 2 ＋ 1 1 2 十 2 

Larix fψtoleρis カラマツ 2 ＋ 1 ＋ 1 

!Ylalus sieboldii ス ＋ 

Erioplwnnn vagi11at1111ι ワタ λ ゲ 1 十 1 ＋ 1 1 1 2 2 

Rhodode11dro11 japonicum レγゲツツジ ＋ ＋ 

Rhynchosρora alba ミカヅキグサ 1 2 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Aletris foliata ヰバリノギラン ＋ 1 ＋ ＋ ＋ ＋ 

J1111cus paρillosus 
＋ 十 十 ＋ ＋ ＋ 

ホソパノコウカ。イゼキショウ

Caγex capillacea ハリガネスゲ 十 ＋ 

0X)COCC/lS quad，γ》etalus ツノレコケモモ 1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ l 



Quadrat number 方形区番号
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 

Sphag1111111 a111blyρhyll川 H

アオ モリミ ズゴ ケ

fカ少JIii／／／ ρliactulum ミヤマハイコ’ケ

Riccardia.ρellioides ミズゼニ ゴケモドキ

2 ＋ 

＋ ＋＋  

1 1 1 1 1 + 1 十 1

＋ 

ケ，
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0

～
 

2
】，p

 

t
、
p
，
 

F

、

p

，
 

‘‘d
九

C

一

1 ＋ ＋＋  
Cladonia.川 etacorall,fera

アカミコP ケモドキ

Cladoniaρityrea ヒメレ ンゲコケ

Cladonia. fioerkeana. コアカミゴケ

1 2 1 1 

1 1 1 1 1 1 

Nostoc sp. 

＋ 

1 1 

1 + + 1 + 1 1 2 1 

* Erioca11lo11 atrum クロ イヌノヒゲ， E. dece111fior11J11. イトイヌノヒゲ

本斑群集の命名も群落解析表からは，判断でき ないかも しれないが，これは季節相 も加味して現実の

複合群落に表現した。

第 28表 [D-E. f］帯状区（5×1)m2 ヌマカヤーイボミスゴケ

斑群集 D点から 144m，南 28m

Table 28. [D E. f] belt (5×1) m2. Nloliniopsis jaρonica Spha.g1111J11.ραρillos11J11. 

fragment sociation with tussocks of l'dolinioρsis 

5 Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 

l¥1olinioρsis jaρonica. ヌ...，.t，ヤ 2 2 3 2 

Eri。ρhoruJJl. vagina tum ワタスゲ つ】 2 2 1 

Aletris foliata ネノミリノギラン 十 ＋ ＋ 十

Andro川 町iaρolゲolia ヒメ シャクナゲ 3 2 2 2 

Rhynchoザooraalba ミカヅキグサ 2 2 2 1 

Drosera. rot川 d,folia モウセ ンゴケ ＋ 十 ＋ 十

Parnassiaρalustris ウメパチソウ ＋ 

Ge11tia11a t~·'.1,°;;~ ＋ 十va 111uie11sis ホロムイリ Y ドウ

Ca.rex川 iddendorffii ホロムイス ゲ 1 

Solidα•go decurrens forma paludosa. 
キリガミネアキノキリ γ ソウ

Erioca11lo11 sp. ホシクサの一種 ＋ ＋ 

一
Sρhagnum papillosum イボミズゴケ 4 5 4 3 

Sphag11uJJ1. te11ell11m ワタ ミズゴケ 2 ＋ 1 1 

Gy11111ocolea mo11ta11a ヤマイチョウウロコゴケ 十 1 1 

これも部分的な群落である。

3

2

＋

2

十

＋

1 

十

2 



32 

第29表 [D-E. g］ 帯状区（10×1)m2 ホロムイスゲ ヒメシャクナ ゲ

基群集 D点から 333334 m 

Table 29. [D-E. g] belt (10×1) m2 Carex middendorffiiー

Andromeda poliプoliasociation 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Carex middendor.L芦i ホロムイスゲ 5 3 5 4 4 4 3 4 3 3 

A11dro111eda polifolia ヒメシャクナゲ 3 3 3 3 4 4 3 3 4 2 

Oxycoccus quadripetalus ツノレコケ モモ 2 3 4 3 2 2 2 2 3 3 

Spi，百easalicifolia ホザキシモツ ケ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ 

Larix leρtoleρis カラマツ ＋ ＋ ＋ 1 5 

h’1oliniopsis japonica 1マガマ 1 ＋ 十 ＋ 

1Wisca11thus chinensis ススキ ＋ 

Carex tlumbergii 
＋ ＋ var. ap.ρendiculata オオアゼスゲ

Drosera rotund柿Zia モウセンゴケ ＋ 

Rhododendron jaρonicum レンゲツツジ ＋ ＋ 十 1 ＋ 

Osmunda asiatica ヤマドリゼ γ マイ ＋ ＋ 

Lycopus coreanus コツロネ 十

Carex caρillacea ハリブfネスゲ ＋ 

Eriophorum vaginatum ワタスゲ 1 ＋ ＋ 

Betula platyρlり，!la ジラカ γ バ 2 ＋ ＋ 

1'11alus sieboldii ズ ＋ 

Lastrea 11伊,ponica ニツコウシダ ＋ 

Cephalozia co1111ive11s エゾヤパネゴケ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Pellia fabbroniana ホソパミズゼニゴケ ＋ ＋ 

Ca111pylium stellatunよ カナ〆ソリハゴケ ＋ 

Poら，trichumstrictum タチサヤ λ ギゴケ ＋ ＋ ＋ 

Hyp111t111-plicatulum ミヤマハイゴケ 十

Polytrichwn commune ウマスギゴケ 十

Cladonia floeγ・keana コ7 7lミゴケ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 十 十 ＋ 

Cladonia pityreι ヒメレンゲゴケ ＋ 

線状 区外

第 30表 [x］帯状区 （10×1)m2 オオアゼスゲ ヤチ久ゲ基訴集
… 

Table 30. [x] belt (10×1) m2. Care:i: th1111bergii var. aρ，pendiculata-
Carex li111osa sociation with tussocks of the former 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Carex tlumbergi1. 
4 ＋ 4 3 2 ＋ 3 3 3 1 

var. ap，ρe11dic1tlata オオアゼスゲ

Carex limosa ヤチスゲ 1 4 ＋ 2 3 4 3 4 4 4 
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Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Lycopus coreanus コツロヰ 1 1 1 ＋ ＋ ＋ 

。ニり’coccusquadripetalus ツノレコケ モモ 1 3 1 1 2 3 2 2 3 3 

Phragmites comm1111is ヨシ ＋ 

一Equiset,un pa.lustre イヌスギナ ＋ ＋ 1 1 

Andromedaρob戸lia ヒメ シャク ナゲ 1 2 2 2 2 2 2 2 2 3 

Parnassia palustris ウメバチソウ ＋ 

Spi，百easalicifolia ホザキシモツケ ＋ 1 ＋ ＋ 

Rhododendron japonicum レンゲツツジ ＋ 

Utricularia multi.φ川osa ヒメタヌキモ ＋ 

Lastrea theらpρteris ヒメシ夕、 十

Calliergonella schreberi Fチハイゴケ ＋ 

Canψ•ylium stellatum カナダソ リハゴケ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十

Aulacom11i11m pa.lustre オオヒモゴケ 1 ＋ 

Pellia fabbroniana ホソバミズゼニゴケ 十 ＋ ＋ 

Fisside11s os川 1111dioides ゼンマ イコケ ＋ ＋ ＋ 

Sρhagnum subjワtlvum ワラミズゴケ 十 3 

Sphag11um i111b1・icatum Pシノハミズゴケ 1 

第31表 [y］帯状区 （5×1)m2 ヤチスゲ基群集

Table 31. [y] belt (5×1) m2 Care:r; li111osa sociation 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 

Care:r; lt川osa ヤチスゲ 4 4 4 4 4 

Eriophontm gracile サギスゲ ＋ 1 十 十 ＋ 

Phr，αigmites comm1111is ヨ ‘ン ＋ ＋ 1 ＋ 

Equisetum pa.lustre イヌス ギナ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Drosera叩 tundifoli，ι モウセ γ ゴケ ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 

Rhynchospora alba ミカヅキ グサ ＋ 

0:r::>coccus q11adripetal11s ツノレコケモモモ ＋ 

Andromeda polifolia ヒメ シャ Fナゲ ＋ ＋ 1 ＋ 十

Care:r: omia11α ヤチカワズスゲ ＋ 

第32表 [z］帯状区（10×1)m2 ヌマカヤ基群集

Table 32. [z] belt (10×1) m2 1Wolinioρsis japonica sociation without tussocks 

Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

l¥!Ioli11ioρsis jaρ011ica ヌマガヤ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

Astilbe川 icroρhylla チダケサシ 1 2 ＋ 2 1 1 十 1 

Potentilla freyni即時 ミツ λ ツ手グ司 1 1 
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Quadrat number 方形区番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

Geranwm yesoense 
＋ ＋ ＋ ＋ 1 ＋ var. ni1りρOil/Cl/IIι アカヌマフウロ

Care:c 0111ia11a ヤチカ ワズスゲ ＋ ＋ 1 1 ＋ 

Os1111111da asiatica ヤマドリゼンマイ 1 ＋ ＋ 

Lonicera caerulea var. e111ρhyllocaらx 1 ＋ 1 2 2 2 1 1 2 
クロミノウグイスカグラ

。ヱycoccuslJIIαdripetαlus フルコケ毛毛 1 1 1 1 1 2 2 2 

Solidago decurrens forma ραludosa 
＋ 1 1 1 ＋ 1 ＋ 1 1 

キリガミネアキノキリンソウ

Rhododendron jaρonicum レγゲツツジ 十 ＋ 十 十 1 1 2 1 2 1 

Cirsium jaρonicum ノアザミ ＋ 

Hostααlbo・111arginata コパキボウツ ＋ ＋ 

Carex tlwnbergii 
1 十 1 ＋ var. aρρendiculata オオアゼスゲ

Sang川sorbaofficinalis ワレモコウ 十 十 十 ＋ 十 ＋ 

Lycoρus coreanus コシロネ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

Viola patrini ツロバナスミレ ＋ ＋ 1 ＋ 

Aletris foliataネパリノギラン ＋ ＋ ＋ 

Drosera rot11nd1folia モウセソコケ ＋ 

Swertia bi111ac11lata アケボノソウ ＋ 

1Wiscanth11s s川ensis ス 久キ ＋ ＋ 

fそ111百g111itescoll/.11111nis ヨ シ 1 

La strea thelj，ρteris ヒメ γ ダ ＋ 十 1 

1Wal11s sieboldii ズ 1 ＋ 

Polytriclwm co川川une ウマスギコケ ＋ ＋ 

4. 群落構成の主要素

Essential Component of the Plant Communities 

群落構成の主要素を知るため，調査した帯状区の構成種から，頻度階級 III以上か被度平

均値 1以上を有するものを抽出して，第 33表をつくった。

上表を集約して，各群集で優占種の他に共通的に出現する種類をあげると，次のように

なる。

ホロムイ スゲ群集 ． ヒメ シャクナゲ， ツルコケモモ

ヌマガヤ群集： ワタスゲ

ワタスゲ1洋集： ヒメ シャクナゲ

オオアゼスゲ群集 ・ ツルコケモモ，ヌマガヤ，ヒ メシ夕、、

ヤチスケ1洋集： モウセンゴケ，コシロネ，ツルコケモモ

ヨシ群集は存在環境の変化に富んでいるが，優占種の他に顕著な種類はない。要するに他
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の湿原に比べて，戦場ヵa原湿原で、は ヒメシャクナゲが高位泥炭に多く現われ， ツルコケモモは

高位泥炭にも，中間泥炭にも，低位泥炭の特殊な地点にも広 く見られるのがひとつの特徴で

ある。

なお，全帯状区を総括して基群集を単位とした出現度が 50%以上のものをあげると， ヌ

マガヤ，ホロムイスゲ，オオアゼスゲ，ワタスゲの他に，ツルコケモモ， ヒメシャクナゲ，モ

ウセンゴケ，コシロネ，ウメパチソウなどがある。

5. 湿原の主要群落と湿原周辺の群落

Important Plant Communities of the Moor 

and in Its Margin 

i. 湿原沼野 Moorand Marsh 

a. 主要群落 ImportantCommunities 

以上記述したことから，湿原沼野の主要群落を大観してみよう。

ヨシ群落 ． 湯川のような流畔に典型的な植生があり，また湿原中の流路に沿っても生じ，

戦場ヵー原北部のような氾濫原にも見られるであろう。

オオアゼスゲ群落： 各所に見られるが， その純群落は糠塚を中心とする シラカンバ ・カ

ラマツ疎林帯の南縁と北縁とに発達している。しかも北部区の本群落は押出しゃ氾i慌の影響の

少ないところである。なお，三本松から南の国道沿い東部にも見られ，その他の部分にも介在

する。戦場ヵ原湿原の主要な群落でしばしば谷地坊主を形成する。

ヌマガヤ群落： 湿原の周縁にあらわれることが多いが，南部区の西北 （後述 Sw1区）に

おいては群落のちがったヌマガヤ植生があらわれる。

ワタスゲ群落・ 大きく見ると， 南部区の西部に多く ， その純度の高いものはそのうちの

南に寄って見られる。

ヤチスゲ群落： 三木松の西部に多く，ヨシーヤチスゲ群落は湿原中にあった旧流畔 ・沼地

畔らしいところに多い。 三本松の西部と湯川との聞にはその典型的なものがある。

ホロムイスゲ群落： 南部区によく発達しているが，その西部にかたよって見られる。純群

落は比較的少なく，時にワタスゲ， 時にオオアゼスゲと混生する。

ミカヅキグサ群落 ： ミカヅキグサの単純群落はなかったが，ホロムイスゲ ・ワタスゲ ・

オオアゼスゲ ・ヌマガヤなどと，南部区の北西隅に複合群落を構成していた。

クロマメノキ群落 ： ミズゴケと生ずる非常に興味ある異色を持った群落で， その典型的

なものは南部区の北西端に近く見られる。
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第4図 戦場ガ原湿原植生図 おもな優占種の分布を示す

Fig. 4. Vegetation map of th巴 moorof Senjogahara, 

showing the dominant species 
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b. 群落の分布（第 4図参照）

Distribution of the Communities 

戦場ヵ原湿原全体を主要群落の分布から考察すると，次のように区分することができる。

即ち

(1) N 区： 糠塚の北方。ヨシが主体で，オオアゼスゲがこれに次ぐ。 北東一南西方向に

走る逆川の旧河道が数本あり，逆川の氾濫の影響は明らかに植生に及んでし、る。旧河道の上に

はシラカンパを生じて，遠望すると，ヨ シ原中に列状をなした特異な景観を示す。またこれら

旧河道には屡々ヌマガヤを生じている。

(2) S区・ 糠塚の南方。 ヨシは少なく，主としてこの区の中部北よりを北東一南西に横

切る低地に発達するのみである。 N区と違って逆川の氾濫の影響は少なく， N区には見ない

ホロムイスゲ群落が広く発達する。ホロムイスゲに次いではオオアゼスゲ，あるいはホロムイ

スゲとオオアゼスゲを混じた群落の領域が，ヨシ群落よりも広い。小池沼的水域にはヤチスゲ

の混入が多く，所々に面積は大きくないが，その純群落がある。

S区をみると， この区の中心をほぼ北西 南東方向に走る線を境にして群落的に東部（SE

区）と西部（SW区）に分けることができる。 そのおもなちがし、は， SE区におけるオオアゼス

ゲ群落， Sw区におけるホロムイスゲ群落・ワタスゲ群落の発達である。更に SW区をみると

ほぼ湿原内の湯川に向う小流を境として， その北西部なる S¥'v＼区にはクロマメノキの存在が

群落的にかなり顕著であるのに対して， S-W2区（東南部）にはワタスゲの群落が発達してい

る。 SW1区には湿原の谷地坊主聞の低地にミカヅキグサの群落が現われて， ヌマガヤーミカ

ヅキグサ，ワタスゲ ミカヅキグサ，ホロムイスゲーミカヅキグサの諸群落が出現する。

なお，戦場ヵ原湿原を大観すると，沼野系の丈高くしかも純度の高いヨシ群落は主として

湯川の沿岸に見るのみである。

ヌマガヤの分布をみると， N区ではヨシ群落か， あるいはオオアゼスゲ群落の乾いた所

に出現して くる。 S区においても同様な傾向があるけれども， SW1区ではいわゆる中間泥炭

と見るべきょうな地況の所に出現している。このことは群落要素の解析によっても証明できる

([D-E. £］及び ［D-E.b］両帯状区）。

従来言われてきたところによる高位泥炭・中間泥炭・低位泥炭というカテゴリーからみる

と，クロマメノキ群落とホロムイスゲ群落とは高位泥炭，ヌマガヤ群落とワタスゲ群落とは中

間泥炭，オオアゼスゲ群落と ヨシ群落とは低位泥炭となる。そしてホザキシモツケ群落は低位

活炭およびその周辺の乾いた所に出てくる。大体において停滞水域にミカヅキグサを伴う群落

は，多く高位泥炭から中間泥炭に属する。 同じような地況の下にヤチスケ♂の現われる場合は概

ね中間泥炭に多く，時に高位泥炭または低位泥炭の中の小池沼にもある。サギスゲは低位泥炭

のことが多く，時に中間泥炭の浅水中にもあらわれる。



38 

ii. 湿原周辺の植生

Vegetation of the Margin of the Moor 

戦場ガ原湿原の周縁をめぐって，流畔 ・草原・林地の群落をみよう。

a. 流畔 Riverside

戦場ガ原湿原の流畔植生としては，湯川がもっともよい例である。この植生はヨシ群落が

中心となるもので， ヨシ純群落の場合もあり， ミズドクサ，オオカサスゲ， ドクゼリなどを生

ずることもあり，浅水中にヒノレムシ ロ類や ミク リ類を伴 うこともある。 内陸に向い，湿泥の地

があれば， ヨシと共に次の種類を見るであろう。

コウヤワラビ，ヤナギタデ，ウナギツカミ，ヤマキツネノボタン， トモエソウ，キツリフ

ネ，ツボスミレ， ドクゼ リ，ヤナギ トラノオ，コ シロネ，エゾシ ロネ，ヒメ ナミキ， ミゾ

ホウヅキ，ホソノくノヨツノくムグラ，アイバソウ。

b. 草原 Grassland

湿原群落の周辺にはしばしば草原群落が発達する。湿原との高距差はわずかに 1～2mに

過ぎないが，これらの草原に生ずる主要なものとして， トダシパが多く， 時にヤマアワやスス

キ，またはチュウゼンジスゲがあり，折々イワノガリヤスなどを見る。これらの中に集落を構

成するものとしては，ノハラアザ、ミ，カラマツソウがあり，コウゾリナの多い部分もある。ま

たこれらの草原中に生ずる植物として次の種類がある。

ヒメシダ，イブキトラノオ，オオヤマフスマ，ヤマオ ダマキ， ミツパッチグリ， ミツモト

ソウ， ワレモコ ウ，アカヌマフウ ロ，ナットウ 夕、、イ， オトギ リソウ， サクラスミ レ， ツボ

スミ レ，クサレダ、マ，カワラマ ツバ，ツリガネニンジン，イヌゴマ，ホソパノオ トコヨモ

ギ，エゾヨモギ， ハンゴンソウ，ヤマカモジグサ，クノレマパナ，ノコギ リソ ウ， ニツコウ

サ、サ，オオアマドコロ，アヤメ，ノハナ ショウブなど。

c. 森林 Forestホ

戦場ガ原湿原周辺の森林として，西部が湯川に境され，東部は国道によって切断され， 北

部は逆川の影響を受けているところが多い。従って南部の台地をとるより他，記述はむずかし

い。戦場ガ原東南端に近い地形を見ると，低し、小丘陵（海抜 1390m前後）はゆるい起伏をもつ

が， 上部はしばしば平坦で， ミズナラ林よ り成っている。しかし伐採を受けたため， 現在小径

木または中径木の林分が多く ，またカラマツ林も ある。なおミズナラ ・カラマツ ・シラカン

＊代表的な森林は舘脇操編著： 日本森林植生図譜（X). 奥日光の森林植生 北大演習林研究報告

24 2, 379 480. (1966) 
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下層は一般にニッコウザパ 3種の混交林を見ることもあり ，上記の内 2種の混交林もある。

ニッコウザ、サの表退した後，部分的にニッコウシ夕、の多いこともあり，時にサが優占するが，

その量は少ない。はヤマドリゼンマイが叢生するが，

なお湯川の沿岸，多少の高味をみせる沖積土の上に，帯状をなしてカラマツ老木の散生を

見るし，少し内陸に入り湿原との聞にズミ林がまた帯状をなして展開する。

差企晶

画問植生各II. 

Special Researches on the Vegetation 

操 ・鈴木兵二 ・石塚和維）

Classification of the Plant Communities 

(M. TATEWAKI, H. SUZUKI and K. ISHIZUKA) 

群落分類 （舘脇1. 

戦場ガ原湿原の群落を総括分類してみると前各章における調査から得た資料を基礎とし，

次のよう になる。

Horst od. Bulte), 一一一谷地坊主又はミズコ‘ケ小丘（tussockor hummock; 

］調査区名。Schlenk巴）， ［小凹地 （hollow;

ホロムイスゲ群集I. 

[A-B. g] ホロムイスゲ基群集a. 

[A B. i], [D-E. d], [D-E. g] ホロムイスゲー ヒメシャクナゲ基群集b. 

ホロムイスゲ基群集c. 

[DE. e] 

d. 

d' 

巴

クロマメノキ ミズゴケ群集11. 

[DE. a] クロマメノキ ヒメミズゴケ基群集a. 

クロマメノキ ミズゴケ類ーカラマツ基群集キb. 

ヌマガヤ群集Ill. 

[z] ヌマガヤ基群集a. 

[A-B. c] ヌマガヤ基群集b. 

[DE. b] 

集

集

群
基

ケ

一

C. 

[D-E. f] I 
C 

ワタスゲ群集

＊ 

IV. 

この群落については， 別につぎの論文（pp.144 145）で報告した。

舘脇・伊藤 ・遠山． カラマツ林の群落学的研究． 北大演習林研究報告 24-1,1-176. (1965) 
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a. ワタスゲ基群集 [A-B. d] 

b. ワタスゲーミカヅキグサ基群集 [D-E. c] 

C. ワタスゲ ・ヒメシャクナゲー ヨシ基群集 [B-F. b] 

V. ヤチスゲ群集

a. ヤチスゲ基群集 [y] 

b. ヤチスゲーツルコケモモ基群集 [A-B. fl, [A-B j] 

c. サギスゲ基群集 [A-B. k] 

d. ヤチスゲ ・サギスゲ基群集 [B-F. a] 

vi. オオアゼスゲ群集

a. オオアゼスゲ基群集 [A-B目 h], [B-C. a] 

b. オオアゼスゲ基群集 [A-B. e], [B-F. e] 

C. オオアゼスゲーヤチスゲ基群集 [x] 

vii. ヨシ群集

a. ヨシ基群集

b. ヨシーヤチスゲ基群集

C. ヨシーヤチスゲーツルコケモモ基群集 [B-F. d] 

d. ヨシーサギスゲ基群集 [B-F. a] 

e. ヨシーツル コケモモーヒメミズゴケ基群集 [B-F. c], [B-F. d] 

ぜ ヒメミズゴケ集落

viii. ホザキ、ンモツケ群集

a. ホサPキシモツケ基群集 [A-B. a] 

2. 谷地坊主 （石塚和雄）

Tussock Formation (K. IsHIZUKA) 

i. 谷地坊主とは？ Tussock 

ヤチボウズ（谷地坊主，野地坊主）とは， 株をなして生えるスゲ類 （Carexspp.）やワタス

ゲ類 （Eriophonunspp.），イ類 （Juncusspp.）， ヤマドリゼンマイ類 （Osmundaspp.）などの茎

基や根系が， ときに高さ lmにも達する隆起をなして湿原または沼野中に群立するものであ

って，亜寒帯または冷温帯の主として沼野湿原にその発達がしばしばみとめられる。とくに英

国および中欧においては， Carex e如何および C.pa11iculataの谷地坊主（tussock,Horst）が

富養な湖沼の陸化の一階程をなすという報告が多い1)-6）。 また， ワタスゲ Erioρhorumvagi-

1) TANSLEY, A. G.: The British Islands and their vegetation. Cambridge U.P., Cambridge. (1939) 

2) ELLENBERG H.: Vegetation Mittleuropas mit den Alpen. Einfuhrung in die Phytologie, Bd 

IV, T. 2. Eugen Ulmer, Stuttgart. (1963) 
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11atumの谷地坊主が， 小凹地（hollow）のミズゴケと組み合わさ れて再生複合体を形成する

例7）もみられる。

わが国の植物学者によるものとしては， 舘脇8）の紹介以来， 旧満州北部大興安嶺の永久凍

土地帯9）や北海道北部・東部の湿原IO）～14）などからの報告があり， その構成植物 ・形態 ・成因

などの研究が進められている。また，谷地坊主の存在が放牧地の造成や開墾の上の障害となる

点も注目され，その面からの研究も行なわれて来た。

わが国における谷地坊主は，上記のように従来北海道だけから報告されてきたのであるが

戦場ガ原湿原はその過半の面積にわたり各種の谷地坊主が発達している点で，わが国の湿原と

してもかなり特異な性格を示している。そこで，わずかの期間の観察ではあるが，植生調査の

聞に知りえたことを，次に記しておきたい。

ii. 構 成 植 物 Tussock-formingSpecies 

戦場プf原で‘谷地坊主を構成する 主体と なるのは， オオア ゼスゲ Carexthunbergii var. 

appendiculata，ホロムイスゲ C.・middendorffii，ワ タスゲ Eriophorιtmvagi11atumの3種で

あって，植生図に図示された上記 3種の優占する地域では，高さや密度の差はあるが，ほとん

どの処で大小の谷地坊主とその聞の凹地とからなる景観がみられる。 また，ヌマガヤ Mohni-

o戸isjapo11icaは，他の多くの湿原では株をつくらず，芝生状の生育を示すことが多いのであ

るが，戦場ガ原では一般に株をなしており，しばしば谷地坊主状の低い隆起の上に生じている。

これに関連して， 英国においてヌマガヤに近縁の l'l1oli11iacaeruleaについても， ほぼ同様の

3) PASSARGE, H.. Pflanzengesellschaften des nordostdeutschen Flachlandes I. Pflanzensoziologie, 

Bd. 13. Gustav Fischer, Jena. {1964) 

4) LAMBERT, J. M.: Alluvial stratigraphy and vegetational succession in the region of th巴 Bure

Valley Broads III. Classification, status and distribution of communities. J. Ecol., 39・149-
170. {1951) 

5) HOLDGATE, M. W.: The vegetation of some British upland fens. ]. Ecol., 43・389-403.{1955) 

6) SPENCE, D. H. N. : The macrophytic vegetation of freshwater lochs, swamps and associated 

fens. In : BURNETT, ]. H. ed. : The vegetation of Scotland. Oliver and Boyd, Edinburgh and 

London. {1964) 

7) HARLEY, J. L. and E. vV. Yemm Ecological aspects of peat accumulation I. Thornton Mire, 

Yorkshire. ]. Ecol., 30: 17-56. {1942) 

8）舘脇操．植物誌，北方篤．積善社，大阪｛1945)

9) 今西錦司 （編）． 大興安嶺探検． 毎日新聞社，東京.{1952) 

10）舘脇 操 ・辻井達一：北海道牧野の植物学的研究 北海道総合開発計画調査根釧原野開発計画調査資

料．北海道開発局，札幌.{1956) 

11) 田中瑞穂： 北海道東部湿原の群落学的研究，第3報 ヒラ ギシスゲ群落の池上部構造目北海道学芸大学

紀要第 2部I,9・123134. (1958) 

12) 田中瑞税＼： 北海道東部湿原の群落学的研究，第4報ヒラギシスゲ根系隆起の構造．北海道学芸大学紀

要第2部， 10: 164 165. (1959) 

13) TANAKA, M.: Ecological studies of some fen-tussocks in the Kushiro moor, Hokkaido. J. 

Hokkaido Gakugei Univ. Pt. 2, 13 52-61. (1962) 

14) 辻井達一． 北海道未開発泥炭地調査報告， 北海道開発庁，東京.(1963) 
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2種類の生育形のみられること1),15)-18）は興味をひく点である。

各帯状区の構成表に示してあるように，スゲ類やワタスゲからなる典型的なヤチボウズの

場合， これらと混じて谷地坊主上に生ずるのは， ヒメ シャク ナゲ， ツルコケモモ， イヌスギ

ナ，ヒメシ夕、，コシロネ，ヒロハイツポンスゲ，レ γゲツツジ，ウメパチソウ，キゴケ類数種

(Cladonia spp.）などである。 また，倭形のカラマツやシラカンパもしばしば頂部に生じてい

る。 谷地坊主間の小凹地は，降雨の少なかった 1964年 8月には水をたたえていない処もあっ

たが，常時は一般に浅くても水をたたえていることが多い。これらの凹地は谷地坊主の密集す

るところでは水が浅くても多く植生を欠き，わずかに数種の蘇苔類を生ずるだけである。しか

し，谷地坊主の占める面積が小さく凹地の広い場合には，ヤチスゲ・モウセンゴケ・クロイヌ

ノヒゲ ・イ トイヌノヒゲ・ミスオトギリ ・ミカヅキグサなどを生じているが，一般に植生の被

度は小さい。 なお，上記のうちミカヅキグサは糠塚西南方の部分（SW1区）だけで，ここでは

大量に生じている。

ところで，現在までの文献によって谷地坊主とミヅゴケとの関係をみると，英国 York-

shireの山岳湿原7）では，谷地坊主を形成するワタスゲが，凹地のミズゴケ （Sρh.cusρidatum, 

Sph. recurvumなど）とむすびってい再生複合体をつく る例が知られているし，また北部大輿

安嶺9）の湿原では， ミズゴケがまず凹地だけに生ずる状態から，更に進んでミズゴケが谷地坊

主の全体を被覆してしまう場合まであるとされている。しかし，別掲の鈴木博士の報告に見る

ように， 現在の戦場ガ原で谷地坊主の発達する地域ではミズゴケは一般に少なく， SW1区で

もわずかに ［D-E.f] （第 6図 11）を含む一地点で，隆起上のヌマガヤと， やや高い凹地のイボ

ミズゴケ，凹地底のワタミズゴケというむすびつきを見たにすぎない。

谷地坊主という言葉は，ときにミズゴケの凸地状の辞祷に対してもあてられることがあ

る。この事実に対しては工藤博士四）が北樺太植物調査に際して言及している。本湿原の北部 ・

東部に多いヨ シ群落の一部でも， 地表にヒメミスゴケ Sphagnumfimbriatumが高さ 30cm

内外のかなり大きな団塊を生じているのが見られた20> ([B F. d］，第 5図－4）。

iii. 谷地幼主の形態 Morphology of the Tussocks 

戦場ガ原でもっとも大きな谷地坊主のみられるのはオオアゼスゲ基群集（第 5図－3,5）で

15) JEFFERIES, T. A. Ecology of the purple heath-grass (Molinia caerulea.). J. Ecol., 3 : 93 109. 

(1915) 

16) WATSON, w. : A some削 heathand its bryophytic zonation. New Phytol., 14: 80 93. (1915) 

17) GODWIN, H.: Studies in the ecology of Wicken fen IV. Crop-taking experiments. J. Ecol., 

29・83106. (1941) 

18) KASSAS, M. : Studies in th巴 ecologyof Chippenham fen IV. Tree and bush colonization in 

south Chippenham fen. J. Ecol., 40・6273. {1952) 

19) 工藤袷舜： 北樺太植物調査書． 薩H合腿軍政書ill，札幌（1924)

20) SJORA, H.: Regional ecology of mire sites and vegetation. In: The plant cover of Sweden, 

a study dedicated to G. E. DURIETZ. Acta Phytogeogr. Suecica, No. 50: 180-188. {1965) 
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あって，図に示すように頭部の細くなった逆徳利形をなし， 高さは糠塚南方 ・N区東北隅の旧

逆川分流の河道 －赤沼原などで最高 50cm内外に達するが，銀｜｜路湿原などで報告されているよ

うな高さ lmにも達する例はみられない。スゲ類の谷地坊主の場合には，前年またはそれ以前

の枯れた葉が頂部の周辺から垂れ下って基部の凹地面に達している。そして，時にこの中にス

ゲ類の生根の入いっていることがある。

品川 区（糠塚西南， D--E線）のホロムイスゲ群落では，谷地坊主が密接して生ずる結果と

して，上記の枯葉がとなりの谷地坊主との聞の凹地を橋をかけたようにおおってしまい，断面

図（［D-E.d, g），第 6図－9,12）に見るように凹地はトンネル状に残存する。この「橋Jの上に

は谷地坊主頂部よりもホロムイスゲの被度低く，ヒメシャクナゲが多く生じていた。既述のよ

うにこの地域は谷地坊主間凹地にミカヅキグサを多産し，鮮落はホロムイスゲ ミカヅキグサ

基群集で組成されるが，ホロムイスゲーヒメヅヤクナゲ基群集内では凹地がこのような状態で

あるため， ミカツキグサはきわめて少ない。

スゲ類とワタスゲの谷地坊主では， 上記の発達のよい地点を除くと， 一般に高さ 20～40

・cmのものが多く，直径もこれと相応して小さくなる。 しかし，各国に示されたように頚部の

細まった形態は依然としてみとめられる。谷地坊主を数個所で採取，切断して内部構造を調べ

た結果によると，逆徳利形の頭部と，頚の中心部とには茎基が多く，顎の周辺部と基部 ・地下

部には根が多い。茎基の示す分けつの方向は，回中12）の記載したように，頭部ではほぼ垂直に

上方に分れるが，頭部では次第に側方に向って斜めに広がる傾向を示していて，スゲ類 ・ワタ

スゲのこのような上向きの分けつをする習性が，谷地坊主の発達のー要因であることを示して

いる。

一方， ヌマガヤの谷地坊主状隆起（［A-B.el, [D-E. b), [D E. f）； 第 5,6図－1,7, 11）で

は， 上とちがって高さは 20cm以下と低く， かつテーフツレ状の隆起であって頭部の細まる傾

向はほとんどない。内部構造の観察によると，一般に無定形の腐植土や鉱質土を多く含み，ヌ

マガヤの茎基は隆起の頂部深さ 5cm程度に｜浪られ，その下はほとんど根から成っている。 ヌ

マガヤの分けつの方向はほとんど水平またはわずかに斜上する程度にすぎない。湿原周辺のホ

ザキシモツケ基群集に接するところでは， 現在ヌマガヤを生ずる谷地坊主（高さ 20cm）を切

断してみると，基部に上向分けつをするオオアゼスゲの古い茎基の入いっていた例がある。ま

た，現在暗きょ排水の行なわれている赤沼ガ原のオオアゼスゲ基群集では， 高い（30～40cm) 

オオアゼスゲの谷地坊主の聞に， 10～20cmの低いヌマガヤの隆起の生じているのがみられた。

以上の諸点から考えると，ヌマガヤには，他のスゲ類 ・ワタスゲサこ見られるような谷地坊

主の形成を促進する生育形上の能力は小さく， 本湿原でのヌマガヤの隆起は凹地の土擦の侵

蝕 ・流去を主因とするか，枯死したスゲ類谷地坊主上への二次的侵入によるものが多いと考

える。

最後に，オオアゼスゲ基群集が湿原周辺のホザ、キシモツケ基群集に接する部分の一例を第
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5図－6に示した（［B-F.fl)。ホザ、キシモツケはオオアゼスゲのつくった谷地坊主聞の低地に密

生しているが，更にオオアゼスゲ‘の枯れた谷地坊主が多く見られ，その上にホザ、キシモツケ ・

Cladonia spp.・ヌマガヤなどがこ次的に侵入した形態であって， 育地の乾燥化による谷地坊

主の退行過程を推測することができる。

iv. 谷地坊主の群落図示 （第 5,6, 7図）

Mapping of the Plant Communities with 

Tussock Formation 

前章の帯状区において谷地坊主として特色のある群落を抽出して， これらの第 5～7図に

おける整理番号，線状区上の位置，群落名を表示（第 34表）し，さらに群落の構造をあきらか

にするためこれらを図示した。

典型的な谷地坊主がオオアゼスゲによって構成されることはよく知られているが， 第 5

図－5はその内でも典型的なものを示しており，第 5図－3と第 7図はより一般的な例である。

また，ワタスゲ‘も戦場ヵ原においては谷地坊主をつくるのであるが，第 5図－2はその一例であ

り， 凹地にミカヅキグサを伴うのが第 6図－8である。 ホロムイスゲのつくる谷地坊主は第 6

図－9と－1,2によって示されるが，谷地坊主としての形は後者の方がよい例である。 両者とも

第34表 谷地坊主の群落図示を行なった帯状区と群落名

Table 34. List of sociations in which the tussocks were mapped 

整理番号
Num- 線状区上の位置 群 落 名 の 主 要
ber in Belt Site on the lines Name of sociations Main species f種ormng 

Figs. 5 7 the tussocks* 

Fig. 5 1 [AB. c] A点より 72～ 73m ヌマカヤ基群集 l11oliniopsis japonica 

II 2 [A-B. d] II 100～101 m ワタスゲ基苦手集 Erioρhorn川 vagi11atu11ι

” 3 [A-B. ej II 161～162 m オオアゼスゲ基群集 Carex thi~；bρ：，fJ1c var. ,data 
II 4 [BF. d] B点より 593～598m ヨシー ヒメミズゴケ基群集

~：：：（ι＇f:1;::i±’：：~；：：：；：：： II 5 [BF. e] II 718～719m オオアゼスゲ基群集

II -6 [B-F. f] II 790～791 m オオアゼスゲ主主苦手集より
ホザキ γ モツケ基群集へ

Fig. 6 7 [DE. b] D点より 68～ 69m ヌマカヤーミ カヅキFサ基苦手集 1Woliniopsis japonica 

II 8 [DE. c] II 99～100m ワタスゲーミカ 7キグサ基群集 Eriophorlllll vaginatl/.11ι 

II -9 [DE. d] ” 199～200m ホロムイスゲ・ Careヱmidde11dorffi1
ヒメシャクナゲ基苦手集

II -10 [D-E. e] II 200 mのN40mホロムイスゲ ホシクサ類基苦手集 Caγ口 middendorffit

一II -11 [D-E. f] II 144mのS28m ヌマ力ヤ イボミズコケ斑群集 Nloliniopsis japonica 

II ー12[DE. g] ” 333～334m ホロムイスゲ ・ Carex nu而 endorffii
ヒメシャクナゲ基群集

Fig .7-Bi [X] I [D-E］線と ｜ォオア ゼスゲ ヤチスゲ基群集 1c山町 th帥咋μ
I I [B Fl線の中間 ｜ 一一一一（ I var. aρρendiculata 

＊ 第5～7図で谷地坊主に種名目指号の表示がないものは，このらんに示した種類によって構成された もの

そある。 Thetussocks formed by each of th巴 speciesin this column are indicated without 

symbols in each map in Figs. 5 7. 
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ヒメシャクナゲの多いことが目をひくが，両図ともに谷地坊主が連続してゆく過程を示してい

る。第 6図－10はホロムイスゲとホシクサ類が複合群落をつくる例である。

戦場ヵー原で‘は谷地坊主一般にヌマガヤは谷地坊主をつくることはあまりないのであるが，

凹地にミカヅ第 5,6図 1,7, 11はそれらの形をよく示している。の種々の形が見られる。

キグサを生ずる第 6図 7は，注目してよい植生である。ヨシ ヒメミズゴケ基群集 （第 5図－4)

わが国としてはその小丘の形が大きい方ではあるまミズゴケが小丘を形成する群落で，』主，

いか。最後に第 5図 6は，谷地坊主の中にホザキシモツケなどの侵入してゆく過程を示すも

ともかくここれはこの部分で湿原が乾燥におもむきつつあることを如実に示している。ので，

よく判る興味ある植生であることが，れらの例をもって見ても，戦場カ原湿原の谷地坊主が，

であろう。

第 35表 谷地坊主の図示（第 5～7図） Iこ用いた植物名の略号

Table 35. Symbols of plant names used in Figs. 5 7. 

Andromeda polifolia ヒメシャクナゲ

Ar1111di11ella hirta トダシパ

Bar巴（ona tussock in Fig. 5-6) or Betula platyphylla 
シラカ γ ノ4

Carex limosa 

Cladonia spp. 

Carex川 iddendorffii ホロムイスゲ

Care.r thunbergii var. aρρendiculata 

Erioρhorum vaginatnm ワタスゲ

Eriocaulon spp. ホシクサ類

Larix leρtoleρis 

Nloli11ioρsis japolllca 

Nlalns sieboldii ズミ

Oxycoccus q11adripetal11s 

Ph，百gmites COJJ/.J/U/11/.S 

Rhynchospora alba 

Spiraea salic1folほ

Sphagnum fimbriatum 

Sρlzag1111m papillos1111ι 

Splzag1111111. tenellum 

Sphagnum s11bf11lv11-m 

Triadenum japonicum 

Speci巴S名物植
図上の略号
Symbols in 
the品gures

A 

Ar 

B 

オオアゼスゲ

ヤチスゲG
α

伽

G

E

E

カラマツ

ヌマカヤ

L 

M

地

O

P

ツノレコケモモ

、ン

ミカズキグサ

ホずキシモツケ

ヒメミス‘コ’ケ

イボミスゴケ

ワタミズゴケ

ワラミズコケ

ミズオトギリ

ヨ

R

n凶
門

司

n勾

a

h

T
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第5図 谷地坊主の群落図示（1）説明本文及び第 34,35表

Fig. 5. Maps of the belt transects with tussock formation (1). 

See Tables 34 and 35 for explanation 

[A-B.dJ 

3 
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第6図 谷地坊主の群落図示（2）説明本文及び第 34,35表

Fig. 6. Maps of the belt transects w出 tussockformation (2). 

See Tables 34 and 35 for explanation 
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第7図 谷地坊主の群落図示（3). 説明本文及び第 34,35表

Fig. 7. Maps 。fthe belt tansects with tussock formation (3). 

See Tables 34 and 35 for explanation 

3. ミズゴケ類の生態 （鈴木兵二）

Ecology of the Sphagna (H. SUZUKI) 

戦場方原産ミズゴケ類 11種を鈴木の所謂生態群に分け，産量を 5一極めて多量， 4 多量，

3ーやや多量， 2 少量， I一稀，＋一極く稀の 6階級で示せば次のようになる。

A. 高層湿原群

A-1. 高層湿原生上部群

1. スギバミズゴケ ＋ 

A 2. 高層湿原生中部群

II. イボミ ズゴケ 1 

Ill. ワラミズゴケ 3 

IV. クシノハミズゴケ 3 

A-3. 高層湿原生下部群

V ワタミズ、ゴケ ＋ 

VI. ヒメミズゴケ 4 

B. 高層湿原生凹地群

Vil. ユガミミスゴケ 1 

C. 沼沢生群

VIII. アオモリミズゴケ ＋ 

IX. ホソミズゴケ 2 

D.森林生群
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X. ウロコミズゴケ ＋ 

羽田 ホソ パ ミズゴケ ＋ 

最も頻繁にしかも多量にみられるのは vi.ヒメミズゴケで，特に原の北半部では，ヨ シ群

落中で直径 0.5～1.0m，高さ 30～50cm の円形小隆起を形成し，あるいは広大な蘇：樗を形成す

る（［B-F. c], [B-F. d］.第 5図 4）。 ここには iii.ワラ ミス、ゴケの小隆起も しばしば見られるが

数はずっと少ない。 ワラ ミズゴケはむしろ iv.クシノハ ミズゴケと共に原の南半中央部で，ス

ゲ類の谷地坊主聞に散在する低し、小隆起と して見られる（［B-C.bl)。 日本における産地が予想

外に少ないクシノハミ ズゴケと谷地坊主並びに ワラミズゴケとの結びつきは， 北海道東部太平

洋岸にも よくみられる現象で興味深く， 戦場カ‘原ミズゴケ類産状のー特徴をなしている。

xi.ホソミズゴケは原の北西部泉門池付近にやや多量に観察された （1948年）が，ここは湯

川沿岸の地形の影響が強い地域である。

ii.イボミズゴケ と V.ワタミズゴケの結びつきは中部以北の高山湿原に広 くみられるが，

両種は糠塚西南の一部だけに見られた（［D-E.f］，第 6図－11）。ここは湿原の最高高起部とみな

される部分であることも興味深い。その他の種は比較的豊富なのに一般に産量は少な く，スゲ

類の谷地坊主にすがっているか，またはミズゴケ類の単独種かあるいは混合種の小隆起をつく

るに過ぎない。これもまた戦場ガ原湿原のー特徴と言える。

なお追記するが， 戦場ガ原の北方， 湯の湖の東岸に，今日半島状に突出した兎島がある。

そこにある兎島湿原は小さいが湖沼陸化の典型で谷地の目を持ち，湿原中にはヒメミズゴケ，

周辺部にはクシノハミ ズゴケ，スギパミズゴケ， ウロコ ミズゴケなどが生育している。

4. 醇苔・地衣類の目録 （鈴木兵二）

List of Bryophytes and Lichens (H. SUZUKI) 

（特記したものを除き，線状区・帯状区調査中に記録された種を示す）

Sphagnum ミズゴケ類

1. sρhagnum amblyρhyllum Russow 
2. Sphagnum caρillaceum (WEISS) SCH即 刻 K

3. Sphagnum fimbriatum WILSON 

4. Sphagnum imbricatum (HORNSCH.) Ru岱 ow

5. Sphagnum girgensohnii Russow 

6. Sphagnum papillosum LINDB. 

7. Sphagnum squarrosum CROlvIE 

8. Sρhagnwn subfulvum SJORS 

9. Sρhagnum subsecundum NEES 

10. Sphagnum tenellum PERSON 

アオモリ ミズゴケ

スギバミズゴケ （兎島）

ヒメミズゴケ

クシノハミズゴケ

ホソ λ ミズゴケ（泉門池）

イボ ミズゴケ

ウロコ ミズゴケ

ワラミズゴケ

ユガ ミミスゴケ

ワタミズゴケ
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11. Sphagnum teres (SCHIMP.) ANGSTR. 

l¥1usci薄顎

12. Atrichum u11dulatum (HEDW.) BEAUV. var. 

minus (LAM. et DC.) WEB. et MOHR 

13. Aulacomnium palustre (HEDW .) SCHW AEGR. 

14. Aulacomnium heterostichum (HEDW.) B. S. G. 

ホソミスゴケ

ナミガタタチゴケの変種

オオヒモゴケ

ナガミチョウチンゴケ（兎島）

15. Brachymenium neραlense HOOK. var. clavulwn (MITT.) 0cm 

ウ リ ゴ ケ

16. Brachythecium fiagellare (HEDW.) JENN. ハネヒツジゴケ

17. Brachythecium r折口um(STARI包）B. S. G. アラエノヒツジゴケ

18. Bryum Iりseudo-triquetrum(HEDW.) SCHWAEGR. オオハリガネゴケ（赤沼）

19. Bryum sp. ハリガネゴケの一種

20. Calliergon strami11ewn (BRID.) KINDB. イトササパゴケ

21. Calliergo11ella cusρidata (HEDW.) LOESI包 ヤリノホゴケ

22目 Calliergonellaschreberi (B. S. G.) GROUT タチハイゴケ

23. Canψ，ylium chrysoρhyllum (BRID.) BRYHN コガネハイゴケ

24. Camρ，ylium stellatum (HEDW.) LANGE巴tC. GENS. カナ夕、ソリハゴケ

25. Climacium dendroides (HEDW.) WEB. et MOHR フロウソウ

26. Dicranum scopm叩 m HEDW. カモシコケ

27. Doliclwtheca perrobusta (BROTH.) BROTH ミチノクイチイゴケ

28. Fissidens osumundioides HEDW. ゼンマイゴケ

29. Heteroρhyllium haldanianwn (GREV.) KINDB. クサゴケ

30. Hylocomium sρlend ens (HEDW .) イワダレゴケ（兎島）

31. H：；ψwm plicatulum (LDB.) ]AEG目 ミヤマハイゴケ

32. Hyρ11um plumaeforme WILS. ノ、イコーケ

33. Mnium cuspidatum HEDW. ツボゴケ

34. lvlnium fiagellare SULL.巴tLESO. エゾチョウチンゴケ（兎島）

35. l¥111ium hornum HEDW. オウヤマチョウチンゴケ

36. !Vlnium punctatum HEDW. var. elatum SCHilvlP. セイタカチョウチンゴケ

37. Plagiothecium i11signe CARD. ニッコウタケナガゴケ （兎島）

38. Pogo11atum infiexum (LDB.) PAR. カギノミニワスギゴケ（赤沼）

39. Pohlia sp. ヘチマゴケの一種

40. Polytrichum commune HEDW. ウマスギゴケ

41. Polytrichum strictum BANKS タチサヤスギゴケ



42. Rhy11ochostegium pallidifolium (MI廿 .） JAEG. 

43. Rhytidiadelphus squarrosus (HEDW). WARNST. 

44. Tetraρhis pellucida HEDW. 

45. Thuidium tamariscinum (HEDW.) B. S. G. 

Hepaticae 苔類

46目 Calyρogeiαneesiana(MASS.巴tCAR.) K. MULL. 

47. Calyρogeia tosa11a (STEPH.) STEPH. 

48. Cephalozia catenulata (HUB.) Los. 

49. Ceρhalozia co1111ive11s (DICKS.) LOB. 

50. Ce1りhaloziaotaruensis STEPH. 

51. Gymnocolea mo11ta11a HORIKAWA 

コカヤゴケ

コフサゴケ

ヨツノよくゴケ

オオシノブゴケ（兎島）

マルパホラコ、ケモドキ

トサホラゴケモドキ

クサ リヤバネゴケ

エゾヤパネゴケ

ヤマトヤパネゴケ

ヤマイチョウロコゴケ

52. Jungennmmia lanceolata L. ssp. steρhanii AM AKA WA 

53. l¥llicrolepidozia maki11oana (ST.) HATT. 

54. IV!ylia taylori (Hoor<:.) GRAY 

55. Pellia fabbrnniana RADDI 

56. Riccardia pellioides HORI KAW A 

Lichen es 地衣類

57. Clado11ia amaurocraea (FLK.) SCHAER. 

58. Cladonia cornuta (L.) SCHAER. 

59. Cladonia erisρata (AcH.) FLOTOW 

60. Cladonia crispata var. cetrariaeformis (DEL.) VAINIO 

61. Cladonia floerkeana (FR.) SOMMERF. 

ナカツミウロコゴケ

スギゼニゴケ

オオオミヤゴケ

ホソバミスゼニコケ

ミスゼニコrケモドキ

ホグロハナゴケ

（和名なし）

（和名なし）

（和名なし）

コアカミゴケ

62. Cladonia granula11s VAIN. form. sorediascens ASAHINA 

63. C(adonia metacornllifera As組 INA

64. Cladonia pleurota (FLK.) SCHAER. 

65. Cladonia pityrea (FLK.) FR. 

ツブラッパゴケの品ヰ重

アカミゴケモドキ

アカミゴケ

ヒメレンゲ‘ゴケ

同定には，安藤久次，中西稔，生塩正義ら諸氏の協力を得た。記して謝意を表する。

51 



52 

5. 植生連続 （舘脇 操 ・鈴木兵二・石塚和雄）

Plant Succession (M. T ATEW AKI, H. Su却問

and K. ISHIZUKA) 

現在戦場ガ原湿原沼野の群落構成は， なかなか複雑で，調査資料を基礎とすると， 植生連

続も一様な模式にまとめあげることは困難である。

まず概念的に考えると，植生連続の初期は池沼に始まるのではないかと考えられる。 そこ

で湿原沼野の初期の群落というものは， ヨシまたはオオアゼスゲに開始されるものではあるま

いか。一度形成された散在性のオオアゼスゲの谷地坊主はしだL、に坊主聞の間隔が狭くなり，

いわゆる中間泥炭への発達がおきてくる。 ここでヌマガヤ群落 ・ワタスゲ群落があらわれ模式

的に考えると，最後にホロムイスゲ群落に到達する。 オオアゼスゲやワタスゲの群落に泥沼地

が伴なうと， その低凹地には一般にヤチスゲ群落が発達し，時にそれがサギスゲに置換され

る。また南西部に見られるように，中間泥炭から高位泥炭にわたり，谷地坊主の聞の泥沼地に

はしばしばミカヅキグサ小群落が出現する。そしてそれらの群落移行の過程においては，それ

ぞれの優占種が結合して共通優勢種となり， 時とすれば泥、沼地の優占種を結合することもあ

¥ 
¥ 
¥ 
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＼ 
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ホロムイスク＇..s:カノキグサ
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第8図 戦場ガ原湿原群落の植生連続模式図

Fig. 8. Schematic diagram of succesional seres of the 

moors in Senjogahara 

行

ノト

退

行



53 

る。さらに付言するが，高位泥炭と考えられるものにクロマメノキーヒ メミズゴケ群落があ

る。これは戦場方原の南部区西北隅において特殊に発達した高位泥炭のー型である。

なおカラマツと湿原の関係を見ると， SW1区の戦場ガ原では最もよく発達した湿原上，谷

地坊主の上に樹高 30cm～2mのカラマツを見ることがあり，なお諸所の谷地坊主の上で樹高

10 cm前後のカラマツを見ることがあるが，これはホロムイスゲ，ワタスゲの群落に多く，オ

オアゼスゲ，ヨシ， ヤチスゲなどの群落にはほとんどみられないことは興味をひく（第 4図）。

しかし，過去において御料林の時代（約 40～50年前）谷地坊主の上にカラマツを植えたことを

聞いているので，現在の状態から全般にわたるカラマツと湿原発達との関係を考察することは

極めて困難である。

今ここに模式的に，戦場ガ原湿原の群落更行に対し，進行・退行の 2方向から植生連続を

第8図のように記してみよう。

総 括 （舘脇操） Resumら（M.TATEWAKI) 

1. 戦場ガ原湿原の植生は，糠塚により南北にわけられ，湿原として重要なのは南部であ

り，さらにその南部は東部と西部にわけられ，南西部が湿原として最もよく発達している。

2. 戦場ガ原の湿原は，全般的に見て群落は複雑であり，所々に群落更行の動きが見られ

る。そもそもその起源は湖沼から出発したのではないかと考察される。そしてまた次に北部は

逆川の氾濫の影響をうけている。

3. 湿原植物は面積に比して種類数は少ない。ただし，ツルコケモモとヒ メシャクナゲの

分布は比較的広く量も多い。

4. ミズゴケ類は種類はとにかく，量は比較的少ない。

5. 湿原および沼野群落は，大別してホロムイスゲ，ヌマガヤ，ワタスゲ，オオアゼスゲ，

ヨシ，ヤチスゲの 6群集となり，それに特殊なクロマメノキーミズゴケ群集と周縁のホザキシ

モツケ群集が加わる。

6. 湿原群落としてはオオアゼスゲ群落が最も多く，ホロムイスゲ群落がこれに次ぐ。

7. 谷地坊主（tussock,Horst）としては，オオアゼスゲが最も普通であるが，ホロムイス

ゲ，ワタスゲ，特にヌマガヤなどもこれを構成する。特殊な例としてはヨシ群落中にヒメ ミズ

ゴケの大形な谷地坊主 （hummock）を散見することがある。

8. 谷地坊主には，ツルコケモモ・ヒメシャクナゲを伴なうのが常で，ヒメミズゴケ小丘

の上に稀にヤチランを生ずる。

9. 谷地坊主の聞の低凹地（hollow）には， ミカヅキグサまたはヤチスゲがその代表とな

り，時にクロイヌノヒゲ ・イトイヌノヒゲで占められることもある。

10. 湿原周縁にはホザキシモツケ群集がよく発達する。

現在戦場ヵ原の湿原を撹乱しているものは，その東部の国道とその排水溝設置とで，殊に
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三本松のあたりは観光客の踏跡で，群落はまことに乱雑になっている。しかし幸いなことに，

戦場ガ原の西部は典型的な群落をよく保持している。国立公園当局は現状をよく把握して，湿

原内にも尾瀬ガ原における板道と同じような散歩道をつける必要に迫られていることを， 自覚

していて下さるであろ うか。

Resume by Misao TATEWAKI 

Senjogahara, a famous moor, is situated in the montane district (ca. 1,400 m in alti-

tude) at the western foot of Mt. Nantai (2,484 m) in Nikko District. It is locat巴db巴tween

Lake Chuzenji and Yumoto Spa, about 4.5 km in length and about 2.4 km in width (Fig. 

1). Up to the present day, there is no detailed research from the view-point of the 

phytosociology, in spite of the important place as the bogs and swamps in Japan. The 

plant communities are summarized as follows: 

1. The vegetation of th巴 presentmoor is divided into two parts northern and south-

ern by Nukazuka (Fig. 4). B巴tweenth巴m,th巴 latteris more important and interesting 

from th巴 fieldstudy based on the plant communities, for it has the various types of 

the moor. 

2. To analyze the moor communities in Senjogahara, the五velines, namely, A B, 

B C, B F, D-E, and G-H were sett！巴d(Fig. 2). According to thes巴 lines,the phytoso-

ciological studies were carried out. 

3. The moor communities are rather complex on th巴 whole.At the present, they 

ar巴 notoften stable and the variable successional stages ar巴 found.

4. Th巴 speciesof the higher plants growing in the moor are comparatively less in 

number. It is notic巴able,however, that Oxycoccus quadripetalus and Andromeda pol1jolia 

are common. 

5. The distribution of Sρhagnum is limited and less in quantity on the whole. 

6. Th巴 mostimportant communities are th巴 Carexthzmbergii var. appendiculata 

association in the low moor and the Carex middendorffii association in th巴 highmoor. 

7. Among th巴 speciesforming the tussocks (Figs. 5-7) Carex thunbergii var. ap-

pendiculata is most common, and it is oft巴nreplaced by Carex middendor｝.＿芦zand Erio-

phorum vaginatunん andsom巴timesby }.1olim・apsisja1うonica. As an exceptional case, 

rather larg巴 hummocksare formed by Sρhagnum fimbriatum in the Phragmites communis 

associa t10n. 

8. On the tussocks, Oxycoccus quadripetalus and A11dromedaρolifolia are commonly 

found. J,.1alaxis paludosa occurs very rarely on the hummocks of Sphagnum fimbriatum. 

9. On the hollows among the tussocks, Rhynchospora alba and Carex limosa are 

found as the representativ巴 species,and sometimes they ar巴 replacedby Eriocaulon atrwn 

and E. decenポorum.

10. The S1りiraeasalic1folia association is only found in the transitional places betw巴巴n

th巴 moorand the meadow. 

11. Inula ciliaris occurs mainly in the wet places on the margin of the moor, 

巴speciallyin the central eastern part, Hosta albo-margiuata and Cii-sium japonicwn etc. 

on the margin of the moor, and b巴autifulwild flow巴rsof Lilium leichtli11ii var. tig，叩 mn
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in the transitional plac巴sb巴tweenth巴 moorand the meadow. 

12. As the r巴suitof the pres巴ntstudy, there wer巴 th巴 followingeight associations 

and tw巴nty”foursociations. Among them, th巴 Vacciniumuliginosum-Sphagnum associa-

tion is found very locally in the southwestern part of th巴 moor.

i. Carex middendorffii association 

a. Carex middend01ffii sociation without tussocks [A B. g]* 

b. Carex middendo1ffii-A11dromeda Jうolifoliasociation [A-B. i], [D E. d] and [D-

E. g] 

c . Carex midde11dorJ,芦isociation with tussocks 

d目 Carexmiddendo1j_芦i-Rhynchosρoraalba sociation with tussocks of the former 

d'. Carex middendo1ffii-Eriocaulon spp. community [D-E. e] 

e. Rhynchosporααlba sociation 

ii. Vaccinium uliginosum-Sphagnum association 

a . Vaccinium uliginoswルSρhagnumfimbriatum sociation [D-E. a] 

b. V accinium uligi11osum-S1りhagnwnfimbriatum-Larix leρtoleρis sociation 

iii. 1'11oliniopsis jaρonica association 

a . l¥1oli11iopsis jaρonica sociation without tussocks [z] 

b. J¥!Ioliniopsis japonica sociation with tussocks [A-B. c] 

c. Molinioρsis japonica-Rhynchospora alba sociation with tussocks of th巴 form巴r

[DE. b] 

c'. Molinioρsis ja1りonica-Sphagnumpaρillosum community [D-E. f] 
1v. Eriophorum vagi11atu.m association 

a. ErioJうんarumvaginatum sociation with tussocks [A B. d] 

b. Erioplwrum vagi11atum-Rhynchos1り01・aalba sociation with tussocks of the for-

mer [D E. c] 

c. Erioρhoni.m vaginatum-A11droineda polifolia-Phragmites commu11is sociation 

[BF. b] 

v. Carex limos a associn tion 

a. Carex limosa sociation (y] 

b Carex limosa-Oxycoccus quadripetalus sociation [A B. f] and [A B. j] 

c. Eriophontm gracile sociation [A-B. k] 

d. Cai・exlimosa-Erioplwrum gracile sociation [B F. a] 

vi. Carex tlnmbergii var. aJりρe11dicutataassociation 

a. Carex thu11bergii var. aJう，pe11diculatasociation without tussocks [A B. h] and 

[B-C. a] 

b . Carex tlw11bergii var目αρ,pendiculata sociation with tussocks [A-B目巴land [B 

F. e] 

c. Carex thunbergii var. apρe11dicu.lata-Carex limosa sociation with tussocks of 

the former (x] 

vii. Phragmites communis association 

a. Phragmites co,wnunis socia tion 

b. Phragmites commu11is-Carex limosa sociation 

* Name of the belt transect. 
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c. Phragmites communis-Carex limosa-Oxycoccus quadripetalus sociation [B-F. d] 

d. Phragmites communis-Eriophorm gracile sociation [B-F. a] 

e. Phragmites commwzis-Oxycoccus quadri》etalus-Sphagnumfimbriatum sociation 

with hummocks of Sphagnum [B F. c] and [B F. d] 

ぜ. sρhagnum fimbriatum community 
viii. Spiraea salicifolia association 

a. Sρiraea salicifolia sociation [A B. a] 

It is a gr巴atsorry that th巴 moorof Senjogahara is influenced by the construction 

of the highway and also by th巴 drainag巴 forthe agricultural land sett!巴dafter th巴 Sec-

ond World War. In addition to it, the increase of the sights田 rs has disturb巴d the 

vegetation near the rest houses. It is very fortunate that the primeaval V巴getationof 

the moor is still preserved in th巴 southw巴sternpart. 

III. 戦場ガ原地域の花粉学的研究（相馬寛吉）

Pollen-analytical Investigation in Senjyo・ga・hara

(Kankichi SomvIA) 

日光国立公園内に散在する湿原には，一般に，泥炭層が良く発達している。これらのうち

特に尾瀬ヵ原には，木邦を代表する良く発達した泥炭層があり， これについては従来花粉分析

学的研究の諸報告ト6）がある。これらによると，後氷期における森林樹木の変選とそれに基づ

く気候変化は， I）寒冷期（針葉樹時代）， II）温暖期（落葉広葉樹時代）， III）低温期（針広

混交時代）の 3つの時期があり，現在に及んでいることが明らかにされた。

著者は，従来報告がない戦場ヵ原とその周辺地域から得られた土壌表層の試料と，戦場ヵ

原のミズゴケの遺体を主とする泥炭層について，花粉学的研究を行ない，表層試料からは，現

在の植生が花粉図にどのように反映するかを，また泥炭層については，過去の植生の変遣を明

らかにするのを目的として研究を行なった。

i. 試料と方法 Materials and Method 

表層試料は， 第 9図に示す 12カ所から採集した。 そのうち， loc. 7の地点で泥炭層を

150 cmの深さま で手掘りし分析試料を得た。

1) 堀 正一： 尾瀬ケ原湿原の花粉分析的研究． 植物及び動物 9(5), 729～732. (1941) 

2）中村純 湿原の生物学的研究（12），尾瀬地方の花粉分析的研究 生態学研究 12(3～4), 108～113. 

(1949) 

3）中村 純・尾瀬ケ原の花粉分析（1），上国代湿原 植物生態学会報 1(1), 36～39. (1951) 
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第9図 試料採集地点（loc.1～loc. 12) 

Fig. 9. Plots of the pollen sampling (1～12) 

これらの試料約 30グラムを， 10% KOH液で 1分間煮沸し，大形の植物片や沈澱した小

磯・砂質物を取り除き，表層土の懸渇液を遠心分離法によって水洗した後，氷酷酸で洗い，次

いで無水酷酸（9）：濃硫酸（1）の混合液で 1分間煮沸後，再度氷酷酸で洗い，最後に充分水洗

したものを顕微鏡下で観察し，含まれる花粉が総数 500個以上に達した時，各出現植物につい

ての百分率を求めた。

泥炭資料についても，これと同様な方法によった。

ii. 結 果 と 考 察 Resultand Consideration 

分析結果は，表層については第 10図および第 36表，泥炭層については第 11図および第

37表の如くである。

a. 表 層 試 料 SurfaceSample 

土壌の表層部には，現在を含む過去数年間に付近一帯に生育した植物の花粉が累積してい

る。この試料の花粉組成を明らかにすることは現在と比較的近年の植生の様相と過去のそれと

を比較判断する際，重要な手掛りをあたえるものである。戦場ガ原とその周辺山岳地域の森林

植生については近年舘脇らによる詳細な報告がある 1）。

第 10図および第 36表に示した如く，表層調査を行なった各地点で吋，例外なく草本類の

花粉（便宜上，羊歯類・水蘇類の胞子をも含む）の出現頻度が森林樹木およびj草木類の花粉の

1) 舘脇 操・伊藤浩司・遠山三樹夫・横溝康志： 奥 日光の森林植生．北大農学部演習林研究報告 24-2,291-

498. (1966) 
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G r日mineae
Conifer 

Artem1s1a －ーへ、 ---- Be/11／σ 

Sσnguisorba - 一一 011erc11s

2 3 4 

6 7 8 

10 ｜｜ 12 
第10図 表 層 試 料 の 花 粉 図

Fig. 10. Pollen spectra of surface samples from Senjy凸－ga-hara,Tochigi 

Pr巴fecture. Among the sectors, T. S., and H. represent th巴

frequencies of the other trees and shrubs and of the other 

herbaceous plants, respectively. The numbers used in the figure 

correspond to the location numb巴rshown in th巴 mapof Fig. 9. 
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第 36表 表 層 試料分析値

Table 36. Frequencies of grains of surface samples from S巴njy凸－ga-hara,

Tochigi Prefecture. The sample number used in the table cor-

responds to the location number shown in the map of Fig. 9. 

Sample number採集地点
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

Pollen type花粉型

Abies 2.7 1.8 0.2 1.5 2.4 0.4 1.0 0.1 1.1 0.8 0.5 0.3 

Lari:,:; 0.6 0.9 0.2 0.2 0.3 0.7 0.1 0.1 0.4 0.2 0.7 0.5 

Picea 0.3 0.3 0.2 0.2 0.1 0.1 0.4 0.1 0.4 0.5 

Tsug.α 3.3 1.9 0.8 5.6 3.9 2.5 4.2 0.2 3.7 0.9 1.4 1.4 

Pi1111s 4.0 6.2 2.3 6.5 4.7 8.3 3.1 1.6 3.6 2.5 3.6 5.1 

Thiりoρsis 4.3 5.5 8.3 3.4 3.8 8.0 4.5 2.6 3.8 4.5 4.1 10.6 

Thuja 

Salix 0.3 0.6 0.3 0.1 0.1 0.4 1.6 0.2 0.2 

Pterocαγyα 0.6 0.6 0.2 2.0 2.1 0.8 1.0 0.1 0.8 0.9 0.4 

Al11us 6.6 4.3 3.6 8.0 7.0 3.6 9.1 1.6 4.1 6.0 2.9 4.4 

Betula 16.6 11.4 11.8 24.6 15.3 8.7 18.4 27 .6 10.8 6.2 2.5 5.2 

Carpi1111s 0.7 0.6 0.4 1.1 0.8 0.7 1.2 0.3 0.4 1.3 1.1 0.2 

Corylus 0.2 0.2 0.1 0.2 

Castαnea 0.1 0.6 0.2 0.4 0.2 0.1 0.2 

Quercus 5.1 4.1 7.1 6.4 6.1 12.4 10.1 20.6 5.6 7.7 4.3 7.6 

Fagus 0.4 0.5 0.8 1.5 1.2 2.1 0.8 0.1 0.8 0.8 0.4 0.3 

Celtis 0.2 0.2 0.2 0.3 0.1 0.1 0.4 

Ulmus 0.4 0.9 0.6 1.1 1.4 1.1 1.1 0.7 1.0 0.3 0.5 1.5 

Nforus 0.4 

Cercid1ρhyllum 0.1 0.2 0.4 0.1 0.1 0.3 0.2 

Sρiraea 1.3 1.0 0.4 0.1 0.1 0.3 0.2 1.1 0.7 

Nfalus 0.1 0.9 0.5 0.6 0.6 1.4 0.4 0.8 0.4 4.0 

Rlws 0.2 

Acer 0.6 0.6 0.9 0.8 0.1 0.7 0.3 0.3 1.1 0.9 0.2 

Aesc11!11s 0.4 0.3 1.3 0.8 0.1 0.5 0.1 0.4 0.5 0.2 0.2 

!lex 0.2 

Aca11tho1うanax 0.7 0.3 

Rha1111111s 0.7 1.3 0.2 0.2 0.3 0.2 0.7 0.3 

Til:ia 0.1 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 

Rhodode11dro11 0.6 

Vacci11i1111ι 0.1 0.2 0.4 0.2 1.5 1.0 0.2 0.1 

Ligustrum 0.5 0.1 0.2 

F1・a:-ci1111s 1.1 0.5 0.2 0.2 0.3 0.1 0.3 0.1 1.0 0.4 0.5 

Lo11icera 0.9 0.1 0.6 0.7 
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Sample number採築地点
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

Pollen typ巴花粉型

Ranu11c11lus 1.0 1.0 0.1 0.1 0.1 

Potentilla 0.2 

Caryophyllaceae 0.1 0.2 

Gera111＇.川 H 0.1 0.2 

Persicaria 0.1 

Chenopodiaceae 0.1 0.1 0.1 0.2 

Sa11guisorba 0.9 0.9 0.2 0.1 0.5 10.3 0.3 

Viola 0.3 0.1 

Haloragis 4.5 0.2 

Umbelliferae 0.2 

Lysimachia 0.1 0.5 0.2 

Plantago 0.3 0.1 0.3 0.5 0.2 

Artemisia 1.1 0.7 0.9 1.1 0.9 1.0 0.8 1.0 0.7 23.4 20.0 19.1 

Ciγsiw礼 0.2 0.2 0.1 3.9 0.3 

Senecio 0.7 0.2 0.7 0.2 0.1 3.4 

Gramineae 12.5 11.7 5.1 4.5 1.7 10.7 4.5 6.3 8.3 13.2 17 .8 24.1 

Cyperaceae 23.8 33.2 52.3 19.2 39.8 27.7 19.2 1.6 19.1 10.4 5.9 2.0 

Aspidiaceae 3.0 3.0 0.9 3.1 1.8 1.1 2.5 31.5 2.5 1.0 2.8 2.5 

Osm1111da 0.5 0.2 0.1 0.7 0.1 0.2 

Lycopodium 0.4 0.2 

Sphagnum 0.2 1.5 11.0 26.2 

Tree pollen 50.7 45.2 37.9 66.4 52.8 54.2 59.5 57.9 38.9 40.1 26.3 49.1 

Non-tree pollen 49.3 54.9 62.3 33.5 47.2 45.8 40.6 42.2 61.1 59.9 73.7 50.9 

No. of grains counted 698 673 534 552 661 726 735 890 924 881 562 593 

それより高率であるのが特徴であった。

一般に，森林内では草本類花粉の全体の出現百分率は， 10%を越えないという既に知られ

ている事実！）を考え合わせると， 上記各地点の分析結果は，森林樹木が優占する植生景観では

なく， 草本類を主体とする景観である ことを暗示しており，現在の各地点の景観と一致してい

る。 即ち草木花粉の構成要員の大部分は，Gramineae・Cyperaceaeに属するもので，所によ

りArtemisia・ Sa11guiso1・ba • Sphagnum ・ fernsなどが優勢であった。

樹木花粉の構成要員のうち比較的優位に出現したものは， Alnus・Betula・ Quercusで，

三木松北方の地点 （loc.12）では，これらに加えて l¥1alusがやや高頻度に見られた。これらの

花粉は，現在の樹種から判定してそれぞれノ、ンノキ， シラカンパ ・ミズナラ ・：；；.；ミのそれにあ

たると思われる。

1) F AEGRI, K., J. IVERSEN and H. T. WA  TERBOLK: Textbook of Pollen Analysis. 237 pp. 

Denmark. (1964) 
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また針葉樹種では Pinus・ Abies・Pieea・Larix・ Tsuga ・ Cryρtomeria-Tluり・aThujopsi♂ 

等の花粉がほぼ一様な割合で出現した。これら及び前述の樹木のうち， J,,1alus以外は，いずれ

も花粉生産量が莫大であり，しかも遠距離まで風で運搬されるため， 調査地隣接地域にその生

育が見られなくても，当地にそれらの花粉が運搬されて堆積したものである。この様な場合に

は，各樹種の出現頻度から逆に堆積地の植生景観をある程度類推することができる。例えば，

Pin仰と Quercusがほぼ等しい面積を占める森林では， その花粉組成が Pinus85%に対して

Quercus 15 %となって評価される。この様なことから判断すると，戦場ガ原での分析結果は，

針葉樹穫の花粉の出現が，一般に過大に評価されていると思われる。 また，上記樹種のうち

Larixは，その花粉外膜の特異性から， 比較的破壊され易く，残存度が極めて低い故，分析結

果では実際よりも極端に低率に表現されている。

以上の如き各樹種の花粉生産量および散布距離などを考慮して，表層土の花粉分析結果を

判断すると，戦場カ’原地域では，湯川に沿い赤沼までの湿原の西南部では，その花粉組成がほ

ぼ類似していて Gramieae・Cyperaceaeを優位とし， Quercus, 所により Betulaがそれらに

付随している。また周囲の森林からの距離が離れて湿原の中心部に向った各地点での花粉組成

は，極く近辺の現在の植生に強く支配されて Cyperaceaeまたは Sphagnumが優位になる。

三本松の北方の地点（loc.12）及び小田代原 (loc.10および loc.11）では， Artemisiaの出現率

が 19～23%の比較的高率に達しているのが特異的で，戦場ガ原地区に比し，乾燥した環境で、

あることを暗示すると共に，前者での iVlalus(4.1 % ），後者のうち（loc.11）での Sanguisorbα

(10.3%）の値は，これらの地点での現在の植生を強く反映した値が示されたものである。

b. 泥 炭 層 資 料 PeatSample 

戦場ヵ原湿原 DE基線上 150m の地点 (loc.7）で泥炭層を垂直に掘り下げ，各層準の試

料を採集して花粉分析を行なった。第 11図，第 37表はこの地点での分析結果を示している。

第 11図の泥炭柱状図から明らかな様に表面から 60cmおよび 120cmには，火山灰の薄

層があり，これらの堆積時には，恐らく男体山の火山活動があったことを物語っている。他地

点で試みられた泥炭層断面の観察にも，ほぼこれらと同じ層準に，火山灰層が認められたこと

から，局地的なものではなく戦場ガ原全地域に降灰があったものと思われる。また 65cm・100

cm・120cmの 3層準には樹木の枯れた根が存在していた。根の解剖学的所見による樹種の判

定は， 一般には非常に困難であるが，現在湿原に生育しているカラマツ，あるいはシラカンノく

のいず

泥炭は下層部程分解が進んでいるが，ツルコケモモ，ヒメシャクナゲ， ミズゴケ，スゲ科

植物の遺体が容易に認められることから，高度に分解の進んだ泥炭とは思われない。

樹木花粉と草本類花粉（表層試料の時と同様に，羊歯類・水JI，年類の胞子をも含む。）の出現

＊ これら 3属の樹種は，花粉形態的にお互にほとんど区別できないので一群のものとして取り扱かった。
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第 37表 泥炭試料分析値

Table 37. Fr巴quenciesof grains at loc. 7 of Senjy6-ga-hara, 

Tochigi Prefecture 

Depth {cm）深 さ 。 20 45 95 130 
Pollen type花粉型

Abies 1.0 1.1 0.5 1.8 2.0 

Larix 0.1 0.5 0.5 0.4 0.5 

Pie ea 0.1 0.4 0.2 0.7 0.4 

Tsuga 4.2 1.6 1.5 2.1 1.1 

Pin us 3.1 3.5 1.1 1.1 1.8 

Tlwjopsis 4.5 2.0 1.4 1.3 1.2 

Tlwja 

Sciadoρitys 0.1 0.4 0.1 

Salix 0.1 0.1 0.4 0.4 0.1 

Populus 0.1 

J11gla11s 0.1 0.1 0.4 0.7 

Pteroca,ya 1.0 1.1 1.3 2.1 0.8 

A/nus 9.1 5.0 6.1 4.1 1.3 

Betula 18.4 7.5 11.1 8.6 5.1 

Carpinus 1.2 3.4 3.7 3.7 5.4 

Ostrya 0.1 2.0 0.1 

Co，ッlus 0.2 0.5 0.1 

Castaneα 0.9 0.4 0.3 

Que，・CI/S 10.1 8.4 6.7 9.6 8.4 

Fagus 0.8 4.8 4.0 10.4 7.5 

Celtis 0.1 0.3 1.0 。目9 0.9 

Ul111us 1.1 0.9 0.5 3.4 1.6 

Nlo1us 0.7 0.8 0.7 

Cercid与，hyllum 0.1 0.5 0.6 0.9 0.3 

Sphaea 0.1 0.3 0.5 0.3 

1'1alus 1.4 0.1 0.1 

Acer 0.7 0.2 0.2 0.1 

Aesculus 0.5 0.4 0.1 0.3 

Ile.-c 0.1 

Rh am.nus 0.1 0.4 0.1 

Tilia 0.6 

Rhododendron 0.1 0.3 

Vacciniu,n 2.0 1.1 0.7 0.2 2.5 

F1百xinus 0.3 0.5 0.5 0.5 0.7 

Lonicera 0.1 
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Depth (cm）深 さ

Pollen type花粉型
。 130 20 45 95 

Caryophy llaceae 

Sa11g11isorba 

Halo rag is 

Lyshnachia 

Plant ago 

Aγte111isia 

Cirsiu.11る

Gramineae 

Cyperaceae 

0.8 

0.1 

4.5 

19.2 

0.1 

0.1 

0.4 

0.1 

aqqOFbnU 
203お

0.1 0.2 

0.7 

0.2 0.2 

0.1 0.2 

3.3 2.0 

0.2 

6.0 4.3 

27.2 29.1 

1.2 1.1 

15.2 18.2 

44.3 38.9 

55.7 61.1 

846 561 

Aspidiaceae 

Os1111111da 

SJぅhag1111m

5

7

β

 

η
L
A
U

胃
i唱’A

1.3 

10.7 

Tree pollen 

Non-tree pollen 

59.5 

40.5 

45.5 

54.5 

No. of grains counted 735 765 

0.5 

2.2 

34.9 

13.4 

46.0 

54.0 

761 

比率は，概して下部程樹木花粉が低率で，草本類が増加の傾向にあることから，泥炭湿原の発

達過程で樹木の侵入のあった時代はあったが，過去から現在までにこの地区に森林が形成され

たことは無いことが明らかである。

全層を通じて一般に現在の植生景観と同様， Cyperaceae ・ Gramineae・Sphagnumが優

占で，これらに周辺部からの Betu.la・ Quercus・Alnusの花粉が伴なっているが， 下層部程

Cyp巴raceaeが高率で Gramineaeがやや減少の傾向にある。 Sphagnumの胞子は， 多少の増減

が認められるが，過去から現在までほぼ同率を保っている。

表層で多少優位な出現花粉である Betulaは， 20cmから最深部まで，減少の傾向が明確で

あり，これとほぼ同様な変遷を示す樹種に， Alnu.sがある。 これらに対し Fagusの花粉は表

層では痕跡程度の出現率であるが，深部程増加の傾向をたどり，この樹種が周辺地域で近年減

少の一途を辿っていることを物語っている。 Quercusは多少の増減は認められるが，ほぼ一定

して変化が少ない。

針葉樹種はいずれもその出現が低率であるが， 現在に向って減少の傾向にあるものは

Abiesで，Larix・ Piceaはほとんど変化なく， Tsuga・P.inus・0・yptomeria-Thuja-Thujoρsis

の一群は，増加の傾向が見られる。

花粉および胞子によ って判定した植物群は， 全部で 46l洋で，それらの大部分は出現頻度

が低率であったけれども，上述の比較的変選の明らかなもの以外で注目に値するものに A1alus

とSciadopitysがある。 Nlalusは現在当地域に分布生育する J,,1alussieboldz・i（ズミ）， Sciado-
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pitysは S.verticillata （コウヤマキ）であることは出現した花粉と現生種のそれらとを比較検

討して確認することが出来た。

ズミは 45cm以深には認められず，表層に向い増加の傾向にある樹種で，現在周辺地域に

可成りの規模の群落を形成し， 特異な景観を呈示している。また， コウヤマキは， 低率ではあ

るが同じ く45cm層準以深のみに出現し，表層部には見られなかった。 現在コウ ヤマキの当

地に最も近 く分布している所は， 西会津と新潟県の境で 80km以上も離れている。 調査した

表層試料 12カ所の地点からは， このコウヤマキの花粉が， し、ずれも発見出来なかったことか

ら，この花粉の堆積時には現在より 当地に近い地域に分布していたとの暗示が与えられる。花

粉は可成 りの距離を飛行して堆積するものであるこ とは先に述べた。実際に，Pimtsの様な気

嚢をもった花粉では 1700km kこ達することが報告されているが，これは例外的で大部分は森

林内の極く隣接地に落下して しまうものである。 Piceaのような風媒樹種も 1～2km離れただ

けで花粉の出現率が等比級数的に激減してしまう結果も知られている。これらを考慮、しても＝

ウヤマキの花粉の出現は，この樹種の分布域が過去から西会津地域に固定していたものでなく，

かつて 日光山実，あるいは戦場ヵ原の非常に近隣地にも分布があったと考えられる。

このズミ とコ ウヤマキの出現 ・消失が認められた 45cmの深さの層準は， 現在から大｛本

何年前の堆積物かを類推することが可能である。 現在までに世界各地で行なわれた放射性炭素

による年代測定によって，大体， 泥炭の堆積速度は年間平均 0.8～0.4mm位だとされている。

この値は地域によって，また，泥炭の分解の程度によって可成り変化のあるものであるが，仮

にこの値を逆算して見ると，約 50cmの層準は大体 600～1200年前となり， 中間値 900年を

とってもズミの増加やコウヤマキの分布の異動が比較的近い過去において行なわれたとの暗示

が与えられる。

花粉分析結果で

在まで、大きな気（炭の変動があつたと云う事実は明らカ、で、ない。

Resume 

Pollen-analytical study was carried out both on the surface samples and on peat. 

from Senjyふga-hara,Tochigi Prefecture. It is demonstrated that the pollen spectra from 

the surface samples reproduc巴 therelative composition of the v巴getationcomparativ巴ly

well from site to site. It is of interest to note that Sciadoρiり，sverticillata, which is 

an extinct species from the present area and its vicinity, is presented persistently below 

a depth of 45 cm; that tree might have occurred on mountains somewher巴 aroundthe 

area. lvlalus sieboldii occurs above a depth of 45 cm目 Noremarkable climatic chang巴s

ar巴 recognizedfrom the record of pollen observed. 
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IV. 土 壌 内田丈夫

Soils (T. UCHIDA) 

戦場ヵ原湿原周囲のカラマツ林・ズミ林・ホザキシモツケ群落の土壌調査を行なった。過

去において，戦場ガ原植生の景観上からカラマツ林が湿原と関係あるように推察されたことも

あるが，湿原の一部谷地坊主上に散生する倭生のカラマツはとにかくとして，成林したカラマ

ツ林に関する限り湿原とは直接に関係ないことを証明するため， この調査結果を記述し，同様

にズミ林，レンゲツツジ群落を扱い，そして湿原周縁のホザキ シモツケ群落を取扱った。

以下に各測点の土壌断面と器械的組成を記す。各試孔点の位置は，第 12図に示してある。

喝、‘・・、、、
I ， 
・、、、、

に＼

、、
、、、

、‘、

－ 

.IX . ..・ 
X ’ ポl
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Jη ！， 
’＇＜ ¥I 

，．、・－ ,. 
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l・ 

〆

第 12図土壌試孔点 の 位 置

／ 

Fig. 12. Location of th巴 pitsfor soil pro五les.
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I. 試孔点の土壊断面

喜査専｜言号｜層位l口色 ｜構

~ I 30 i陪？褐｜カ

度密堅造

ベ状 ｜ 疎

｜ 軟

SL.小形の浮石を多量に含む。湿

SL.浮石を多量に含む。多湿

TI ホザキシモツケの群落 Iよりも約 1.5m高い地点

F 2 乾

A 5 陪茶褐 粒 状 疎 SL. l閏

B 10 茶 褐
とくに構造はみ

軟 SL. i図
とめられない

II 17 単 疎 SL.小形の浮石を多量に含む。湿

III A1 5 星
とくに構造はみ

秋 SL.湿
とめられない

III A2 11 II II II ，， 

III B 茶褐 II II ，， II 

JI[ カラマツーズミ群落

531 A 5 路 茶 褐 団 粒 状 政 L 湿）カラマツの根系はこの

532 C 10 茶 褐
とくに構造はみ

軟 L. l閏 部分に多く分布
とめられない

533 II 20 黄 白 単 疎 SL.浮石に富む。湿

III A 5 黒 褐 カ " 状 やや堅 SL.湿

III B 11 陪茶褐 ” 軟 II II 

地下水位 40cm 

IV 刀ラ＜＇ ＇／林（胸高直径 6～20cm；樹高約 16m）シラカンパ，ズし

ホザキシモツケ，レンゲツ y ジなどが見られる。

F 3 

A 3 陪 茶 褐
とくに構造はみ

軟 L.湿
とめられない

C 10 茶 褐 II ，， II II 

II 22 II 単 疎 S湿，鉄班がみられる。

IIIA 15 青 黒 カ ---s 状 軟 L 多湿 II 

G 育ー 茶 II II II II 

地下水位 65cm

V 赤沼川沿のズミ林 カラマツ大径木が散在

F 2 

A1 10 時茶褐 粒 状 軟 SL. i閏

A2 2 茶 褐 ” 
II II ’i 

B 2 淡 茶 褐
とくに構造はみ

” 
II II 

とめられない
II 13 淡 賀 補 単 II SL.浮石を含む。 i閏

III A1 10 暗茶褐
とくに構造はみ

II SL. I霊
とめられない

III A2 8 茶 褐 カ へ 状 やや堅 II II 
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調一 市 位 げ さ ｜番号番号 (cm) 
色 造｜四度｜

IV 9 賞 m カ ’＼ , 状 やや堅 SL.湿浮石を含む。

VA  13 黒 ，， 堅 S. II II 

vc 灰 白 ，， ，， s. ” 
II 

VI 三本松に近い地点。カラマツー レンゲツツジ群落

482 A1 5 黒 f局 団 事立 状 疎 SL. 

483 A2 5 ’F 
，， ’F SL.堅果状構造を含む。

484 B 7 ｜暗茶褐 粒 状 軟 s.聴者を含む。
485 IIB 9 茶 褐 堅 s. II 

486 IIC 20 3竜 白 II s.浮石際にすこぶる富む。

487 III 茶 褐 カ J、d、' 状 SL.礁に富む。

地下水位 50cm

A I 20 I 単 疎

羽12 J 535 I A 15 ヲ長 褐 単 疎 s. l閏

C 10 灰 白 ” 
，， S. II 

IIA 10 黒 カ ’＼ , 状 軟 SL. II 

刊l 湯元に向い，右側。ズミーススキ群落

501 A 25 茶 褐 単 疎 SL. 1閏

502 IIA1 5 黒 団 事立 状 II SCL. II 

503 IIA2 8 l積茶掲
とくに構造はみ

軟 SCL. II 
とめられない

504 III B 10 II II ’E SL. ” 
505 IV 10 茶 褐 単 疎 SL.礁を含む。

506 V 壱ー ，， 堅

IX 湯元に向い左側，道路に近いカラマツ ニツコウザサ群落

488 A1 8 黒 褐 団 粒 状 疎 SL.大形の円程告を含む。

489 A2 10 ，， 粒 状 車k SL. II 

490 IIB 8 l情茶褐 " 
，， s. 

491 III 4 茶 補 単 疎 s. 490にポケッ ト：伏に存在。

492 IV 38 ’F カ ,..: 状 軟 SL.円程告を含む。

493 V 育ー 黒 II 堅 S目
II 

玄 IXにつづき，湿原に突出した地点。 ヨシ ツノレコケモモ ヒメミズゴケ群落

494 A1 8 黒 褐 団 粒 状 疎 SL. 

495 A2 10 ” 
II ’F 

SL. 

496 B 8 ｜情茶褐 粒 状 軟 SL. 

497 II 27 茶 褐 単 疎 SL.浮石及び門機を含む。

498 III 4 Z立 白 ’F 竪 SL.浮石にすこ ぶる富む。

499 IV 8 青 黒 II ，， 浮石に富む

500 V 賞 白 II II 
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三本松の表。カラマツ大径木が散在

言明言号｜層位iロ｜色
持寺 造同度｜

A 4 ｜情茶褐 団 粒 状 疎 SL. 

C 14 茶 褐 カ ’＼ ' 状 やや堅 SL. 

II 5 青茶褐 II iji}; SiL.浮石を含む。

III 11 暗茶褐 ” 
II SL.黒い土綴が部分的に混入

IVA1 5 黒 褐 II II SL. 

IV A2 淡 黒 褐 II やや堅 SL. 

XII D-E belt D 占

A 7 ｜情茶褐 団 粒 状 疎 SL.湿

C 10 茶 掲 カ へ, 状 軟 SL. II 

IIA 7 毘 II 

” SL.多湿

IIC 7 茶 褐 II 

” SL. II 

III 黒 ” 
II SL. II 

地下水位 25.cm

11. 機 械的組成（I) 細 土 中

料｜言号i層 1沙

1「I 482 A, 49.6 20.4 15.8 14.2 SL 

483 A2 51.8 21.8 12.9 13.5 SL 

484 B 64.8 15.8 9.6 9.8 s 
485 IIB 82.5 7.1 2.6 7.8 s 
486 IIC 88.8 3.6 1.8 5.8 s 
487 III 49.9 31.3 8.9 9.9 SL 

IX A, 41.3 26.4 20.6 11.7 SL 

489 A2 50.2 24.8 15.8 9.2 SL 

490 II B 62.9 23.5 6.1 7.5 s 
491 III 66.3 22.5 4.1 7.5 s 
492 IV 23.3 54.4 11.6 10.7 SL 

493 V 36.6 56.8 2.6 4.7 s 

X 494 A, 28.5 41.1 18.7 11.7 SL 

495 A2 31.6 40.2 17.4 10.8 SL 

496 B 32.3 43.8 11.5 12.4 SL 

497 II 47.1 41.0 3.5 8.4 SL 

498 III 85.8 9.8 1.4 3.0 s 

砂
（%） 

細砂｜微
（%）｜（%）  

砂
粘

（%） 

ルエ
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F占
位粗砂細 砂 徽 砂 エ ｜土 性

番 号 番 号
（%）｜（%）  （%） （%） 

刊1 I soi A 0.3 84.4 9.3 6.0 SL 

502 IIA1 5.1 29.3 49.2 16.4 SCL 

503 II A2 17.6 45.2 21.0 16.2 SCL 

504 III B 28.2 49.2 11.2 11.4 SL 

ml  531 A 3.1 52.6 30.9 13.4 L 

532 C 6.0 56.1 23.7 14.2 L 

533 II 20.9 51.7 16.3 11.1 SL 

A 50.1 44.4 1.4 4.1 s 

A 3.6 74.9 12.0 9.5 s 

機械的組成（II) 原土中

喜噌｜言号｜層 際

（？ら）

砂

砂 l紺！砂 ｜徴 砂
（%） ｜ （%） ｜ （%） 

粘

（%） 

土

、，守，
‘” 

VI 482 A1 。 49.6 20・4 15.8 14.2 

483 A2 4.9 49.3 20.7 12.3 12.8 

484 B 6.9 60.3 14.7 8.9 9.1 

485 IIB 12.1 72.5 6.2 2.3 6.9 

486 IIC 50.9 43.6 1.8 0.9 2.8 

487 III 20.0 39.9 25.0 7.1 7.9 

IX 488 A1 52.1 19.8 12.6 9.9 5.6 

489 A2 4.3 48.0 23.7 15.1 8.8 

490 IIB 5.8 59.3 22.1 5.7 7.1 

491 III •12.3 58.1 19.7 3.6 6.2 

492 IV 3.2 22.6 52.7 11.2 10.4 

493 V 22.1 28.5 44.2 2.0 3.1 

X 454 A1 10.5 25.5 36.8 16.7 10.5 

495 A2 11.0 28.1 35.8 15.5 9.6 

496 B 9.0 29.4 39.9 10.5 11.3 

497 II 38.2 29.1 25.3 2.2 5.2 

498 III 9.5 77.6 8.9 1.3 2.7 

刊I 501 A 。 0.3 84.4 9.3 6.0 

502 IIA1 。 5.1 29.3 49.2 16.4 

503 II A2 。 17.6 45.2 21.0 16目2

504 III B 4.7 26目9 46.9 10.7 10.9 

m 531 A 。 3.1 52.6 30.9 13.4 

532 C 。 6.0 56.1 23.7 14.2 

533 II 。 20.9 51.7 16.3 11.1 

一戸一
A 

A 

。 50.1 44.4 1.4 4.1 

。 3.6 74.9 12.0 9.5 
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以上の調査資料から，つぎのことが推察された。

1. カラマツ林

カラマツ林の試孔点は（i）戦場ヵ原南辺の湯川に沿う赤沼に近い地点（III,IV, V), (ii）三

本松の西方で戦場ヵ原の西辺に位置し，湯川のほとり（XII), (iii）三本松の西北部（IX），東北

部（XI），と（iv）三本松の南部の地域（VI）に分けられる。

(i）に属する地域の土壌は湿原の西部および南部に分布する火山噴出物とほぼ同様のもの

からなり，大部分は表層は壌土ないし砂壌土からなり，下層にいたると，浮石に富む。 (ii）は旧

氾濫原で，前者とはことなり，埴質にして粘性に富み，浮石は含まれず，徽密に堆積している。

(iii）に属するものは男体山の崩壊に伴なって運搬された土砂が堆積したものと考えられる。（vi)

は （i）に属する地域の土壌の上に（iii）の堆積物が被覆し，湿原の東辺と接しているところに位

置するようである。

(i）と（ii）に属する土壌は地下水位が全般に湿原のそれよりも低く，カラマツの生長は湿

原のものよりもやや良好であるが，正常な生長とは認められない。（iv）は前述のように押し出

しと湿原の接点に位置するところで，レンゲツツジの下生を伴ない，湿原の地下水位より低い

地下水位を示すが，高い地下水を有し，カラマツの生長は思わしくない。（iii）に属する地域で

は地下水位は lm以内では認められず， VII1;VII2, VIII, IX, Xの表層は粗砂および細砂

が大部分を占める砂壌土よりなり，とくに IXは軽緊な土壌が深く発達している。しかして IX

に見られるカラマツはほぼ正常な生育を続けているように見受けられた。

湿原の東部，南部ないしは，西部周辺に接するところの土壌は成因はいろいろことなるが，

湿原の地下水位よりは低いが，表層に近いところに地下水位は位置し，湿性をおびている。こ

れに反して，湿原の北東部周辺に援し，男体山の崩壊に伴なって運搬，堆積したと考えられる

部分では湿原の接点以外は地下水は認められず，表層は砂壌土からなり，前地域にくらべて適

潤な状態を示していた。

カラマツの生育状態を見ると，戦場ガ原南辺，西辺などにあるものにくらべて，三本松の

北部から東部に広がるものは正常な生育状態を示し，一般に考えられているように，停滞水の

存在を嫌うカラマツと地下水位との関係を物語るものであろう。

2.ズミ林

(i）カラマツ林の（i）に相当する地域 （I,III, V), (ii）三本松の北部に位置し， カラマツ林

の （iii）に属し，湿原よりややはなれた地域で，カラマツ林の（iii）の土壌と同様に男体山の崩

壊により，運搬された土砂が敢積したものである （VII1,VIII）。

(i）に属する地域は欝閉の密なズミの林からなり，土壌はカラマツ林の （i）に属するものと

同様に V以外は地下水位は 40cmのところに認められ，土壌全般は湿性を帯びていた。ただ

ホザキナナカマドの小群落が認められる IIは凸地形を示し，表層は適潤で， lm以内には地

下水は認められなかった。 V もIIと同様に表層は適潤で，下層は湿性を帯びていたが， lm
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以内には地下水は認められなかった

(ii）に属する地域はズミの疎林で，単木的に存在するにすぎなかった。 土壌は（i）と同様

に表層は砂壌土であったが，適潤で，地下水は lm以内では認められなかった。

土援の水分状態とズミの生育の関係について，本調査資料からは明らかではない。

Resume 

The pedological study was carried in the Larix leρtoleρis forest, the Nlalus sieboldii 

forest and the Sρiraea salicifolia community, situated on the margin of the moor ot 

Senjyδ－ga-hara. In the past, th巴 larchforest had sometimes considered to have som巴

edaphic r巴lationto th巴 moor. According to the result of the present study proved that 

there is no relation bewteen the larch forest and the moor from the view-point of the 

pedology. 



Photo I. 周辺草原群落 花はカラマツソウ（東南部川舘脇 VIII.2, 1964) 

Meadow on the margin of the moor (fl. Thalictrum aquilegげolium)

Photo 2. 周辺草原群落（官官脇 VIII.2, 1964) 

Meadow on the margin of the moor 

Plate I 
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Plate II 

Photo 3. アカヌ -c,7ウロ 周辺草原（三本松付近）（舘脇 VIII.8, 1964) 

Geranium yesoense var. niP,ρonicum・ Meadow(Sanbon-matsu) 

Photo 4. ヤマドリゼンマイ 湿原周辺草原（湯川付近）（官官脇 VIII.7, 1964) 

Osmunda asiatica. Margin of the moor (along the Yukawa) 
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Photo 5. 周辺草原（東南部） 花はノアザミ（左） と

ナンブアザミ（右）（舘脇 VIII.7, 1964) 

Meadow on the margin of the moor (fls. Ci，叩，.mjaρOIIJC/l'/11. 

and C. 111ρρonicu.111) 

／一 一

Photo 6. ホザキシモツケ基群集 （東南部川館脇 VIII.7, 1964) 

Spiraea salicグoliasociation 

Plate III 





Plat巴 IV

Photo 7. ミズギク（戦場ガ原東部）（官官協 VIII.8, 1964) 

lnula cilialis (Eastern part) 

Photo 8. コオニユリ 戦場ヵ原東部（官官脇 VIII.7, 1964) 

Liliu.m leichtlinii var. trigrinu.m (Southeastern part) 





Photo 9. 野外調査 オオアゼスゲ基群集（東南部川総協 VIII.3, 1964) 

Field research. Carex th11.11bergii var. appe11dic11.lata 

sociation (Southeastern part) 

Plate V 

Photo 10. 野外調査 カラマツークロマメノ キ基群集（西部）（舘脇 VIII.7, 1964) 

Larix leρtoleρis-Vacciniwn 11ligi11os11.m sociation (Western part) 
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Photo 11. 糠塚より戦場ガ原湿原南部を望む 融雪時における

オオアゼスゲの谷地坊主（石塚 III.3, 1965) 

Southern part of Senjogahara-moor from Nukazuka, showing the 

sedge tussocks after snow-melting 

Plate VI 
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Photo 12. 糠塚南方におけるオオアゼスゲの谷地坊主（石塚 III.18, 1965) 

The sedge tussocks in the southern part of Nukazuka 





Photo 13, 糠塚南方におけるオオアゼスゲの谷地坊主

遠景は男体山 （石塚 III.18, 1965) 

The sedge tussocks in the southern part of Nukazuka 

Photo 14, 糠塚南方におけるオオアゼスゲの谷地坊主

遠景は太郎山 （石塚 III.18, 1965) 

The sedge tussocks in the southern part of Nukazuka 

Plate VII 





Plat巴 VIII

Photo 15. 糠塚南方におけるオオアゼスゲの谷地坊主（石塚 III.18, 1965) 

The sedge tussocks in the southern part of Nukazuka 

Photo 16. 糠塚南方におけるオオアゼλゲの谷地坊主（石塚 III.18, 1965) 

The sedge tussocks in the southern part of Nukazuka 





Photo 17. 糠塚南方におけるオオアゼスゲの谷地坊主（石塚 X.8, 1964) 

The sedge tussocks in the southern part of Nukazuka 

Plate IX 
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Photo 18. ホロムイスゲの谷地坊主上に生じたカラマツ（石塚 X.8, 1964) 

Larix leρtoleρis on the Carex middendorffii tussock 
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ヤチスゲ基群集中のオオアゼスゲ

（舘脇 VIII.7, 1954) 

Carex thnnbergii var. aρρtπdiculata in the 

Cm・ex limosa sociation 

Photo 20. オオアゼスゲの谷地坊主の断面

走向に注意（石塚 X.8, 1954) 

Longitundinal section of a tussock of Carex thunbergii 

var. appediculata. See the direction of the rhizome 

根茎のPhoto 19. 





Photo 21. オオアゼスゲの谷地坊主 手前にあった谷地坊主を

除去した側面（石塚 X.8, 1964) 

Tussock of Care.r tlumbergii var.。ppendiculatashowing one side 

Photo 22. ヤチスゲ（舘脇 VIII.7, 1964) 

Carex Ii川 o.昭

Plate XI 
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Photo 25. ホロムイ久ゲとミカツキグサ（飴i脇 VIII.7, 1964) 

Ca，官1；川iddendorffiiand Rhynchosρora alba 

Photo 26. ミカヅキグサとホロムイスゲ（舘脇 VIII.7, 1964) 

Rhynchosporaαlba and Carex middendorffii 

Plat巴 XIII
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Photo 27. ミカヅキグサとホロムイスゲ（舘脇 VIII.7, 1964) 

Rhynchospora alba and Carex middendorffii 
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M内〈円Photo 32. ヌマガヤとカラマツ（官官脇 VIII.7, 1964) 

Moniliopsis japonica and La：γiエleptolepis

Photo 31. Fロマメノキとカラマツ（舘脇 VIII.7, 1964) 

Vaccinium uliginosum and Lai・ix le1うtolepis





Plate XVII 

Photo 33. ヤチスゲ群集の中にヨシの侵入（館協 VIII.7, 1964) 

Invasion of Phrag川 itescommunis into Care.r Z.i111osa association 

Photo 34. ヨシとヒメミズコケ（舘脇 VIII目 7,1964) 

Phragmites com11u111is and Sphagnum fi111briatmn 





Plate XVIII 
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Photo 37. 湿原のカラマツ D-E線（Sw1区）（石塚 III.18, 1965) 

Larix leptolepis in the bog (D-E line-Sw1 section) 
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Photo 38. 湿原のカラマツ D-E線（Sw1区）（石塚 III.18, 1965) 

Larix le.ρtoleρis in the bog (D-E line-Sw1 section) 

Plate XIX 
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Photo 39. 押出し上のカラマツ林（館協 VIII.8, 1964) 

Lan・xleptolepis forest on the avalanche deposit by 

collapses of Mt. Nantai 

Photo 40. 押出し上のカラマツ林（官官脇 VIII.8, 1964) 

Larix leρtoleρis forest on the avalanche deposit by 

collapses of Mt. Nantai 

Plat巴 xx
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緒 百 Preface 

大雪山国立公園中，学術的にも意義深く，しかも景観的にも異色ある地点として高原温泉

附近がある。この地点は石狩川上流の校沢ヤンベタップ沢の左岸に位し，エゾマツ・夕、ケカン

バを主体とした上部針広混交林帯中にあり，従来あまり知られず，科学的にもほとんど未記録

の秘境であった。本研究は北海道大学農学部応用植物学教室が中心となり，舘脇がこれを企画

して研究に参加し，同教室助教授伊藤浩司博士，助手遠山三樹夫氏，林業試験場北海道支場鮫

島惇一郎博士が植物群落を担当し，冬期調査の蘇類は北海道教育庁理科教育センタ一指導主事

佐々木太一氏が分担した。研究の要点を冬期も積雪を見ない，植物学的に興味のある草原にお

いたので，この地の冬期の温度に関して北海道大学低温科学研究所にお願いしたところ，所長

吉田順五教授は快くこれを受諾して下さって，現地調査は同研究所助教授若浜五郎博士，同助手

中村勉博士，同助手遠藤八十一氏が担当された。なお土壌に関しては林業試験場北海道支場内

田丈夫博土，旭川営林局計画課成田孝一氏，同青木直敏氏が分担した。本研究は 1965年～1968
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年にわたり調査したもので調査に際しては旭川営林局長田村栄三氏， 前局長横瀬誠之氏，経営

部長赤平育三氏，前経営部長沢田秀邦氏，前計画課長都甲明利義氏，大雪営林署各位，上川町

長野田晴男氏，日本林業技術協会蓑輪満夫氏の配慮、に預ったところが少なくない。ここに本報

告を公刊した北海道大学長堀内寿郎博土，同植物園長村山大記教授と共に深厚な謝意を表する

次第である。

昭和 43年 6月

北海道大学名誉教授 舘 脇 操

植 物 群 落

舘脇 操本鮫島惇一郎料

伊藤浩司＊ 遠山三樹夫＊

I. 1直生概況……・・・・・・・・・・・・ …・・…・ －－－… …………・…田………… 74 

1.草原（藤類静集，ススキ群集） ；2.笹原； 3.森林

II. 植物群落調査・ ・・ ・ ・・・ ・・ ・・・・・…・・ ・… －・…・・…・・・・・・田a…・・・・・田 77 

1.草原（帯状区，方形区） ; 2.森林（帯状区）

高等植物日銀 －－－－－－－ ・ ・・・・・・ H ・H ・－…・・…….........……・・・…・…・・・・・・ H ・－ 91 

I. 植生概況

高原温泉は大雪山国立公園特別保護地域内にあり，層雲峡の南約 11km （道路約 24km), 

ヤンベタップ沢（石狩川の支流）を西北西に遡ること約 6km, 海抜 1,250m, 大雪山の白雲

岳（2,229.5m), 緑岳（松浦岳あるいは南岳とも称す－2,019.5m), 平ガ岳（1,720m), 忠別岳

(1,962.6 m）にかこまれ，高根ガ原南下の山ぶところ深いところにある。森林の垂直分布から見

ると， 高原温泉はすでに上部針広混交林帯（エゾマツ ・ダケカンパ帯）の上部に属し， 高原温

泉附近には温泉湧出地という関係から，厳冬にも積雪を見ない部分のある草原があり，またそ

の周囲にはアカエゾマツが多い。

1. 草原

高原温泉附近で冬期無積雪の部分を有する草原は，最も異色ある植物群落である。本草原

は大体温泉の北部に位し，地況から ［I], [II], [III］の3区にわけられる。 ［I］区は温泉の東に

ある噴気孔の北の南斜面に位置して最大の面積を有し，植生の変化にも富み，草原中の代表的

な地点である。 ［II］区は温泉ホテルの西北部，［III］区は ［I］区の更に上部に飛地的に存在し，

＊ 館協・伊藤・遠山： 北海道大学農学部植物学教室

料鮫島：林業試験場北海道支場



第 1図 高原1温泉附近の地形

Fig. 1, Topography in the vicinity of Spa Kogen （・）

面積も小さい。草原植物群落は大別して次の 2群集になる。

a）蘇類群集

I. 蘇類 基群集

ii. 蘇類ー ダイセツヒナオトギリ基'ill集

iii. 蘇類ーアカンテンツキ基群集

b）ススキ 群集

I. ススキ基群集

ii. ヨツパヒヨドリ集落

a）鰐類 群集

75 

辞類の単純群落，蘇類と草本との複合群落になる場合とがある。これらに関してはそれぞ

れ後に解析結果を示すが，一般に高等植物の種類は限られ，ダイセツヒナオトギリとアカンテ

ンツキを代表種とし，コメススキ，ススキ，アキメヒシパ，ヒメスゲ，アギスミレ，テングク

ワガタなどが生じ，木本ではア カエゾマツ，ハイマツを散生し，まれにドロノキがある。
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b) ススキ群集

本群集はススキを主要素として，時にヨツパヒヨドリが集落し，コメススキ，アギスミレ，

ヒメスゲなどを伴い，また時にチシマザサが侵入し始めている。本群落中には草木やシダ類と

して次の種類が生じる。

イッポンワラビ，ワラビ，サラシナショウマ，カラマツソウ‘アキカラマツ，ヤマブキシ

ョウマ， ノウゴウイチゴ，チ、ンマフウロ，エゾノヨロイグサ， ミヤマトウパナ，エゾキヌタソ

ウ， ニカ”ナ， ェゾアザミ， センボンヤリ， ヤマニガナ， コガネギク， タチネズミガヤ，ネジ

パナ。

木木としてはダケカンパの稚苗，マルノーシモツケ，エゾイチゴ，時にハイマツを生じるこ

ともある。なお所によってはオニシモツケ，エゾニュウ，オオハナウド，ハンゴンソウなども

みられる。この群落は冬期にはほとんど雪に被覆される。

2 笹原

笹原はチシマザサ群集によって代表され，［I］区の草原群落に接して発達している。ほと

んど他の種類を生ぜず3 時としてススキ群落中の所生要素が散在し，木本としてはエゾノヤマ

ネコヤナギ，夕、、ケカンパをみることがある。この群落も冬期には雪に被覆される。

3. 森林

高原温泉の周辺一帯は，森林植物帯から概観すると，本来エゾマツ・タケカンパを根幹と

する上部針広混交林帯に属するのであるが， 群落学的にみて輿味のあるのは土地的条件（温泉

湧出地；岩礁地）のもとに発達したアカエゾマツ林である。そして時に ダケカンバを混交し，

時に若干のエゾマツやトド‘マツもある。また温泉附近には部分的にダケカンパが群生したとこ

ろもある。アカエゾマツ林を群落的にみると，草原と接したところには，ある部分にアカエゾマ

ツーハイマツ基群集があり，草原から少し離れるとアカエゾマツーチシマザサ基群集がある。

その林縁にはチシマザクラ， クロツリパナ， オガラパナ， ミネカエデなどがあり， 高木とし

てはナナカマドが多い。急斜面にはアカエゾマッ クロウスコ、基群集が発達し，コヨウラクツ

ツジを伴い，ハイマツやエゾシャクナゲを随伴する。周縁のアカエソマツは樹高 20～25m，胸

高直径 30～70cmある。 林下には濯木としてコヨウラクツツジ， ェゾシャクナゲ＼ クロウス

ゴ，オオパスノキ，カクミノスノキ，ウコンウツギがあり，草本層にはシノブカグマ，ヤマソ

テツ， ミツバオウレン，ヒメゴヨウイチゴ，ツルツゲ，ゴゼンタチバナ，ツルリンドウ， リン

ネソウ，ショウジョウパカマを生じている。なお林床群落にはクロウスゴの多いこともあり，

蘇類の多いこともある。また高所で純群落を構成する森林は稜線にハイマツ林があり，沢沿い

にミヤマハンノキ林がある。
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II. 植物群落調査

1 草原

草原の植物群落調査のため 1帯状区［I.a］と 4集方形区比［I.A], [II. A], [II. BJ, [III. A］を

設定して解折した。

i. 帯状区

[I. a］帯状区 (100×0.5)m2 

本帯状区は［I］区の下部で，冬期無積雪地のほぼ中央の斜面に設定したもので，群落の変

化を解析することを目的とした。同一個所を 1965年 2月と 1966年 9月の 2固にわたって調査

し， 更に 1967年 8月， 1968年 5,6月にもこ の地の観察を行なった。 1965年 2月の調査では

100 m のうち 37mは多少積雪がみられ，この間の調査が除かれている。また 1966年の調査で

は蘇類の種類分けは行なわれていない。調査の結果は第 2図に示した。なお本帯状区の冬期に

おける地温については後記する地温に関する報告のうち， 基線 L1U（第 9図参照）が本帯状区

と同ーの線上にある。

本帯状区は全体的に見ると，丈の低い（草丈 30cm以下）ススキが多しその聞を蘇類が

埋めるように介在する。ススキの少ないところは蘇類が優勢となるか，または植被がうすくな

り，一見裸地に近い状態となる。本調査地で問題の焦点となるダイセツヒナオトギ リとア カン

テンツキの群落をみると， 前者は帯状区の 50mから 70mにかけ発達している。 この間スス

キもみられるが，その量は少ない。夕、イセツヒナオトギリとススキとは図の上では共存するよ

うにみえるけれども，詳細にみると，この両者は明らかにすみ分けている。そしてダイセツヒナ

オトギリと共存するのはシロシラガゴケ （Leucobryumglaucum.）で，この両者は調査地内では

分布もよく一致しており，この蘇類の中にダイセツ ヒナオトギリが生育するといってもよい。

一方アカンテンツキの群落は帯状区の Om～17mにかけてみられる。この種は第2図の上でも

明らかなようにススキと共存することはない。アカンテンツキはその被度があまり大きくなる

ことはなく，この種と共存するものとしては，蘇類のうちススキゴケ （Dicra11ellaheteromalla) 

とシモフ りゴケ （Rhacom.it1・iumcanescens）がみられる。帯状区の lm～llm付近にみられる

アキメヒ、ンパは本来雑草的要素であるが， 北海道でこのような高所に生育することはまれで、あ

り，阿寒のボッケにみられるそれと同様地温が高い故と思われる。またアギスミレがかなりの

範囲にわたって生育する。本来湿潤要素であるこの種がみられることは，水分条件からみてこ

の地がみかけより多湿なのではないかと思われた。

なお附記するが， 1967年 8月の観察によると，本帯状区を設定したところは，近年急激に

ネ ここに集方形区とは任意にとった（1m)2の方形区の集合名である。
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Spesies 覆 類

ド1iscanthussinensisススキ

H；，ρericum yojiroanumタ：fセツヒナオ卜羊1)

Leucobryum glaucumシロシラガゴケ

Fimbristylis ochotensis J' ;tJノ、ラツV斗

A Dier.抑 Ilah的 romallaススキゴケ

Rhacomitrium canescensナカスナゴケ

Carex oxyandraヒメスゲ、

Pogonatum a糾numミヤマスギゴケ

トlypnumplumaeforme ｝＼ベゴケ

Rhacomitrium lanuginosumシモフリコケ

Lichen spp. j曲衣類

Hepatica sp. 苔類

Miscanthus sinensisススミ

的pericumyo;iroanum ダイセヴヒナオトギリ

Fimbristylis ochotensis ア力ンテンツキ

Viola verecunda var. semilunaris J'~k三し

Deschampsia flexuosaコメススキ

Carex oxyandraヒメλゲ

B-D i匂gitaお伽ar.叩rげiaV附io伽l

Lacutuca raddeana var. elataヤマニガナ

Sasa kuri/ensisチシマササ

Spiranthes sinensisネシバナ

Solt，ぬ•go virga -aurea va仁 ／eiocarpa.コガネギク

l々ronicatenel/aデングクワカタ
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Ceraslium ho!osleoides var. ha//aisanense 三三ナゲサ

Mosses蘇類
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第2図［I.a］ 帯状区

Fig. 2. Cover degree of 



pasuu.q 11aq [u・I]ll! jUB]d 

(9961 'XI : H) (S961 'II目V)

－『’E

－－－－－.・－「..’ー
．．． 圃

• ． ，．， ... 

ーーー・．． ， F・
．． 

・・・F『・・・・F『・・・
－・E・－『・圃・ー．，ー・ーーー

・・田園圃圃圃圃・

．． ー冒「ー・・..－圃ーー ・・・・圃 .... ，ー
s -----1 

V一一一．

F
 

日ハ
ハ川
M
I
M－－
l
M
Uハ
ハ
円
以
川
一
円
一
ハ
パ
M
I
M－
円
以
い
川
内
ハ
凶

－

r
 

=r~ヲヲロ
r iタ引：／： レクウクウli/! 
....... －.，：ル欠'i:-.:j:--

!/ / / //! k:i ノノ／/ I ’ノ，

lZJ4ト
~~J;~r-ー

’『・F圃 ． ・司F・・ 噌 ・圃一

圃・・
『冒

E一一．

．『－

-・ 
－圃圃・

.... 
－圃Fーーー

圃圃圃圃

l 一一一． 十一ーー

aaJ6ap JaMO 

沼剥草1~l 

l圃

ー－． ． 
．． 

－．．． 
． 
.. ・
園園田圃

MOUS : Vー1
墨：》j

OS Or-

a:iuqs1a ヨE E草

OL 08 06 山001

6l 



80 

し、Tこ。

治加した観光客にふみ荒らされて，蘇類を主とする群落はすでに荒廃の一途をたどり始めて

ii. 方 形 区

[I. A］集方形区 ススキ基群集

方形区による調査は ［I］区では，前述した［I.a］帯状区の更に上部で行なった。この地は

帯状区を設定したところと異なり，冬期はかなりの積雪がある。植物群落は全体的にススキが

優勢であり， 草原の周縁にはチシマザサの純群落があり， 森林との境界をなしている。 次に

(1 m)2内のこ のススキ群落の中で調査した結果を第 1表に表示する。 方形区の大きさはそれぞ

れ（1m)2である。

第1表 [I. A］集方形区 ススキ基群集

Table 1. Cover degree and frequency of the J¥llisca11th11s si11e11sis 

sociation. A～E quadrats, each (1 m)2 

植 物 名
方 形 区

E Freq. C.V. A B C D 

lvliscanthus sinensis ス ス キ

Eupatorium chinense var. sachali11e11se 
ヨツパ ヒヨ ドリ

Viola verecunda var. se111il1111aris 
. アギスミレ

Spiranthes si11e11sis ネジパナ

Galimn boreale var. ka川 tschaticum
エゾキヌタソウ

Lactuca raddeana var. elata ヤマニガナ

Descha111psia fiexuosa コメス λ キ

Sa sa kurilen sis チシマザサ

Carex oxyandra ヒメス ゲ

Thalictntm aquilegゲolium カラマツソウ

Leibnitzia a11a11dria センボンヤ リ

Pteridium aquili111川 tvar. latiusculum 
ワラビ

Athyriwn cre1111latoserr11latwn 
イッポ γ ワラビ

Betula ennanii ダケカンパ

Aηgelica ano111al，α エゾノヨロイグサ

Thalictrum川 i1111svar. hy＿ρoleucmn 
アキカラマツ
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E は ヨツバヒヨ ドリの多いところ

[II. A］集方形区醇類ーアカンテ ンツキ基群集

[II］区は［I］区の東側にある冬期無積雪地で面積は 山 区の 1/5程度である。この両区を境

するかのごとくに，後述するアカエゾマツーハイマツ基群集がみられる。この地区におけるア

カンテンツキと共存状態にある辞類はシ ロシラガゴケが多い。次に（1m)2の5小方形区の調査

の結果を第2表に表示する。



第2表 [II. A］集方形区 蘇類 アカンテソツキ基群集

Table 2. Cover degree and fr巴司uencyof the Mosses-Fimbristylis 

ochote川 issociation. A～E quadrats, each (1 m)2 

方 形 区
A B C D E 

植物名

Mosses 砕 類 3 2 2 4 2 

Fimbristylis ochoten sis アカンテ γ ツキ 2 4 5 2 5 

Nlisca11th11s sinensis ススキ ＋ 

Deschampsia fle.-cuosa コメススキ ＋ 

[II. BJ集方形区 コメススキ基群集

81 

Freq. c.v. 

V 3050 

V 5450 

I 

工

[II］区の東北隅にコメススキを中心とした群落がみられる。面積は大きくなく 10×5m2程

である。次に（1m)2の 5小方形区の調査結果を第 3表に表示する。

第3表 [II. BJ集方形区 コメススキ基群集

Table 3. Cover degree and frequency of the Descha11ψsia flexuosa 

sociation. A～E quadrats, each (1 m)2 

方形区
A B 

植物名
D E C 

Deschampsia flexuosa コメススキ 4 4 2 1 3 

f王ypericumyο，jiroanum 
＋ 4 

ダイセツヒナオトギリ
2 3 

Sphagnum. sp. ミスゴケ類 5 

Mosses 蘇 類 2 1 2 

Epilobium gla11d11los11m var. asiaticum 1 
カラフトアカバナ

Euραtorium chinense var. sachalinese 
＋ ヨツノζヒヨドリ

Viola verecunda var. se111il1111aris 
＋ アギスミレ

111iscantlws sinensis ススキ ＋ 

第4表 [III. A］集方形区欝類 アカンテンツキ基群集

Table 4. Cover degree and frequency of the Mosses-Fi111bristylis 

ochot白川ssociation. A～E quadrats, each (1 m)2 

方形区
A B C D E 

植物名

Mosses 辞 類 5 4 3 十 3 

Fim.bristylis ochotensis アカンテンツキ 1 ＋ 4 3 1 

li1iscanthus sinensis ススキ 3 ＋ 1 

Hyperic1u11-yojiroan11m 
十

ダイセツヒナオトギリ

Freq. 

V 

IV 

I 

lII 

工

I 

工

工

Freq. 

V 

V 

lII 

I 

方形区外に生育する種類として，ヒメスゲ，ヨツパヒヨドリ，平ジパナが、わずかに見られる。

c.v. 

3700 
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1750 

800 

100 

c.v. 

4500 

2200 

850 
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[III. A］集方形区 蘇類ーアカンテンツキ基群集

[II日区は 凹 区より更に高所にあり，i国沢沿いに発達したミヤマハンノキ叢林により 同 区

と境されており，現在のところはここに至る歩道もなく自然状態が最も良〈保存されている。

植物群落は全体的にはシロシラガゴケを中心とする蘇類が優勢で，部分的にアカンテツキが多

く，周縁に近づくに従ってススキがみられる。面積は三つの地区のなかでは最も小さく約

{30 m)2である。この地における（1m)2の5方形区調査の結果を第4表に表示する。

2. 森 林

森林群落調査のため， 次の 5帯状区 ［2.al, [2. bl, [2. cl, [2. d], [2. e］を設定した。すなわ

ち ［2.a］帯状区はアカエゾマツーハイマツ基群集を， [2. b］帯状区はアカエゾマツーチシマザ

サ基群集を， ［2.c］帯状区はアカエゾマツークロウスゴ基群集を， ［2.d］帯状区はミヤマハンノ

キ基群集を， ［2.e］待状区はハイマッ チシマサ、サ基群集を解析した。

[2. a］帯状区 （30×5)m2 アカエゾマツーハイマツ基群集 SE斜面 傾斜 28°-15°-8° 高

距 1,260m Photo 26, 27. 

本帯状区は ［I］区と ［II］区を境するように帯状に発達したアカエソマツ林に設定した。上

層を優占するアカエゾマツの樹高は 2～17mとばらつきが大きいが，よくみると 10～17m と

0 1000 

第3図 森林の帯状区

Fig. 3. Belt-transects of the forests 



83 

2～8mの2つの層にわけられる。 これに混生する樹種としてはナナカマド， 夕、ケカンパが少

数みられる。そしてこの下層にハイマツが群生している。ハイマツは株数にして 10株だが根

際より lm以内で多数分校して，その数の合計は 29本に達し，更に上部の幹でも盛んに分校

している。第 6表には根際より lmのところで測定した幹径を示したが，もっとも大きな株で

は根際の幹径は 50cmに達している。材、床にはハイマツの他に量的にはみるべきものはない

が，出現する濯木 5種がし、ずれもツツジ科植物という点に興味がある。なお部分的（8～13m

間）にチシマザ、サが多少みられるけれど， この聞は上層のアカエゾマツと濯木層のハイマツが

共に欠けているところで，上層に混生するダケカンパ，ナナカマドはいずれもこの近くに生育

第4図 [2. a］滞状区アカエゾマツーハイマツ基群集

Fig. 4. [2目 a]belt-transect Picea glehnii-Pinns pumila soc. 

第5表 [2. a］帯状区樹高階別本数 表

Table 5. Number of trees in each height grade in th巴［2.a] belt-transect 

Height 樹高（m)
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 16 17 Total 

Species 樹種

Picea glehnii アカエゾマツ 1 3 3 1 3 2 1 ・4 2 1 1 2 1 1 26 

So，ψ川 C0/11,/1/iXfa ナナカマド（S) ・・・ 1 ・・ ・ 1 ・・・ 1 ・・ ・ 3 

Betula er111a川 ＇i ダケカンパ（B) ・・・・・ ・・・ 1 ・・・ ・・・ 1 

Pi川川 pu111ila ハイマツ（P) 6 4 ・・ ・・・・・・・ ・・・ ・ 10 

Total 計 773232115212211  40 
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する。本帯状区の林木配置と樹冠投影を図示すると第 4図，また樹高と胸高直径階別本数を表

示すると第 5表，第 6表，林床植物一覧を表示すると第 7表となる。

第6表 [2. a］帯状区胸高直径階別本数表

Table 6. Number of trees in each diameter grade in the [2. a] belt-transect 

B. H. D. 胸高直径（cm)
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Picea. gle/111££ アカエゾマツ

Sorbu s comm i:i:ta. ナナカマド（S)

Betula. enna.nii 夕、ケカンパ（B)

2・4 1 41213 ・ 21221 26 

1 , 1 , 1 , ・ ・ ・ ・ , ・ , , , 3 

1 ・ , , , , , ・ ・ ・ ・ ・ , 1 

Pi1111s pumila. ハイマツ（P) 4 5 4 7 6 1 1 1 29 

7 5 10 8 11 2 3 1 3 1 2 1 2 2 1 59 Total 計

第7表 [2. a］帯状区材床植物一覧表

Table 7, Cover degree and frequency of plants in the [2. a] belt-transect 

Distance 距 離（m) 。 5 10 15 

Species 植 物 名 5 10 15 20 

Sorbus co川 mixta. ナナカマド ＋ ＋ 

.tlbies sachalinensis トトマツ ＋ ＋ 

17 accin ium hirtu m カクミノス ノキ 1 ＋ 1 

Vacciniu.m smallii オオパスノキ 1 ＋ ＋ 1 

Vacciniu.m vitis-idaea. コケモモ ＋ 1 ＋ 

111 enziesia.ρentandra. コヨウラタツツジ 十 1 十 ＋ 

Rhododendron brachyca.rρ1111ιvar. roseu.m + 
＋ ＋ ＋ 

エゾシャクナゲ

Sasa. ku rilen sis チシマザサ 1 2 

Cornus canadensis ゴゼンタチパナ ＋ ＋ ＋ 

l¥1aianthemu.11ιdilatat1111ι マイズノレソウ ＋ 

Solid ago u口ga.-au.rea.var. leioca.rpa. 
＋ 

コガネギタ

Ci111 icijuga si111ρlex サラシナショウマ ＋ 

Lycoρodium cla.vatu.m var. 11ipponicnm 
十 ＋ 
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[2. b］帯状区 (40×5)m2 アカエゾマツーチシマザ、サ基群集 SW斜面傾斜 12°ーO。－100-

0。－80 高距 1,300m Photo 29. 

本帯状区は，高原温泉から緑岳へ通じる歩道に沿い，草原とアカエゾマツ林との境界附近

のアカエゾマツ林内に設定した。林縁においては樹高 7～16m，胸高直径 12～39cmほどの ト

ドマツ，エゾマツを混じているが，林内に進むにしたがし、ァカエゾマツの単純林となり，樹高
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(10～20m）， 胸高直径 （52～82cm）ともに大きい個体が現われる。混生樹種と してはナナカマ

ドが見られる。 林床にはチシマサ、サが優占 しているが，林縁より林内に進むに従い被度を減じ

ている。濯木層にはクロウスコ＼オガラパナ，ヒロハツリ パナが見られ，量的にはオガラバナ

が多く，ク ロウスゴが次いでいる。

A 40m 

第5図 [2. b］帯状区アカ エゾマツーチシマザサ基群集

Fig. 5. [2. b] belt-transect Picea glehnii Sasa lwrilensis soc. 

第8表 [2. b］帯状区樹高 階 別 本数表

Table 8. Number of trees in each height grade in the [2. b] belt‘transect 

Heijjht 樹 高（m)

Species 樹 種
5 6 7 8 91011121314151617181920212223242526 Total 

Picea glehnii アカエゾマ -;I 1 ・1 , 1 , 1 2 1・11 ・・ 1 10 

Picea jezoensis エゾマツ（P) 1 1 1 1 , 1 . 5 

Abies sachalinensis トドマツ（A）・ 3 3 

So，合ISCO川 ；mixta ナナカマド（S）・1 1 

Total 計 1 1 3 1 2 1 2 1 ・12 1・11・・ l 19 
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本帯状区の林木配置と樹幹投影を図示すると第5図，また樹高と胸高直径階別本数を表示

すると第8表と第9表，林床植物を表示すると第 10表となる。

第9表 (2. b］帯状区胸高直径階別本数表

Table 9. Number of trees in each diameter grade in the (2. b] belt-transect 

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 B. H. D. 胸高直径（cm)

Species 樹種
! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! Total 
10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 

Picea gleh11ii アカエゾマツ

Picea jezoensis エ ゾマツ（P)

Abies sachali11e11sis トドマツ（A)

S01伽tscommixta ナナカマド（S)

Total 計

1 1 1 2 1 1 1 

1 1 1 1 1 

3 

1 

2 4 2 2 1 1 3 1 1 1 

第10表 (2. b］帯 状 区 林 床 植 物 一 覧 表

Table 10, Cover degree and frequency of plants in the [2. b] belt-transect 

Distance 距 離（m)

Species 植 物 名

Picea gleh11ii アカエゾマツ

Picea jezoensis エゾマツ

Abies sachalinensis トドマツ

Acer 11kur1111d11ense オガラパナ

E11onym11s川iacroρtents ヒロ ハツリバナ

Vaccinium ovalifoliwn Fロウスゴ

Sa sa k11rile11 sis チシマザサ

Anemone yezoensis ェ ゾイチ ゲ

Coρtis tr柿Lia ミツバオウレ ン

R.ubus pedatus コガネイ チ ゴ

Viola verecunda var. semilunaris 
アギλ ミレ

Cor1111s canadensis ゴゼ Yタチバナ

Galiu1叫 んaIII tsch a tic um エゾョッパム Fラ

Cirsium kamtschaticum エゾアザ ミ

Cala111σgrostis langsdorffii 
イワノカ．リヤス

Carex sachalinensis ゴンゲンスゲ

Dryopteris austriaca シ ラネワラビ
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(2. c］帯状区 (40×5)m2 アカエゾマツークロウスゴ基群集 SW斜面 傾斜 28°ー30°-

32°-5° 高距 1,340m Photo 30, 31. 

本帯状区は高原温泉より緑岳に通じる登路より東へおよそ 50m ほど入った， やや尾根型

をなす地形のアカエゾマツ林内に設定した。 （2.b］帯状区よりへだたることおよそ 100m で，

岩礁が所々に露出し，傾斜角度の大きいことが，この帯状区の特色である。本アカエゾマツ林

は純林相とみなしてよく， 上層木は樹高 16～24m，胸高直径 36～67cm のアカエゾマツで占

められ，中層はなく，下層木として樹高 3～5m，胸高直径 10～14cm のアカエゾマツが見ら

れる過熱林分と見てよい。濯木としては量的にはクロウスゴが多く，エゾシャクナゲがこれに

日 40m

第6図 [2. c］帯状区アカエゾマッ クロワスゴ基群集

Fig. 6. [2. c] belt-transect Picea. glehii-Vacci11ium ovalifolwm soc. 
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第 11表 [2. c］帯状区樹高階別本数表

Table 11. Number of trees in each height grade in the [2. c] belt-transect 

Height 樹高 （m)

Species 樹種
3 4 5 G 7 8 9 101112131415161718192021222324 Total 

Picea glehn ii アカエゾマツ 1 2 1 1 1 2 2 2 1 13 

Abies sachalinen sis トド 7 ツ（A) . 1 

Betula er111a11ii ダケカソノζ （B) 1 －・・・・ 1 

Total 計 1 2 1 1 1 1 2 2 2 1 15 

第 12表 [2. c］帯状区胸高直径階別本数表

Table 12. Number of trees in each diameter grade in the [2. c] belt transect 

B. D. H. 胸高直径（cm)
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Species 樹 種

Picea glehnii アカエゾマツ

Abies sachal川ensis トドマツ（A)

Betula e川11a11ii タ ケカ γ バ（B)

1 3 1 1 2 3 , 2 13 

1 1 

Total 計 1 3 1 2 1 2 3 2 15 

第 13表 [2. c］帯状区林床植物一 覧表

Table 13. Cover degree and frequency of plants in the [2. c) b巴It-transect

Distance 距 離（m) 。5 10 15 20 25 30 35 
F. C.V. 

Species 植 物 名 5 10 15 20 25 30 35 40 

Picea gleh n ii アカエゾマツ 十 工

Abies sachalinensis トドマヅ ＋ I 

Sorbus comm ixta ナナカマト 十 工

!lex rugosa ツノレツゲ ＋ 工

lvfenziesia pe11ta11dra コヨウラクツツジ ＋ ＋ II 

Rhododenゐ・onbγαchyca,、f？削H
＋ ＋ ＋ 3 ＋ 十 ＋ V 469 

var. roseu川 エ シャク ナゲ（R)

Vαccini1111も O可αl1foli11111. !I P 勺スゴ 十 4 3 ＋ ＋ IV 1313 

Sasa kurilensis チシマザサ 2 ＋ 1 II 281 

Rubus pedatus コ方不イチゴ ＋ 工

Cornus ca11ade11sis コゼ γ タチハナ ＋ ＋ ＋ 十 ＋ IV 

Li1111aea borealis リソネソウ ＋ 工

Jvlaianthemum bφlium ヒメ マイプノレソウ ＋ ＋ ＋ II 

Dryopteris austriaca シラネ ワラビ 十 十 ＋ ＋ ＋ ]I 

Mosses 蘇 類 5 5 十 II 2188 
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次いでいる。本帯状区の林木配置と樹幹投影を図示すると第 6図で，また樹高と胸高直径階別

本数を表示すると第 11表と第 12表，林床植

物を表示すると第 13表となる。

[2. d］帯状区 (25×5)m2 ミヤマハンノ

キ一種々草基群集 SSE斜面 傾斜 32° 高

距 1,440m 

本帯状区は高原温泉より緑岳へ通じる登

路を， ほとんど直角に横切るように設定し

た。木登路にあっては森林限界線に近く， ター

ケカンパの中径木を主としてアカエゾマツが

散見される地帯に位置している。 ミヤマハン

ノキは樹高 3～6m，胸高直径 5～21cmで，

これにオガラパナ， タケカンパをまじえてい

る。林床植物には一定の優占種がなく，本帯

25m 

第 7図 [2. d）帯状区ミヤマハンノキ叢林

状区の下端においては部分的にチシマザサが

優占しているのが見られる。本帯状区の林木

配置と樹幹投影を図示すると第7図， 樹高と胸高直径階別本数を表示すると第 14表と第 15

表，林床槌物を表示すると第 16表となる。

Fig. 7. [2. cl] belt-transeet Al抑 制

111aximowiczii thicket 

第 14表 [2. cl）帯状区樹高階別本数表

Table 14. Number of trees in each height grade in the [2. d] belt-transect 

Height 樹高 （m)

Species 樹種
3 4 Total 5 6 

Alnus 111axi111owiczii ミヤマハ γノキ

Betula ennan日 夕ケカンノく

Acer ukunmdu即日 オ ガ ラ パ ナ

8 8 

1 

0
0

唱

A

n

L

η

4

1

ム

1 11 

12 

Total 計 41 20 11 9 1 

第 15表 [2. d）帯状区胸高直径階別本数表

Table 15. Number of trees in each .diameter grade in the [2. cl) belt噂 transect

B. D. H. 胸高直径（cm) 4 6 8 10 12 14 16 18 20 
Total 

Species 樹 種 6 8 10 12 14 16 18 20 22 

Ab111s押1axi111ozυiczii ミヤマハンノキ 9 5 1 6 1 1 3 1 28 

Hetu/a er111anii Fケカ γパ 1 1 

Acer ukurunduense オガラバナ 11 1 12 

Total 計 20 7 1 6 1 1 3 1 1 41 
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第 16表 [2.d］帯状区材、床植物一覧表

Table 16. Cover degree and frequency of plants in th巴［2.d] belt-transect 

Distance 距 離（m)

Species 樹 種
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Corydalis a111big11a エゾエ γ ゴサタ

Cardamine scutata ヤマタネツケパナ

Saxゲragafusca エゾタロクモソウ

An川 cusdioicus var. ka川 tschaticus
ヤマプキ シ ョウマ

Fragai ia ii11u111aeノウコウイ チゴ

Viola biflora キバナ コマノ ツメ

Viola selkirkii ミヤマλ ミレ

Angelica ursina エゾ ニュウ

Cornus ca11ade11s日 ゴゼンタチバナ

iWimulus sessilifoliu.s オオハミゾホオズキ

Galium i’G川 tschaticum エゾヨツパムグラ ＋ 

lVeigela midde11do1:tfia11a ウコンウツギ

Cacalia hastata var. orientalis ヨプス 7 ソウ ＋ 

Cirsium ka111tschaticu.m エゾアザミ

Senecio ca1111abifolius ハ ンゴンソウ 十

Calamagrostis langsdorffiiイワノガリヤス

Carex saclzali11e11sis ゴγ ゲンスゲ

Trilliu.m apetalon ェγ レイソウ
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Lastrea plzegoρ／eris ミヤマワラビ

Dry’opteris austriaca シラネワラビ

＋ ＋ 

＋ 

＋ m 
工

＋ 

＋ 

＋ ＋ 

十

[2. e］帯状区（20×2)m2 ハイマッ チシマザサ基群集 S斜面 傾斜 70 高mo:1,530 m 

Photo 34. 

本帯状区は高原温泉より緑岳にいたる登路が，傾斜面を登りやや平坦な高原状をなす尾根

上に出た附近である。本帯状区の調査を行なった昭和 43年6月12日はハイマツ帯の大部分が

まだ積雪で、覆われ，この帯状区は融雪が早く進み，完全にハイマツが露出している部分に設け

られた。 登路よりはおよそ 70mほど東に位置している。 本帯状区を占めるハイマツ は樹高

1.0～2.0 m，直径（地際より幹に沿って1.3mの位置） 5～18cmで， 所々にウラジ ロナナカマド

を混じている。 林床植物は媛性のチシマザサである。 本帯状区の林木配置と樹幹投影を図示す

ると第8図，樹高と直径階別本数を表示すると第 17表， 第 四表となる。
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第8図 [2. e］帯状区ハイマツ叢林

Fig. 8. [2. e] belt-transe氾tP川usp11111ila thicket 

第 17表 (2. e］帯状区樹高階別本数表

Table 17. Number of trees in each height grade in the (2. e] belt-transect 

Height 樹 高 （m)
1.0 1.5 2.0 

Species 樹 種

Pinus pumila ノ、イマツ 4 10 4 

So，仇1.s111ats1111111ra11a ウラ ジロナナカマド（Sm) 3 5 

Total 計 4 13 9 

第 18表 (2. e］帯状区直径階別本数表

Table 18. Number of trees in each diameter grade in the (2. e] belt-transect 

Diameter直径（cm) 4 6 8 10 12 14 16 

Species 樹 種 6 8 10 12 14 16 18 

Pinus pumila ハイマツ 3 6 5 3 1 

So，命日円iatsu11111ra11a ウラ ジロナナカマド（Sm) 8 

Total計 11 6 5 3 

高原温泉附近高等植物目録

舘脇操

DIVISIO PTERIDOPHYTA シダ植物門

Lycopodiaceae ヒカゲノカズラ科

Lycopodium clavatum LINN. var. nipponicum NAKAI ヒカゲノカズラ

91 

Total 

18 

8 

26 

Total 

18 

8 

26 

草原
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Oplu・oglossaceae ハナヤスリ科

Botrychium robustum UNDERW. エゾフユノハナワラビ

Osmundaceae ゼンマイ科

Osmunda asiatica OHWI ヤマドリゼンマイ

Pteridiaceae ワラビ科

Pteridium aquilinum k田町.var. latiusculum UNDERW. ワラビ

Plagiogyriaceae キジノオジタ＇ f十

Plagiogyria matsumur巴anaMAK町 O ヤマソテツ

Aspidiaceae 大ツダ執

Athyrium crenulatoserrulatum MAKINO イッポンワラビ

Athyrium filix-femina ROTH var. longipes HARA ェゾメシダ

Athyrium pterorachis H. CHR. オオメシ夕、、

Athyrium yokoscense H. CHR. へビノネゴザ

Dryopteris austriaca WOYNAR シラネワラビ

Lastrea ph巴gopterisBORRY ミヤマワラビ

Lastrea quelpaertensis COPEL. オオパショリマ

Polystichum tripteron PRESL ジュウモンジシ夕、

Rumohra mutica CH国 G シノブカグマ

Rumohra standishii CHING リョウメンシ夕、

Aspleniaceae チャセンシダ科

Asplenium incisum THUNB. トラノオシ夕、、

DIVISIO SPERMATOPHYTA 種子植物門

GYMNOSPERMAE 裸子植物

Taxaceae イチイ科

Taxus cuspidata SIEB. et Zucc. イチイ

Pinaceae マツ科

Abies sachalinensis MASTERS トドマツ

Picea glehnii MAsTERS アカエゾマツ

Pie ea j巴zoensisCA.RR. エゾマツ

Pinus pumila REGEL ハイマツ

草原

林縁，林内

草原

林内

草原

林内

林内

林内

林内

林内

林内

林内

林内

林内

草原

林内 （希）

林内

林内，草原

林内

林内，草原，山稜
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ANGIOSPERMAE 被子植物

Dicotyledoneae 双子葉植物

Chloranthaceae チャラン科

Chloranthus serratus ROEM目etSCHULT. フタ リシズカ 林内（希）

Salicaceae ヤナギ手斗

Populus maximowiczii HENRY ドロヤナギ， ドロノキ

Salix hultenii FLOD. var. angustifolia KIMURA 

エゾノパッコヤナギ，エゾノヤマネコヤナギ

草原（希）

草原の林縁

Betulaceae カバノキ科

Alnus maximowiczii CALL目 ミヤマハンノキ 林縁，林地

Betula ermanii CHAlVl. 夕、ケカンパ 』本内

Urticaceae イラクサ科

Urtica platyphylla WEDD. エゾイラクサ 下部林地

Polygonaceae タデ科

Polygonum nepalens巴 MEISN. タニソ ノく

Rumex obtusifolius LINN. エゾノギシギシ

草原

路辺

Caryophyllaceae ナデ シコ科

Cerastium holosteoides FRIES var. hallaisanense MIZUSHIMA 

Rammculaceae キンポウゲ科

Aconitum gigas LEVL. et VAN. エゾノレイジンソウ

Actaea asiatica HARA ／レイヨウショウマ

ミミナグサ 路辺

林内

林内

林内

林内

湿地

草原

林内

林内

草原

草原

Actaea erythrocarpa FISCHER 

Anemone yezoensis Komz. ェゾイチゲ

Caltha fistulosa SCHIPCZ目 ェゾノ リュ ウキンカ

Cimicifuga simplex WoRMSK. サラシナ ショウマ

Clematis ochotensis Porn. ミヤマハン ショウス、ル

Coptis trifolia SALISB. ミツパオ ウレン

Thalictrum aquilegifolium LINN. カラマツソウ

Thalictrum minus LINN. var. hypo！巴ucumMro. アキカラマツ

Berberidaceae メギ科

Diphylleia grayi FR. SCHM. サンカヨウ 肉リ
’I
小，

4

，n－
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Papaveraceae ケシ科

Corydalis ambigua CHAM.巴tSCHLECHT目 エゾエンゴサク

Cruciferae アブラナ科

Arabis glauca H. Borss. エゾノイワハタザオ

Barbarea orthoceras LEDEB. ヤマカ‘ラシ

•Cardamine scutata THUNB. ヤマタネツケパナ

Saxifragaceae ユキノシタ科

13oykinia lycoctonifolia ENGL. アラシグサ

Chrysosplenium kamtschaticum FISCH. チシマネコノメソウ

Parnassia palustris L岳町． ウメパチソウ

Saxifraga fusca恥1A.XIM. エゾクロクモソウ

form. intermedia HARA ウスゲクロクモソウ

Rosaceae ノくラ科

Aruncus dioicus FERN. var. kamtschaticus HARA ヤマブキショウマ

Filip巴ndulakamtschatica MAXIM. オニシモツケ

Fragaria iinumae MAKINO ノウゴウイチゴ

Prunus nipponica MATSUM. var. kuril巴nsisWILSON チシマザクラ

Sorbus commixta HEDL. ナナカマド

Sorbus sambucifolia ROEM. タカネナナカマド

Spiraea betulifolia PALL. マルパシモツケ

var. a巴milianaKoIDZ. エゾマルバシモツケ

Rubus idaeus L岳町.var. aculeatissimus REG.巴tTIL. エゾイチゴ

林内

林縁

草原

林縁 （希）

湿地

草原

林縁

林縁 （希）

林縁，草原

下部林縁

林縁

林縁

材、地

上部林地

林縁

草原

林縁

Ru bus p巴datusSMITH コガネイチゴ 林内

Geraniaceae フウロソウ科

Geranium erianthum DC. チシマフウロ

Oxalidaceae カタノくミ科

Oxalis acetosella L岳./N. コミヤマカタバミ

Celastraceae ニシキギZヰ

Euonymus macropterus RUPR目 ヒロハツリパナ

Euonymus tricarpus KOIDZ. クロツリパナ

Aquifoliaceae モチノキ科

II巴xrugosa FR. Scmv1. ツノレツゲ

Ilex sugeroki MAxIM. var. br巴vip巴d_uncultaS. Y. Hu アカミノイヌツゲ

草原

林内

材、内

林地

林内
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Aceraceae カエデ科

Acer tschonoskii MAXUVI. ミネカエデ

Acer ukurunduense TRAUTV. et MEY. オガラパナ

林地

林地

H：；少0・icaceae オトギリソウ科

Hypericum yojiroanum TATEWAKI et Ko. ITO ダイセ ツヒナオトギリ 草原

Violaceae ‘ス ミレ科

Viola biflora LINN. キノくナ ノコマノ ツメ

Viola selkirkii PURSH ミヤマスミレ

Viola verecurda A. GRAY var. semilunaris MAXIrvl. アギスミレ

林内

林内

草原

011agraceae アカ パナ科

Circaea alpina L町N ミヤマタニ タデ

Epilobium angustifolium LINN. ヤナギ ラン

Epilobium cephalostigma HAUSKN. イワア カパナ

Epilobium fauriei LEVEL. ヒメアカ バナ

Epilobium foucaudiana LEVEL. ミヤマアカ パナ

Epilobium glandulosum LEHM. var. asiaticum HARA カラフトア カパナ

Epilobium montanum LINN. エ ゾアカパナ

内

原

縁

原

原

縁

原

林

草

林

草

草

林

草

Umbelliferae セリ科

Angelica anomala LALLE!vl. エ ゾノヨロイ グサ

Angelica ursina MAXIM. エ ゾニユ ウ

Anthriscus sylvestris HOFFEtvl. シヤ ク

Heracleum dulce FISCH. オオハナウド

林縁

林縁

下部林内

下部林地

Cor11aceae ミズキ科

Cornus canadensis L岳町． ゴゼンタチバナ 林内

P:;wolaceae イチヤクソウ科

Monotropastrum globosum LINN. ギ ン リョ ウソ ウ

Pyrola alpina A. ANDR. コパ ノイチヤ クソウ

Ericaceae ツツジ科

Gaul th巴riamiqueliana TAKEDA シラタマノ キ

Ledum palustre LINN. var. yeso巴nseNAKAI エ ゾイソツ ツジ

Leucothoe grayana MAX!lVI. ハナヒリノキ

林内

林内

原

内

内

草

林

林

Menziesia pen tandra MAX!iVI. コヨウラ クツツ ジ 林内

Rhododendron brachycarpum D. DON var. ros巴umKomz. エ ゾシャク ナゲ 林内
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Vaccinium hirtum THUNE. カクミノスノキ

Vaccinium ovalifolium E. SMITH クロウスゴ

Vaccinium smallii A. GRAY オオノくスノキ

Vaccinium vitis-idaea LINN. コケモモ

Gentian aceαe リンドウ科

Tripterosp巴rmumjaponicum MAXI!vl. ツルリンドウ

Labiatae シソ 科

Clinopodium sachalinense Kornz. ミヤマトウバナ

林内

林内

林内

林内

林内

下部林内

Lycopus uniflora MICHX. ェゾシロネ 草原湿地

Scroρhulariaceae ゴマノハグサ科

Mimulus sessilifolius MAXUvl. オオパミゾホオズキ

Veronica tenella ALL. テング、クワガタ

Plantaginaceae オオノくコ科

Plantago asiatica LINN. オオバコ

Rubiaceae アカネl,;J-

Galium boreale LINN. var. kamtschaticum MAXlivl. エゾキヌタソウ

Galium kamtschaticum STELLER エゾノヨツノくム グラ

Caρrifoliaceae スイカズラ科

Linnaea borealis LINN. リンネソウ

W eigela middendorffiana K. KOCH ウコンウツギ

Cainpanulaceae キキョウ科

路辺

草原

路辺

草原

林内，草原

上部林内

林縁

Peracarpa carnosa Hom＜.日．巴tTHOMS. var. circaeoides MAKINO タニギキョウ 林内

Compositae キク科

Anaphalis margaritacea BENTH. et Home引.var. angustior NAKAI ヤマハハコ 林縁

Artemisia montana PA1v!PAN. エゾヨモギ

Aster glehnii FR. Scmvr. エゾゴマ ナ

Cacalia auriculata DC. var. bulbifera Kornz. コモチミミコウモ リ

Cacalia hastata LINN目 var.orien talis OHWI ヨブスマソウ

Cirsium kamtschaticum LEDEE. エゾアザミ

Erigeron canadensis LINN. ヒメムカシヨモギ

下部林地

下部林内

林内

下部林内

下部林内，草原

草原

Eupatorium chinense LINN. var. sachalinense KITA!v!URA ヨツバヒ ヨドリ パナ 草原

Ixeris dentata NAKAI ニガナ 草原



var. albiflora NAKAI シロパナニガナ

Lactuca raddeana l'vIAXUvl. var目 e]ataKITAM. ヤマニガナ

Leibnitzia anandria NAKAI センボンヤ リ

Petasites japonicus Mro. var. giganteus HORT. オオブキ
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草原

草原

草原

下部林地

Senecio cannabifolius LESS. ハンゴンソウ 下部林地

Solidago decurrens LOUR. コガネギク 草原

Monocotyledoneae 単子葉植物

Gramiueae イネ科

Calamagrostis clavata TRIN. ヤマヌカボ

Calamagrostis langsdor侃iTRIN. イワノガリヤス

Calamagrostis hakonensis FR. et SAV. ヒメノガリヤス

Deschampsia flexuosa TRIN. コメススキ

Digitaria violascens LINK アキメヒ、ンノく

Glyceria alnaster巴tumKOMAR. ミヤマ ドジョウツナギ

Miscanthus sinensis ANDERS. ススキ

Muhlenbergia longistolon OHWI タチネズミ ガヤ

Sasa kurilensis MAKINO et SHIBATA チシマザサ

Cyρeraceae スゲ科

草原

草原

林縁

草原

草原

林縁

草原

林内

草原，林地

Carex oxyandra KUDO ヒメスゲ 草原

Carex sachalinensis FR. SCHi'vl. ゴンゲンスケ‘ 林内

Fimbristylis ochotensis KOiVIAROV アカンテンツキ

Juncaceae イグサ科

Luzula capitata Mro. スズメノヤ リ，スズメノ ヒエ

Luzula plumosa E. MEYER var. macrocarpa OHWI ヌカボシソウ

Juncus tenuis I司TILLD. クサイ

Juncus mertensianus BONG. エゾノミク リゼキショウ

Liliaceae ユリ科

Heloniopsis ori巴ntalisC. TANAKA ショ ウジョウパカマ

Lilium med巴oloidesMAXIiVI. クルマユ リ

Maianthemum bifolium F. W. SCHi'vlIDT ヒメマイヅルソウ

Maianthemum dilatatum NELS. et MACER. マイヅルソウ

Polygonatum maximowiczii FR. SCHi'vl. オオアマドコロ

草原

草原

林内

路辺

林縁 （希｝

林内

林内

林内

林内

下部林内
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Streptopus amplexifolius DC. var. papillatus OHWI オオパタケシマラン 林内

Streptopus streptoides FRYE et RIGG ヒメタケシマラン

var. japonicus FASSETT タケシマラン

Trillium apetalon MAKINO エンレイ ソウ

form. rubrocarpum SAMEJIMA アカミノエソレイソウ

Trillium tschonoskii MAXIM. ミヤマエンレイソウ

Orchidaceae ラン科

Platanthera takedae MAKINO ミヤマチド リ

Spiranthus sinensis AMES ネジバナ，モジズ リ

冬期 l己おける無積雪地の地温

若浜五 郎 ＊ 中 村 勉料遠藤八十一＊

I. まえがき

林内

林内

林内

林内

林内

林内

草原

高原温泉附近は冬季， 2～3m の積雪に蔽われ， 時折り 山スキーヤーが通るにすぎない。

2月の気温は，正確な資料はないが，次節でのべるように，日中でも －l0°C以下の寒冷地で

ある。それにも拘らず，高原温泉附近には，厳冬期でも積雪のない， 地面の露出した地域が数

カ所もある。これは，その場所の地熱が異常に高いため，降りつもる雪が忽ちとけて，積雪に

ならないからである。これらの露出地には辞類など種々の植生が生じ，真冬でも枯れないでい

る。このような特殊の植生は，これらの露出地が，ある特殊な条件下にあるために生じたもの

で，とくに地温と密接な関係があることが推測される。われわれは，舘脇名誉教授の依頼によ

り，昭和 40年 2月中旬に， この地の一般気象観測および地温の観測調査をおこなった。以下

にその結果の概略をのベる。

II. 観測結果

地温等の観測は， 昭和 40年 2月17日から同 21日までの 5日間， 上記高原温泉の近くに

ある無積雪地 2カ所において行なわれた。 PlateV, Photo 14は，そのひとつ，調査地 A（草

原の植物群落調査の ［I］区に相当）の全景の写真である。このすぐ近く， 北東側約200m の地

点に調査地 B（草原の植物群落調査の ［II］区に相当）がある。

本 若浜 ・遠藤； 北海道大学低温科学研究所

林 中村 ： 科学技術庁防災センター雪害実験研究所
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観測項目は，一般地形の観察，測量，地表面状態の観察，記録，気温の観測，地温の水平

と垂直分布の測定および露出地周辺の積雪状態の観測等であった。

第 19表に調査期間中における気温をまとめた。参考のために， 寒さがきびしいといわれ

る旭川における気温もかかげた。これらを比較すると，高原温泉は，日中夜間を通じて －15°C

以下のことが多く ，日中の気温は旭川より も5～10°c くらい低いことがわかる。

第 19表 気温の測定値（。C) 昭和 40年 2月 17日～21日

九と 高原祖泉 II 
17日 I1s日 I19日 I20日 I21日 17日｜則 I19日 ｜川 I21日

6時 -21 -20 20 -11 -23.0 -224 -12.1 -13.1 -6.4 

12時 17 一17 一7 -111 11.3 - 6.3 5.8 -1.7 

18 I時 一17 -19 -21 12 - 87 -115 一77 - 7.5 +o.s 

24時 -21 -19 -24 - 9 -19.6 -12.0 -19.6 -10.1 -12 

本旭川地方気象台記録より

A 

第 9図 調査地 Aの地形と地表面状態及び地獄（表面及び表面下 5cm)
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第 9図（左）に，調査地 Aの地形および地表面の状態を示した。ほぼ南北の方向にのびた

細長いこの露出地は，長さ約 150m，幅 20～30m で，その周囲は，深さ約 2m の積雪で蔽わ

れていた。図の細い実線は， lmごとにヲ ＇＂、た等高線で，露出地の最南端を基準 Om に選んで

ある。露出地の最北端は， ここより 19m高く，平均斜度は約 70である。露出地の中央附近

には，厚さ 50～100cmの島状の積雪地が大小 3カ所もあり，露出地内にも気温の低い場所が

あることを示している。

地表面を観察すると， ある領域には辞類が， また，ある領域には，長さ 25～30cmにも

達する大きな霜柱が密生し（PlateV, Photo 15の手前白いもの，および PlateV, Photo 17），ま

た，ある領域には枯草の上に 2～3cmの厚さの雪が，うすく蔽っていた。これらの領域は，第

9図（左）に破線で囲んで区分して示してある。

このような地表面の状態と，地温との関連性を調べる目的で，地表面および表面下ある一

定の深さの地温を測定した。

測定点

(ml 

下の主主点 L,から 0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

50 

51 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

85 

90 

95 

100 

100 

第20表 地lffi'，の測定値（。C)昭和 40年 2月 18日

基線 L1L1にそって測定した地温

~h·m了lj I表 面 I5cm下｜ 備 ゴ手， 

10. 28 十6.2 +18.8 土

32 14.9 20.2 こlナ

34 9.6 20.8 土，こけ少

36 10.0 19.8 こけ少

39 1.5 7.8 こけ，雪（多雪地帯）

46 10.7 15.8 草地（枯草）

48 11.2 20.0 草地，こけ有

52 15.6 25.0 II ，， 

54 7.3 13.2 土

56 8目9 10.7 土，斜面

59 8.2 12.6 土，斜面，霜柱，深雪 （中の島の端）

11. 03 13.7 19.6 こけ，斜面

05 17.6 25.1 こけ一面

08 12.5 17.6 こけわずか

12 11.0 16.0 こけ

14 3.3 10.6 土，霜柱

16 12.5 17.0 こけ

18 0.0 6.5 積雪1cm位

20 9.0 16.6 こけ， うすい雪，所 空々気穴有

21 5.4 11.6 こけ，積雪2cm位

28 9.7 26.0 噴気口検 5cm石と石の問の土の中

27 12.0 14.0 石の上にこけ厚し

18.5 40cm離れた石のない地点



百UJ 定点

(m) 

下の基点 L2から O

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 

35 

40 

45 

50 

55 

60 

65 

70 

75 

80 

85 

90 

95 

100 

A線東端より 。
5 

10 

15 

20 

25 

30 

32 

B線東端より 。
5 

10 

13 

15 

20 

25 
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基線 L2L2(L1L1の東 5m）にそって測定した地温

i時刻 ｜ ｜ ｜ I I cm下 ｜
(h・m) I I I 

備 考

12.55 +19.0 +29.6 こけ

45 ’9.0 15.1 少し草， うす氷

43 1.5 5.6 土，車のわだちのあと，霜柱

40 8.0 17.4 土，わだちの跡

38 11.0 23.1 土，やや堅い

34 11.1 19.1 かたい土

30 9.3 14.9 こけ，枯草，土，積雪 1cm 

29 8.0 [4 cm下 11.6] 霜柱，堅い土

32 12.9 fl 

25 0.2 4.2 青草有， 霜ざらめ雪

21 9.7 16.9 斜面，こけ，草， うす氷

19 7.0 16.7 雪の端（山頂側の）

17 11.0 19.2 こけ，平たん地

15 8.3 11.6 斜面，こけ

12 4.2 12.0 かたい土

08 5.0 10.8 土，こけ少々，積雪 1～2cm

05 4.1 7.0 土，積雪 2cm

01 3.7 7.5 雪，こけ，枯草

11. 59 4.9 8.0 雪，こけ，枯草，積雪 2～3cm

56 6.6 10.3 雪，こ け，枯草，積雪 6cm

54 7.5 11.0 雪，こけ，枯草

53 7.6 11.6 雪，こけ，枯草

A A'線にそって測定した地温

15.40 十12.0 +18.0 ささ

41 2.6 9.8 草のわだち跡，霜柱

45 15.1 33.0 こけ

48 4.9 25.0 保安林看板

50 11.0 18.8 こけ

53 7.4 24.0 こけ

56 10.3 18.2 こけ一

59 8.3 15.5 すげ， A線西端

BB＇；線にそって測定した地温

15.00 +15.6 +21.0 ささ

03 8.0 11.7 霜柱地帯

07 10.6 21.6 こけ一

03 14.2 21.5 基線 LtLiとの交点，こけ

10 11.0 17.1 こけ，すげ

17 4.5 18.8 粘土

19 16.9 27.3 こけ， B線西端
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まず，2月18日に，調査地Aの基線合 L1LLL2 L~ 線， AA' 線， BB' 線にそい， 5mおきに

地表面および表面下 5cm の地温を，サーミスター温度計ーで測定した。その結果を，第 20表に

まとめ，また，第 9図（中），（右）に記入し，等温線を示した。

これらの図を見ると， 4!¥li積雪の露出地内には，局所的に地温のかなり高い領域と，あまり

高くない部分があることがわかる。たとえば，第 9図（中）の地表面温度をみると， ＋15°C以

上の領域が5カ所， また，第9図（右）の表面下 5cmの地温では， 十25°C以上の領域が8カ

所もみられる。このような高温領域の分布は， 地中の温泉の鉱脈と関連があるにちがし、ない。

第9図（中），（右）と， 地表面状態を示した第9図（左）とをくらべてみると，醇類地帯は， 地表面

温度が ＋5°C以上， 表面下 5cm の地温では， ＋15°C以上の高温領域に限られていることが

わかる。このような高温領域では， 地中から拡散 してきた水蒸気が，地表面附近で凝結するた

め， 地表面がつねにほどよくぬれていること， 地表面が冬季でも適度の温度に保たれているこ

となどが，この地における蘇類の繁茂をきたしたのであろう。 しかし，高温領域だといって，

必らずしも常に醇類が生えているとは限らない。高祖領域内にも霜柱が生えているところがあ

った。霜柱の成長には（イ）水分の補給，（ロ）寒冷，（ハ）適当な土援の三つが必要であるが，こ

の霜柱領域は，（イ），（ハ）の条件が特別によかったものと考えられる。

このような関連性をさらに詳しく調べるために，辞類地帯，霜柱地帯， うすゆき地帯，お

よび深雪地帯内に代表点 10カ所を選び， 地温の垂直分布と， その時間的な変化を観測した。

調査地 Aには，蘇類地帯の代表点と して， a, d点， 霜柱地帯に c点， うすゆき地帯に e,f 

点，深雪の下に b点の計6点を選んだ。これらの地点は，第 9図（左）に a,b, c, d, e, fを附

した③ 印で示しである。 さらに，調査地 Bでは3 辞類地滑の代表点として，p,r, sの3カ

所，霜柱地帯に q点を選んだ。ただ し これらのうち， s点は辞類の上に，1～2cm の厚さの

うすい雪が蔽っていた。

これら各点について地表面，表面下 5cm, 20cm，および50cmの地温を測定した。 50cm

の地温は留点温度計を用いて測定 したが，それ以外はすべて曲管寒暖計をあらかじめ埋めこん

でおいて地温を読みとった。えられた結果は，第 21表にまとめてある。 また，その一部を，

グラフにして第 10図に示した。

この図でわかるように，高卒類が生えている地域では，それ以外の地域に比べて地温がかな

り高い。醇類地域と，蘇類が見られない地域と，蘇類の生存可否の限界とみられる地域とで，

大よその地温を分類すると，第 22表のようになる。

この表の限界地域の例として， 地温観測点 sがある。 s点では， 「うすゆき」の下に辞類

がみられたが，この地域の地温がもう少し低いと，雪が深くなり， E平類は，も早生存しえない

と思われる。

＊ 基線L1L1（長さ 100m）は調査地Aのほぼ中央を下から上に設定したもので，第 9図には， 5mおきに×印

をつけてある。基線 L2Lfはその東側に 5m-の聞をとって設定した。基線 AA’， B B’はこの し L;に直

交し，第 9図に示すように設定した。
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第 21表 地／liil.測定結架（。C)IIB和 40年 2月17日～ 21日

1965 a 点こ l寸

日付 Il~ h•mtj I 0cm I 5cm I 20cm I 50cm I 備
よー

2月 17日 16. 55 +14.9 +29.0 +57.8 +86.7 

18 10. 15 十13.8 十27.3 +58.8 +87.0 

12.42 十13.9 十28.2 +57.8 +85.3 

15.43 +12.6 +26.8 +58.0 +85.6 

17. 51 +12.4 +26.4 +57.7 +85.5 

23. 11 +12.2 十25.8 十57.5 +83.0 

19 04.36 +13.1 十25.2 +57.4 +85.8 

10.45 +14.6 +26.0 十57.2 +86.0 

17. 50 +13.2 +24.9 +57.4 +83.3 

20 18.08 十18.3 十30.3 +60.3 +86.7 

21 08. 15 +16.8 +28.8 +64.5 +86.8 

b 点 深雪の下

2月 17日 17.00 +4.2 +8.3 +20.5 +69.7 

17.40 +4.2 +9.3 十20.9

18 12.46 -02 +4.1 +18.7 +36.9 

17.58 +0.9 十4.3 +17.7 +10.4 {50cmの測定 i地中の間まで達

23. 76 +4.6 
していなかったら しい

+1.5 +17.1 +20.0 

19 04.40 +1.6 +4.5 +16.3 +24.0 

10. 50 +1.7 +4.4 十15.9 +15.3 

17.45 +0.2 +4.1 +15.3 +16.2 

20 18.40 +1.7 +4.3 +14.2 +16.1 

21 08. 16 +2.5 +4.3 +14.7 +30.3 

c 点 1電柱地

2月 17日 16.40 +2.0 十12.2 +25.5 +47.8 

17.25 +2.5 +12.2 十26.4

18 11. 47 0.0 十 8.5 +21.0 +46.7 （霜柱，表而混度計もちあがって
し、た

18.05 +3.5 十 8.2 +19.1 +40.1 

23.22 +3.4 + 7.8 +18.3 +42.0 

19 04.44 +3.4 + 7.4 +17.8 +41.7 

10. 55 +3.6 + 7.3 十17.8 +39.2 

17. 55 十2.7 + 6.6 +17.6 +36.7 

20 18. 40 +4.7 + 8.9 +21.8 +54.6 

21 08. 25 +8.9 +ll.2 +26.4 +52.2 
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1965 d 点こ け

日付 I~h •m~~ I 0cm I 5cm I 20cm I 50cm 備 考

2月 17日 16. 10 +16.1 +33.7 +56.0 +61.3 

17.30 十16.4 十39.4 +56.0 

18 11. 40 +20.4 十45.2 +57.8 十62.0

11. 52 +61.6 

15. 11 +17.6 +44.9 +58.0 +62.0 

18.07 +17.6 十43.5 +58.0 +62.0 

23.27 +17.2 十43.4 +57目9 十61.7

19 04.48 +17.2 +42.6 +58.0 +61.6 

10.48 +17.2 +43.3 +57.8 +61.2 

17.49 +14.4 +41.2 +57.5 +61.3 

20 18.35 +14.7 十43.4 +55.0 +58.8 

21 08.30 十18.0 十41.9 +57.3 +59.7 

e 点 うす雪

2月 17日 16.06 +2.9 + 8.4 +18.8 

17.35 +3.0 + 8.5 十19.3 +26.0 

18 11. 37 +3.0 + 9.4 +21.1 +37.3 

12. 02 +3.2 十 9.6 +21.15 +37.6 

18. 13 +5.2 +10.3 十21.7 +40.0 積雪 2cm位かぶる

23.30 +5.4 +10.7 十22.2 +39.2 

19 04.52 +5.4 十10.9 +22.4 +35.6 

10.51 +6.1 +11.4 十22.8 +37.0 

17.45 +4.2 +11.2 +23.0 +37.0 

20 18.30 +4.2 +11.4 十23.3 +38.1 

21 08.37 +5.6 +11.3 +23.6 欠 m11

f 点 うす氷，着霜あり

2月 17日 15.48 +9.8 +13.2 +24.3 

17.30 +8.1 +12.8 +24.7 +37.6 

18 11. 30 +6.5 +12.9 十25.5 +45.5 

18. 15 +8.5 +13.9 十25.4 +45.0 

23.31 +7.6 十13.2 +25.6 +45.0 

19 04.55 +8.6 十13.8 +25.6 +45.5 

10.54 十9.3 +14.6 +26.0 +45.0 

17.35 +7.4 +14.6 +26.3 +45.6 

20 18.30 +6.5 +14.9 +26.5 +45.3 

21 08.45 +8.7 +14.4 +26.7 +46.2 
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1965 q 点霜 柱

備 ず, 

2月 18日 11. 50 +10.9 +24.6 +66.0 

12.30 +10.0 +25.9 +69.5 +80.2 

15.00 + 8.4 +30.3 十74.2 +80.3 

18.03 + 8.2 +29.8 十73.0 +80.3 

23. 20 + 8.8 +30.5 +71.9 +80.8 

19 04目 40 十 8.0 +30.0 +71.8 +79.7 

10. 47 + 9.0 +35.6 十77.5 十78.5 20cmの地温は 23cmの点

17. 15 + 8.3 +34.6 十75.3 +78.4 

20 18.28 十12.6 +41.0 +76.7 
+77.5 I .'TI. 0) ~11!; ~… 

21 08.23 + 6.0 十37.0 +77.5 +77.6 

p 点 こ け

2月 18日 11. 45 +26.1 +48.3 +88.3 

12.30 +25.1 十52.3 +89.0 十91.0

15. 00 +20.8 +57.6 +89.3 +91.3 

17.37 +20.5 +58.2 +89.8 +90.9 

23. 15 十21.9 +59.7 +90.0 +91.2 

19 04.45 +22.2 +59.6 十90目。 +90.7 

10. 52 +25.0 十60.0 +90.0 十91.0 1噴気口すく点検

17.22 十21.7 +60.6 +90.4 十91.2

20 18.31 +28.5 +62.5 +90.4 +91.2 こけの上に水球が光っている

21 08.32 十23.1 十61.4 十90.0 十89.9

s 点 こけ， くさ（うすく雪かぶる）

2月 18日 14. 15 +4.8 +14.1 +26.3 十41.0

17.52 +5.0 十13.9 十27.4 +49.1 

23.25 +6.6 十14.1 +27.5 +51.5 

19 04.55 十8.6 +14.9 +27.6 +51.0 

10目 59 +9.4 + 15.4 +27.9 +49.3 

17.30 +7.0 +15.0 +27.8 +50.2 

20 18.25 +4.8 +15.0 +28.2 +51.8 

21 19.01 +9.2 +15.0 十28.4 十51.7

r 点 こけ，かれくさ

2月 18日 15.40 +16.6 +30.3 +43.3 

23.20 +18.3 +29.3 十43.3 +61.7 

19 04.50 +17.9 十29.6 +42.8 +61.0 

10. 57 +18.6 +29.9 +42.6 +60.5 

17.23 +16.6 +29.25 +42.1 +60.4 

20 18.34 十19.2 +33.7 +45.2 +59.5 雪なし。こけ震出

21 08.40 +21.4 +33β 十45.0 +59.4 
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第10図 2月 17日～21日， 1965 大雪山高原視泉附近

無積雪地， j也／Fnl霊直分布

第 22表 辞1也干lr，辞のない地帯および，詳の生存限界地情
における地温分布の比較

JOO 

． 

表面下 20cm 表面下 50cm深 0cm （地表面） 表而下 5cmさ

蘇 地 ,m: I +10°～＋15。C以上 I+25°～＋30。C以上

限 界地帯 ｜ +50～＋10°c I +15°～十20°c

訴のない地帯 I +s。C以下 I +15C。以下

+40。C以上

+25°～＋30°C 

+l5°C以下

十60°C以 k

+50°C位

+50。C以下

露出地 Bの内霜柱地帯に設定した地祖観測点 qでは，地表面祖度が ＋8°Cで， ！伴類地帯

のそれに比べてかなり低いが， 地中，表面下 20cmで＋74°C，同 50cmで ＋80°Cと非常に高

温度を示した。これは，この地点での土壌が大きな多孔度をもち，地下深くからくる高温度の

水蒸気が他の霜柱地帯におけるよりも非常に強く拡散してきたことによると思われる。事実，

この地点に温度計を埋め込むために，直径 8mmの鉄棒を土中につき さし，深さ 20cmの細い

孔を作ったところ，この孔を通って，もうもうと高温の湯気が上って来るのがみられた。

同じ露出地 B内の p点における地担分布は，今述べた霜柱地帯の q点と，温度勾配はよ

く似ているが， p点では蘇類が生えていた。p点では，深さ 20cmの地温が ＋90°C で， q点

での同じ深さの地温よ りも 15°c も高かった。 このため， 地表面での温度が q点よ りも 15°C

以上も高く， p点には醇類が生存できるようになったと考えられる。 p点における土壌は， q

点におけると同様， 一般の他の土壌に比べて，多孔性が大きなものであった。露出地 Aにお
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ける d点も，今のベた p点と類似した条件下にあった。

これに対して，露出地 Aにおける観測点 b,c, e, fでの地温分布をみると，いずれも温度

分布が類似している。上の P,q点とことなるのは，表面下 50cmから地表面に至るまでの祖

度勾配がほぼ一定（0.65°C/cm）なことである。これは，そこの土壌の性質（熱伝導度など）が，

ほぼ一様なことを示している。深さ 50cmにおける温度が低いのは，それより深い部分の土の

通気性が欠しく，下からの高祖水蒸気の拡散が少ないことによると思われる。

III. 論議

前節では，醇類発生地，霜柱発生地などと地温分布と の関連性を調べるために， 地表面温

度などの観測結果をのベた。 ところが， 一般に， ある物体の表面温度を正確に測定すること

は，非常に難かしい。どのような方法で表面温度を測定したか，その精度はよいのかというこ

とが，つねに問題となる。われわれの場合は，気象庁の気象観測法に準じて，サーミスター温

度計の感温部を，ごくわずか土中にさし感温部にパラパラと土をかぶせるていどにして地表

面温度を測定した。 ところが，測定中の気温が－17～－l8°Cであったにも拘らず，地表面温

度の測定値は，十5°,+ 10°, + 15°Cといった高い値が得られた。これは，通常の水銀温度計で

測定したばあいも同様であった。たとえば，霜柱発生地での地表面の温度は， ＋so～＋10°cで

あった。霜柱が成長している以上，その地の表面温度は， O。Cあるいは，それよりわずかに低

い温度で、なければならないのだが，観測値は，それより 5。Cも 10°cも高かったのである。こ

れは， 地表面附近の温度勾配が急峻であること，また，表面の凹凸がかなりあって，どこをも

って表面とするかが不分明なことなどに由来すると考えられる。たとえば， p点における地表

面 ±5cmの平均温度勾配は 7～8°C/cm, ±2 cmの平均温度勾配は，実に 20°C/cm のていど

であった。従って，寒暖計の感温部の深さが 1mmくるえば， ±2°Cもちがってくることにな

る。 水銀温度計の感温部は 3～4mmの大きさなので，測定値には土4。Cくらいの誤差は充分

考えられる。しかし，ここでは， 上にのベた方法で得られた値をもって， 地表面温度として議

論を進めてきた。このように， 地表面温度の測定値には，かなりの誤差が見込まれるが，その

地域の地表面温度が高し、か低いかを知るためには，これでも充分であると考えられる。

IV. まとめ

以上，昭和 40年 2月中旬，大雪山高原温泉附近に，厳冬期でも存在する無積雪地において

行なった地温測定結果の概略をのベた。厳冬期でも，この地に蘇類が生活しうる条件は，土の

多孔性，通気性が適度に大きく ，下からの水蒸気の供給が強く， 地表面温度が＋15°C以上に保

たれていることである。

しかし蘇類地帯， 霜柱地帯などにけおる表面の熱収支をより詳しく論ずるには，日射，

長波長唱射，風速の垂直分布，より詳しい地慌の分布，表面での水分の蒸発， 土の熱的性質お
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よび組織，土の含水率，土の中での水蒸気の流れなどを正確に測定しなければならない。これ

は今後に残された課題て、ある。

おわりに，この調査を行なうに当って，北大農学部の舘脇操名誉教授，伊藤浩司助教授ほ

か植物学教室のかたがた，上川町役場のかたがた，大雪観光株式会社のかたがたには，絶大な

る御助力をいただいた。深く感謝の意、を表する次第である。第四表に示した旭川における気

温は， 札幌管区気象台から資料をいただいた。

土 壌

内田丈夫キ成田孝一料青木直敏料

土壌調査はこの地域で主な基群集毎に代表的な試孔点を求め，その地点の土壌断面につい

て肉眼的な調査を行なった。

土壌のほかに，大小の岩礁，火山刷出物，火山泥，またはこれらの風化生成物から構成さ

れ，複雑な堆積様式を示すところがある。

今各基群集の土壌断面の調査結果を述べると，つぎのとおりである。なお調査方法ならび

に名称については主として国有林野土壌調査方法に準じた。

a1 ススキ基群集

A。0～0.5 cm。ススキ， ヒメスゲ，辞類などの遺体が堆積し，膨軟な層を形成している。

IA 5～6cm。黒褐色。団粒状構造。やや意。潤。 細根の分布が多い。埴質壌土。下層へ

の推移は漸。

IA2 27～30 cm。淡黒褐色。弱度の堅果状構造が見られる。潤。根系の分布は多い。拳大の

際が多く，その聞に含まれる細土は埴質壌土よりなる。下層との境界は明瞭である。

IIC +20 cm。灰黄褐色。大礁がすこぶる多く， この間隙にさらに小豆大の礁が存生する。

この部分から水蒸気が弱く噴出する。

I層は全般的に黒褐色を呈し，ススキなどの根系が多く分布する。II層とは土性の上から

も明らかにことなる。土壌型として BD型に類別した。

a2 ヨツパヒヨドリ集落

A。O～2cm。ススキなどの落葉やこれらの腐朽物が粗に堆積。

＊ 内回・ 材、業試験場北海道支場

料 成田・青木・旭川営林局計画課
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IA1 4～5cm。黒褐色。団粒状構造を有し，意。潤。ススキなどの根系の分布がすこぶる

多い。埴質壌土。下層への推移は漸。

IA2 12～14cm。黒褐色。塊状構造を含む団粒状構造。難。 j問。 小礁を含む埴質嬢土。下

層との境界は明瞭。

IIB +15 cm。褐色。人頭大や小形の礁が組に堆積している。潤。根系は礁の間i療に多く

分布する。

本地点の表層は a1のそれと類似の様相を示しているが，前者にくらべて団粒状構造が発達

しており， BE型として類別した。

a』 ススキーヨツパヒヨドリ集落

A。0.5cm。ススキなどの遺体及びその腐朽物が粗に堆積。

IA 25 cm。黒褐色。塊状構造を含む団粒状構造によりなり穀。潤。すこぶる礁に富む。

根系の分布は多い。際間にある細土は埴質壌土よりなる。 II層との境界は明｜瞭。

IIB +15 cm。灰黄備色。拳大の礁が多く，この聞を細土が満している。根系の分布がみ

とめらhる。

本地点の土壌は前2者と同様に， I層と II層とは母材をことにし， II層は大形の礁からな

る石際土であるが， I層は a2と同じく塊状構造を含む団粒状構造が発達し， a1より もa2に近

い土壌断面を示すことが認められ， BE型として類別した。

ススキの優占する a1はススキーヨツパ ヒヨドリ基群集の分布するところよりも方位は等

しいが，傾斜は強い。また a1の II層にあたる部分は調査時僅かではあるが水蒸気の噴出が認

められた。これらのことがらは a1 と a2 及び a~ のそれの形態に影響を及ぼしているものではな

し、かと推測される。

b1 チシマザサ基群集

A。2～3cm。ササの遺体及び腐朽したものが堆積。

IA1 3～4cm。黒褐色。団粒状構造を呈し，話。潤。チシマザサの地下茎や根系の分布が

多い。 埴質壌土。

IA2 20 cm。淡黒褐色。堅果状及び塊状構造からなり，やや意。拳大以下の礁がみとめら

れる。地下茎や根系の分布は多い。

IB 5～6cm。褐色。弱い塊状構造がみとめられる。軟。 i問。地下茎や根系の分布がみと

められる。 下層との境は明瞭。

IIC +20cm。灰黄褐色。懸。潤。砂質壌土。
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h2 チシマザサ基群集

A。3cm。ササの落葉や遺体が粗雑に堆積する。

IA1 3～4cm。黒褐色。塊状構造を含む団粒状構造からなり，意。潤。ササの地下茎や根

系の分布が多い。埴質壊土。 IA2への推移は漸。

IA2 13～16 cm。黒褐色。塊状構造からなり，軟。潤。地下茎や根系の分布が多い。人頭

大の礁が存生する。 IIBとの境は明瞭。

IIB1 3～4cm。赤褐色～灰赤渇色。軟。 i閏。細根がみとめられる。植質壌土。これは次第

に IIB2に移る。

IIB2 +5 cm。灰黄褐色。軟。潤。細根の分布がみとめられる。埴質壌土。

I層と II層の母材は異質のもので， II層は色調などから，温泉の影響を直接被ったものか

らできているのだろうと考えられる。

b調査地群の土壌の I層は a調査地群のそれに似た断面を示しているが，礁含量が後者に

くらべて非常に少ない。 b調査地群の土壌は両者とも BD型に類別した。

Ci 穿類ーダイセツヒナオトギリ基群集

A。2～4cm。辞類， タイセツヒナオトギリの生育する層の下部は醇類の遺体や仮根で網

状になっている。

A 3～4cm。灰褐色。軟。潤。辞類の仮根やヒナオトギリの細根が分布する。 5mm以

下の小形の磯が多い砂質嬢土。

B/C 十5cm。灰黄1登色。やや堅く ，部分的に鉄斑がみとめられる。ヒナオトギリの細根が

存在する。砂質壌土。

土壊生成作用の初期にあると考えられ，末熟土（Im型）に類別した。

C2 醇類ーダイセツヒナオトギリ基群集

A。2～4cm。辞類， ヒナオトギリの生育する層の下に薄く辞類の遺体がその仮根やヒナ

オトギリの細根で縫合されている。

I 2～3cm。黒褐色。弱い団粒状構造がみとめられ，軟。やや湿。仮根やダイセツヒナ

オトギリの細根の分布が多し。壌土。

II 5 cm。暗褐色。弱い団粒状構造及び堅果状構造がみとめられる。軟やや湿。

III +5 cm。淡灰黄褐色。礁の間際に僅かに細土がみとめられ，埴士。軟。湿。高温の水

蒸気が岩礁の聞から噴出している。

C3 穿類一ダイセツヒメオトギリ基群集

A。3～4cm。蘇類， ヒナオトギリの生育する層の下に薄く辞類の遺体などを蘇類やタイ
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セツヒナオトギリの細根が縫合する。膨軟な層がある。湿。

I 3～4cm。H音褐色。弱い団粒状構造がみとめられる。軟。やや湿。醇類や夕、イセツヒ

ナオトギリの地下部が多い。壌土。

II +5 cm。灰黄褐色。軟。湿。ポケッ ト状に砂を含む埴質壌土。

すこぶる岩礁に富み，その間隙を火山泥や風化生成物が充填している。岩礁の表面に蘇類、

や夕、、イセツヒナオトギリが生育し，その下に I層が形成されている。

c調査地群のうち， c，以外の表層は未だ土壌生成作用が進行しない，むしろ風化生成物や

火山泥が堆積し，これに蘇類などの地下部分が関与して，層の外観にちがし、をもたらしている

のではないかと推測された。

d, 醇類ーアカンテンツキ基群集

I 1 cm。黒褐色。軟。潤。蘇類の仮根及びアカンテンツキの細根の分布が多い。壌土。

II 3～5cm。黒褐色。やや堅。湿。アカンテンツキの細根の分布がみとめられる。嬢土。

III +3 cm。黄褐色。軟。湿。礁の間隙を充填する。

蘇類が繁茂し，毛セン状の外観を有する薄い層の下に I層が横わる。この I層は軟い板状

構造を呈するが，辞類の仮根により鉱物粒子が縫合されて，形成されているようである。

d2 醇類一アカンテンツキ基群集

A。蘇類やアカンテンツキの下部にこれらの遺体が仮根や細根によって縫合され，薄い有

機物層を形成する。湿。

I 2～4cm。淡檀色。堅。やや湿。栂指大の礁を含み，壌土。アカンテンツキの細根が

みとめられる。下層との境は明瞭。

II 3～4cm。赤樟色。軟。湿。 砂質壌土。下層との境は明瞭。

III +5 cm。赤樫色と灰白色の部分が交錯する。軟。湿。埴土。

本調査地は岩礁地で，礁の間隙に以上のような断面がみとめられた。

d~ 辞類ーアカンテンツキ基群集

I 3 cm。灰黄褐色。軟。湿。壌土。アカンテンツキの細根の分布認められる。 下層との

境は明瞭。

II 3 cm。灰黄褐色。軟。湿。砂質壌土。下層との境は明瞭。

III 6 cm。淡檀色。軟。湿。砂質壌土。下層との境は明瞭。

IV 4cm。淡灰褐色。軟。湿。 埴土。下層との境は明瞭。

前者と同様に醇類やアカンテンツキの生育する下の岩磯の間隙を風化生成物や火山泥など

が多数の層位を形成している。
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d3 穿類ーアカンテンツキ基群集

A。0.5～1.0cm。醇類やアカンテンツキの下部にこれらの遺体を仮根などが縫合しやや

膨軟な薄い層を形成する。

I 1 cm。黒褐色。やや堅。やや湿。アカンテ γツキの細根が認められる。

II 1～3cm。褐色。やや竪。湿。砂質壌土。ポケット状に砂が含まれている。下層との

境は明瞭。

III +3 cm。赤樫色。やや堅。湿。砂土。

この地点も前3者と同様に，岩礁の間｜療に以上の 3層が区分される。

e アカエゾマツーハイマツ基群集

F1 3～4cm。 4～5cmの針葉樹落葉が粗雑に堆積する下に，腐朽した落葉が茶褐色に変

色し， やや密に堆積。

F2 4～5cm。腐朽した落葉は暗茶褐色の制片になって堆積。菌糸が多い。

I 12～15 cm 暗褐色。部分的に粒状構造がみとめられる。話。 乾。菌糸がみとめられ

る。 樹木の根系が多い。 礁に富み， この間隙を砂質壌土に属する細土が充填してい

る。 II層との境は明瞭。

II 15～20cm。灰赤褐色。部分的に粒状構造がみとめられる。索。やや乾。根系の分布

が多い。 I層と同様に礁の間隙を砂質壌土に属する細土が充填している。

細屑状モルに属する堆積腐植が人頭大以上の大きさな岩礁を被い，その間隙を火山地出物

第23表 pH価（H20)

断面層位 pH I断固層位 pH I断面層位 pH I lifr mi層位 pH I断面層位 pH

工A1 5.6 IA1 5.2 A 5.1 I 5.3 工 4.6 

c, B/C 
e 

a1 工A2 5.2 工A2 5.3 5.1 d1 II 6.0 II 4.4 

IIC 5.4 
b1 

工B 5.6 6.2 JlI 

IIC 5.8 IA 5.2 

工A1 5.3 C2 IIA 5.4 工 5.0 

a2 工Ai 5.4 IA1 5.1 JlI 5.8 dヲ II 5.2 

JIB 5.7 IA2 5.1 JlI 5.2 
b2 

IlB1 5.4 工 5.2 

IA 4.9 IlB2 5.4 C3 Il 5.4 I 4.9 
a’ 2 IIB 5.5 II 5.2 

d2 
III 5.4 

IV 5.8 

a1・スλキ a2：ススキ ヨツパヒヨドリ a2：同左 b1：チシマザサ b2；同左

CJ ・ダイセツヒナオトギリ C2目同左 C3・同左 d1：ア カンテ γ ツキ d2・同左 <lz：向左

巴：アカエゾマツー ハイマツ
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などが複雑な層を形成して堆積している。 I及び II層には砂が菌糸で縫合されて，塊状のもの

を形成している

pH 価

比色法（H20）により pHを定法によ って測定した結果は第 23表のとおりである。

a及び b調査地の土壌層位の pH価について， I層にあたる部分は II層のものよりもやや

低い傾向を示すが， 5.0～6.0のなかにある。

c及び d調査地では，まだ土壌生成作用が充分進んでいないか，風化生成物や火山泥など

が堆積しているにすぎないと思われるものからなる。 これらに蘇類の仮根などが分布するにす

ぎない表層の pH価は下層のそれにくらべて低い傾向がみとめられる。しかして， a及び b調

査地群の pH価と後2調査地群の pH価には明らかな相違はみとめられない。針葉樹林下にあ

る e調査地の各層位の pH価は前の諸調査地群のそれよりもやや低い結果を示している。

摘要

高原温泉の湯元附近のおもな基群集の土壌断面の調査結果を要約すれば，つぎのとおりで

ある。

1. ススキ基群集及びススキーヨ ツバヒヨ ドリ基群集のa調査地群及びチツマザサ基群集

の b調査地群の土壌は土壌生成作用をうけ，層位の分化をみとめることが出来る。醇類ーダイ

セツヒナオトギ リ基群群，及び辞類ーア カンテンツキ基群集の c及びd各調査地群はまだ土壌

生成作用が進展していない風化生成物や火山泥などや土壌生成作用の初期に属するものなどか

らできていると考えられる。 e調査地は厚いモルに属する堆積腐植を有し，大形の岩疎開に複

雑な堆積様式を示す土壌からできている。

2. ススキ基群集の土壌とヨツパヒヨ ドリ集落の土壌についてみると， 前者は同方位に於

いて傾斜のやや強い地域に分布していること及び前者の下層から水蒸気の噴出がみられた。こ

れらのちがし、が両者間の土壌の諸性質に影響を及ぼす可能性を考えることができる。

3. cおよび dの調査地群はともに土壌的に未熟な状態のものからなると考えられる。 し

かして辞類などの繁茂する部分の下にきわめて薄い層が形成されている。とくに醇類ーダイセ

ツヒナオトギ リ基群集ではこの層に醇類などの地下部分が網状に分布し， 鉱物粒子を縫合して

いる。何等かの理由で，表面の蘇類などが除去されると，この層は乾燥し，薄い板状になって

下の部分から剥離されるようである。 この現象はこれら基群集の出現している地域に裸地を生

ずる原因の 1っと して考えられるだろう。



114 

Resumる

Vegetation of kδgen (Highland) Spa, Central Hokkaido, Japan 

TATEWAKI 

One of th巴 characteristicmeadows of Hold王aidois found near Kogen Spa along the 

1.1pper reaches of the Yanbetappu, on巴 ofth巴 uppertributaries of the Ishikari River. In 

this region both fumarolic fields and hot springs commonly occur and because of the 

warmth of the ground, snow falling on th巴 m巴adowmelts continuously so exposing the 

surface to view，巴venin mid-wint巴r This contrasts markedly with the surrounding area少

where the depth of the snow is ov巴r2-3 m. Ecological surv巴ysof this locality were 

conducted from botanical, physical and pedological view-points by the members of the 

Botanical Institute of the Faculty of Agriculture and the Research Institute of Low 

Temperature Scienc巴 ofHokkaido University, the Forest Experimental Station of Hok-

kaido and the Asahigawa Forest O伍C巴 from1965 to 1968. 

by Misao 

Plant Communities 

Kδg巴n Spa is situat巴d in the upper mixed forest zon巴. The dominant species are 

Picea jezoensis and Betula ennanii mixed with flbies sachali11e11sis, although in some 

places around the spa, and particularly on rocky slopes, the pure Picea glehnii forest is d巴－

v巴lop巴d Near the spa characteristic meadow communiti巴scodominated by mosses and 

interesting higher plants such as Hypericum yojiroa11um and Fimbrisり！isoclwtensis are 

found. The former is an endemic species restricted to this locality, while the latter is 

found only on mud solfataras or fumarolic fields in this area and in Akan National 

Park. The moss community is usually surrounded by the Nliscanthus sinensis, and some-

times by th巴 Sasaleurilensis association. In the meadow both Picea glehnii and Pinus 

pumila occur sparsely, while Populus maximowiczii is found even more rarely ; on the 

margin of th巴 m巴adowSorbus commixta often occurs; In the pr巴sentpaper the plant 

communities of both the m巴adowand th巴 forestare described in d巴tail,with especial 

emphasis on the meadow communities. The plant sociations analyzed here are 

follows: 

I. 

as 

Photo 

Meadow ph

U

F

O

A
日

Table Figure Sociation 

Mosses-Hyρericu11ιyojiroa111tm 

Mosses-Fimbrisりlisochote11sis 

l'l1isca11thus si11e11sis 

2, 4 

1 

26, 27 

29 

30 

5, 6, 7 

8, 9, 10 

11, 12, 13 

14, 15, 16 

17, 18 

べ
住
民
U

F

O

巧

t
o
o

Picea gleh11ii-Pi1111sρwnila 

Picea gleh11ii-Sasa kurile11sis 

Picea gleh11ii-Vacci11iu111 ovalifolillm 

Al1111s川 axi111owiczii-herbage

Pi1111sρ1u11ila-Sasa kurile11sis 

Forest 

34 
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II. Mid-winter temperature distribution in the meadow 

The present investigation was carried out from Feburary 16th-21st, 1965, in order to 

study any possible relationship between the vegetation and the temperatur巴 variation

in the meadow. Th巴 temperaturewas measured chiefly in the snow-melting area, both 

on the surface and at depths of 5 cm., 10 cm. and 50 cm. This 紅白 includessoil surfaces 

covered by moss communities, by columnar frost and also by snow. The r巴sults of this 

experiment are shown in Fig. 9. As would be expected, the temperature varies with 

location and depth. On th巴 surfacethe lowest temperature recorded was O。C,th巴 maxi-

mum observed being 18°C. At a depth of 50 cm., a temperature of over 50°C was con-

sistently record巴d below the moss association. In places where the temp巴ratureat the 

same depth f巴IIto b巴low50°C only columnar frost and thin snow could be observ巴don 

the surface, and under these conditions th巴 mossv巴g巴tationcould hardly survive. It 

may be concluded, therefore, that at this depth a temperature of above 50°C is the Jim-

iting factor for th巴 mossassociation. On the surface, the limiting minimum tempera-

ture for the moss community is 10°C. Th巴 presenceof the moss association thus indi-

cates a surface t巴mperatu日 of10°C and upwards, and a temperature of ov巴r50°C at a 

depth of 50 cm. 

III. Soils 

Soil profiles in the main communities were surveyed, the results being briefly sum圃

marised here. The mineral matter on and among the rocks under the mosses-Hypericum 

yo；・iroanumand th巴 mosses-Fimbristylisochotensis sociations seems to be composed of the 

weathered products from volcanic ejecta, volcanic muds and gravels, and an‘immature 
soil' is partly developed. The root system of the former sociation is mainly distrib-

uted in the A0-layer containing the reimains of the mosses and fine roots, while that of 

the latter is distributed throughout the A0 and mineral lay巴rs. Th巴 mossassociation 

forms thin lay巴rsinterwov巴nby the rhizoids and fin巴 rootsof the vegetation, and if the 

mosses are r巴movedth巴selayers form dry laminae which can be stripped o任 fromthe 

under layers. 

There ar巴 nor巴markablediffer巴ncesbetween the soils of the Nliscanthus sinensis and 

Sasa kurilemis sociations, both showing the prop巴rties of the BD sub-type of brown 

forest soil based on the Japanese classification of for巴stsoils. The plots supporting the 

Eupato1・iumsoci巴tyin th巴 l¥lliscanthusassociation show the properties of the BE sub-type 

which is a little w巴tterthan the BD type. The soil profiles of the Picea glelmii-Pinus 

pumila sociation are quite different from those of the moss association. ・Thick detritus 

mixed with a large gravel lies on the mineral soil, and because of the complicated depos-

jts of the parent materials it is di伍cultto classify the soil type with the naked eye. 



Plate I 

Photo 1. 上部針広混交林 後方は忠別岳附近 (VI. 12, 1968) 

Upper mixed forest 

Photo 2目 上部針広混交林 後方は石狩岳山系 (VII. 8, 1968) 

Upper mixed forest 
.; 

Photo 3. 上部針広混交林高原温泉附近 (IX. 30, 1966) 

Upper mixed forest 

Photo 4. 上部針広混交林高原温泉附近 (IX. 30, 1966) 

Upp巴rmixed forest 
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Plate II 

Photo 5. ダイセツヒナオトギリ (VII. 9, 1968) 

Hypericum. yojiromrnm 

Photo 6. アカンテ γ ツキ 高原温泉湯元附近 (VII. 12, 1964) 

Fi111b1・ististylisochoten sis 

Photo 7. 草原，アカエゾマツーハイマツ (IX. 30, 1966) 

Meadow and Picea glelmii-Pinus 1りumilasociation 
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Plate III 

Photo 8. ヨヅノζヒヨドリ (IX. 30, 1966) 

Eupαtoγi11111 chi11e11sis var・sarhali11e11sis 

Photo 9. ススキ基群集 (IX. 30, 1966) 

111isca11th11s si11e11sis sociation 

Photo 10. チ γ マザサ基群集 (IX. 30, 1966) 

Sasa k11rile11sis sociation 





Plat巴 IV

Photo 11. ダケカンパ 草原の周辺（IX.30, 1966) 

Betula. e1111a11ii, Margin of the m巴adow

Photo 12. 草原中のハイマツ (IX. 30, 1966) 

Pi1111sρ11111i!a, meadow 

Photo 13. 草原，ハイマツ，アカエゾマツ林 高原温泉湯元附近（IX.30, 1966) 

Meadow, P.川11s pumila., Picea. glehn ii forest 
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Plat巴 V

厳冬の草原

The meadows in the midwmter 

Photo 14. 上部から見た無雪積地 （調査地 A の全景） (II. 16, 1965) 

General vi巴w of the meadow (A) seen from the upper part 

Photo 15. 向上，下方から見た全景 (II. 16, 1965) 

General view of the meadow (A) seen from the lower part 

Photo 16. 制変地 A の霜柱地帯，遠景はもうひとつの無雪積地（調査地 B)

(II. 16, 1965) 

Columnar ice crystals in the meadow (A) 

Photo 17. 霜柱地帯にみられた大きな霜柱 (II. 16, 1965) 

Clos巴－upof the long columnar ice crystals 
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Plate VI 

Photo 18. 調査地 A上部の「うすゆき地帯」 (II. 16, 1965) 

Thin snow cover area in the upper part of the meadow (A) 

Photo 19. 調査地 Bの「こけ地帯J，右上方が温泉の噴気孔 (II. 18, 1965) 

Moss and lich巴ncommunity in the meadow (B) 

Photo 20. 調査地 A西側周縁部の深雪 (11. 18, 1965) 

Wes tern margin of the meadow (A) 

Photo 21. 調査地 A中央の深雪 (II. 18, 1965) 

Isolated deep snow cover in the central part of 

the meadow (A) 
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Plate VII 

Photo 22. 調査地 B, P点附近の「コケ地管J(II. 19, 1965) 

Moss and lichen community near the point p 

in the meadow (B) 

Photo 23. 調査地 B,r点附近の「コケ地帯」 (II. 19, 1965) 

Moss and grass community near the point r 

in the meadow (B) 

Photo 24. 調査地 B, s点附近の 「コケ，草本地待」 (lI. 19, 1965) 

Moss and grass community near the point s 

Photo 25. 

in the meadow (B) 

同 上 (II. 19, 1965) 

Moss and grass community near the point s 

in the meadow (B) 
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Plat巴 VIII

Photo 26. 7カエゾマツーハイマツ基群集 (IX. 30, 1966) 

Picea. gleh11ii-Pi1111s pumila. sociation 

Photo 27. アカエゾマツとハイマツ (VII. 9, 1968) 

Picea. glehnii and Pi1111s p11111ila. 

Photo 28目 特殊な旬校を有するアカエゾマツ (IX. 30, 1966) 

樹高 2.5m，根本直径 17cm，旬校長 4m

Picea. gleh11ii with special creeping st巴m
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Plat巴 IX

Photo 29. アカエゾマツーチシマザサ基群集 (VI. 12, 1968) 

Pirn a gleh II i「Sasakurilensis sociation 

Photo 30. 7カエゾマツ－!Iロウスゴ基群集 (VI. 12, 1968) 

Picea gleh11ii-Vacci11illm ovalifolillllιsociation 

Photo 31. アカエゾマツ林 (VI. 12, 1968) 

Picea glel111ii forest 



X
I
 
;n
c
1d
 

同 M r 0 4庁 《 M U M －



Plat巴 X

Photo 32. エソマツ林高原温泉下方（V.28, 1968) 

Picea jezoensi.守 forest

Photo 33. 潤沢におけるミヤマハンノキ林 高原温泉上方 (IX. 30, 1966) 

A/111日川aximowiczthicket 

Photo 34. ハイマツ林 高原混泉上方（VI.12, 1968) 

P川uspumila thicket 
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